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プロローグ









　──一月中旬。

　柱時計が針を進める音が、響いてる。

　寺てら町まち三さん条じょうにある小さな骨こっ董とう品ひん店てん『蔵くら』の店内は、今日も静かだ。

　アーケードはいつも通り賑にぎやかなのだが、この店は外の喧けん騒そうが嘘のように穏やかであり、優しく流れるジャズと、自分が本を開く音が微かすかに響いているだけだ。

　店内の本や資料は好きなだけ見ても良い、と言われているため、一人で店番をしていた大学生の私・真ま城しろ葵あおいはカウンターで美術書を読んでいた。

　最近は仕事が一段落してふと時間ができた時に、こうして美術資料を眺ながめることが多くなった。

　私に古美術のレクチャーをしてくれていた『ホームズさん』こと家や頭がしら清きよ貴たかさんがこの店を離れて、もうすぐ十か月。

　随ずい分ぶんと古美術に触れる機会が減ってしまった。そうなると寂さびしいというより、焦あせりに近い気持ちが生まれてくる。

　なるべく美術品を目にしていたいと思うようになり、以前よりも市内や関西圏の美術館に足を運ぶようになった。

「……これ、東京国立美術館にあるんだ」

　資料の中にある美術品が関東圏の美術館に展示されていると知ると、悔くやしさを覚える。

　埼玉に住んでいた時、どうして自分はこの美術館に行っていなかったのか。

　当時は興味がなかったから、仕方がないのだけど……。

　自分が美術品や骨董品に興味を抱いたのは、この店でバイトを始めてから……ホームズさんに出会ってからだ──。

　若くして類たぐい稀まれな鑑定眼・観察眼を持ち、その鋭さから『寺町三条のホームズ』と異名を取る鑑定士見習いの彼は、今、見聞を広げるための修業に出ている。

　それでも年末年始は京都に戻り、この『蔵』で働いていたのだけど、正月が終わるなり、新たな修業先に行ってしまった。

　今度は近いところなので寂しくはないと思っていたのだが、なかなか忙しいようでまったく会えていない。

　仕方ないか、と目を伏せたその時、『カラン』とドアベルが鳴った。

　私は本を閉じて、顔を上げる。

　だが、いらっしゃいませ、という言葉が出なかった。

　和服にマフラー、そして帽子姿の体たい躯くの良い男が、風呂敷包みを手にそこにいた。

「葵はん、こんにちは」

　会え釈しゃくしながら帽子を取ると、馴な染じんだ坊主頭が目に入る。

　彼を前にすると、どうしても緊張感を覚えてしまう。

「円えん生しょう……さん」

　息を呑みながら、ぽつりと言うと、

「正月はおおきに」

　その男──円生はマフラーを外して、にっと微ほほ笑えむ。

　いえ、と私はぎこちなく首を振る。

　元贋がん作さく師しの彼は、いろいろあって今は高名な鑑定士・柳やなぎ原はら茂しげ敏とし先生の弟子となった。

　そのお披露目会が年始に祇ぎ園おんで行われ、自分もその末席に加わっていたのだ。

　あの円生が、ホームズさんと同じ鑑定士見習いになったことが今もどこか信じられず、妙な夢でも見ているような気分だ。

「ホームズはん、おる？」

　店内を見回しながら尋たずねる彼に、私は首を振る。

「今は、店を離れてまして」

「ああ、もう次のとこに行ってしもたんやな」

　円生は、残念そうに息を吐いた。

　刺とげ々とげしく威圧感のあった彼だが、随分と物腰が柔らかくなっている。

　そのせいか、以前のように足がすくむような恐怖は感じない。

「ホームズさんが修業に出ていること、知ってたんですね？」

「そら、この前の宴会ん時に『見識を広げるための修業に出てる』て聞いてたし。今はどこや？　またえらい遠くに行ったんか？」

「いえ、今度は市内でして、伏ふし見みの酒蔵に」

「酒蔵って、なんや意外やな」

「オーナーの知り合いのところだそうで……」

　主に家族で営んでいる小さな酒蔵で、半年前に新しい事業を始めたのもあり、ホームズさんに手伝ってほしいと申し出があったそうだ。

「あっ、どうぞお掛けください。コーヒーを淹いれますね」

　私は手を差し出して席を促し、給湯室に入る。

「おおきに、ほんならよばれるわ」

　円生は腰を下ろして、風呂敷包みをカウンターの上に置いた。

「まぁ、いろんなとこに修業に出るのはええことやな。なんたって深しん窓そうのボンボンや。少し世間の冷たい風に当たった方がええやろ」

　そんな円生の声が給湯室にも届き、私はコーヒーを淹れながら苦笑した。

「……それが、ホームズさんにとって、世間の風はあまり冷たくないようです」

　私は淹れ終えたコーヒーを円生の前に置く。

「へぇ、どこでもソツなくこなして、自分の空間にしてるんか。さすがやな」

　円生はすぐに言葉の意図を読み取り、皮肉交じりに零こぼしてコーヒーを口に運ぶ。

　雰囲気や風ふう貌ぼうはまるで違うけれど、この察しの良さはどこかホームズさんと似ている。

「……ホームズさんに用があったんですか？」

「用てほどのもんやない。さっき骨董市で買うたもんがあって、ホームズはんに見てもらおて思うただけや」

　つまり円生は、雑多な骨董品の中から、『これは』と思うものを見つけて、自分の感覚を確かめてもらおうと、ここに来たわけだ。

　どんなものを見つけてきたのか、むくむくと興味が湧いてくる。

「あの、もし良かったら、見せてもらえますか？」

「ああ、あんた、『女子高生鑑定士』やったな」

「もう、『女子高生』じゃありませんし、見習い中の見習いです」

　去年の四月に女子大生になり、春夏秋冬と四季を経へた。周囲に『大人っぽくなったね』と言ってもらえることが多くなったというのに、まだ、女子高生だと思われていたなんて、残念でならない。

「へぇ、もう女子高生やないんや。子どもの成長はアッという間やな」

「子どもって」

「せやけど、根っこの雰囲気は前のままやなぁ。あの男はあんたに関してだけ、どこまでヘタレやねん」

　円生が頬ほお杖づえをつきながら、少し愉たのしそうに言う。

「なっ」

　二人の関係のすべてを見透かされてしまっていることに、頬が発火するように熱くなる。

　いろいろと反論したいし、怒りたい気持ちもあるけれど、下手に口を出してしまえば、藪やぶ蛇へびとなりかねない。

「それとも、別の理由があるんやろうな……。きっとそっちの方やろ」

　独り言のように言う円生に、私は首を傾かしげる。

「別の理由？」

「なんでもあらへん。あんたもホームズはんが手ぇ出してこんと、やきもきしてるんちゃう？」

「そんなことはっ！」

　ふと、ホームズさんが、次の修業先に行く数日前の出来事が頭を過よぎる。

　──あの日は、この店内にホームズさんと二人であり、私は確定申告の準備を進める彼の手伝いをしていた。
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『──ホームズさん、領収書を月毎ごとに分けておきました』

　それは、年が明けて、仕事始めを迎えてすぐのこと。

　私は、領収書を入れたクリアファイルの束たばをカウンターの上に置いた。

『ありがとうございます。父はこういうことに本当に疎くて、僕がいない間は散々なことになっていましたね』

　パソコン画面と向き合っていたホームズさんは、予想はしていましたが、と息をついた。

　その言葉通り、ホームズさんが店をしっかり管理していた三月までの領収書は、とても綺き麗れいに整理されているのに、その後は箱に放り込まれているだけの状態になっていて、最早、紙のごみ箱にしか見えない、惨さん憺たんたる有様だ。

『ですが、店長も作家さんですし、ご自分で確定申告されるんですよね？』

『それも僕がやってます。僕は店の経理だけではなく、父の秘書のようなこともやっていまして』

『……本当に万能ですね』

『こうした作業は面倒くさいだけで、さほど大変ではないんですよ。向き不向きがあるようですが、僕は嫌いではないんですよね』

『向き不向き……』

　彼の手許の帳簿に目を落とす。細かな数字を目にするなり、うんざりしてしまったので、私は向いていないのかもしれない。

　手許の領収書は当たり前だが、すべて去年のものだ。

『それにしても、一年ってアッという間でしたね』

　しみじみと呟つぶやくと、ホームズさんは苦々しい表情を見せた。

『……去年は、悔いばかりが残る一年でした』

　その言葉を、私は意外に感じた。

　昨年から修業をスタートしたホームズさん。春先は八や幡わた市にある『松しょう花か堂どう庭てい園えん・美術館』の学芸員として働き、その後は、梅うめ田だの上うえ田ださんの会社で秘書を務め、秋から冬にかけては、ニューヨークにいる美術界の権威の許でアシスタントをしていた。

　私の目からは、彼はどこに行っても活躍し、楽しそうに仕事をしているように見えたのだけど、実際は違ったのだろうか？

『松花堂庭園・美術館での仕事も、上田さんやホプキンスの秘書を務められたのも、素晴らしい経験で良い時間を過ごせたと思っています。悔いが残るのは、プライベートです』

『プライベート？』と私は首を傾げた。

『ええ。まずは、去年のあなたの十九歳の誕生日。僕は仕事でしたし、一緒に食事するくらいしかできなかったのが悔やまれます』

　そうだ。その頃、彼は美術館で仕事をしていた。

　私の誕生日は、ゴールデンウィーク真まっ只ただ中なか。

　美術館としては稼ぎ時であり、ホームズさんはどうしても休むことができないからと、仕事が終わった後に八幡市から駆け付けてくれて、一緒に食事をすることになったのだ。

　レストランは私がバイト帰りにすぐに向かうことができるよう、寺町三条から徒歩五分の、市役所北側にある『フォーチュンガーデン京都』。市役所の建築を手がけたことで知られる武たけ田だ五ご一いちがデザインした石造りのモダンな外観で、内装は洗練されている。

『……私としては、忙しいホームズさんが私のために時間を作ってくれて、お洒落なお店で誕生日を祝ってくれて、とても嬉しかったですよ？』

　どうか高価なプレゼントは、と念を押していたのだが、ホームズさんからの誕生日プレゼントは、なんと『紬つむぎ』という種類のカジュアル着物。

　薄黄色に明るい色の小さな花が鏤ちりばめられたとても可愛かわいい柄で、『せっかく着物に慣れてきたようなので、もっと着てもらいたいと思いまして、普段着用に』と微笑む。

　思いもしないプレゼントに、私は言葉が上手く出ないくらい感激してしまった。

　そんな去年の誕生日に、想いを馳はせていると、

『──あとは、あなたの学園祭に行けなかったのも残念でなりません』

　ぶすっ、とするホームズさんに、『流なから木ぎ祭さいですね』と私は我に返り、手を打った。

『流木』と書いて、『なからぎ』と読む『流木祭』は、十一月に行われる府大の学園祭だ。

　サークルには入っていない私は、フラワーアレンジメント・サークルに入っている香か織おりの手伝いをすることになった。

　その頃、ホームズさんはニューヨークに行っていて、パソコンを通じて画面越しに学校のことを報告していたのが少し前のことなのに、もう懐なつかしい。

『去年は修業中とはいえ、忙しくしすぎました。大切な時間も確保できないなんて』

『そんな、仕方ないですよ』

　私から見れば、ホームズさんは、修業に行く前からずっと忙しく働いているイメージだ。

　学生の頃も大学の勉強に店の手伝い、店長やオーナーのサポートと、なかなかの仕事量だったように思える。

　とはいえ彼は、それらのすべてを『自分のペース』でやってきた。自分のための時間確保など、当たり前のようにできたのだろう。

　そんなホームズさんが外の世界に出て、他人のペースに合わせて仕事をしてきたのだから、傍はたで見ている以上に、彼にとっては大変だったのかもしれない。

『そんなわけで、今年は後悔しないよう、スケジュールを組み立てました』

　ホームズさんはそう言ったあと、顔の前で手を組んで、急に黙り込んだ。

　不意に何かを思い出して、考え事でもしているのだろうか？

　突然の沈黙に戸惑いはしたが、構わずにカウンターの上の書類を纏まとめていると、ややあって、ホームズさんは口を開いた。

『──あの』

　私は『はい？』と顔を上げる。

『今年のゴールデンウィークは、休みを取れるように調整しています』

『ゴールデンウィーク……？』

『今度の五月三日は、記念すべき、あなたの二十歳の誕生日ですし』

　私は、そうだった、と嬉うれしさを感じながら、はにかんで頷うなずく。

『この私が、もう二十歳なんて信じられないですよね。本当にアッという間……』

『いえ、僕には長く感じていました。その日を待ち焦こがれていましたので』

『そうだったんですか！』

　そんなに私が成人するのを楽しみにしてくれていたなんて、知らなかった。

　一緒にお酒を飲めるようになりたい、とでも思ってくれているのだろうか？

『もし良かったら……』

　ホームズさんは、そこまで言って息をつく。

『──一緒に、旅行に行きませんか？』

　一拍置いて、ほんのりと頬を赤らめてホームズさんは尋ねた。

　私の心臓が、ばくんと跳ねる。

『……え？』

　一緒に旅行に行く──。

　その意味は、ちゃんと分かっている。

　ホームズさんと交際に至ってから今日まで、さまざまなことがあり、アッという間に感じていた。だが、進んでいたのは時間だけで、私たちの関係は停滞したまま……。

　特に不満を感じていたわけではないけれど、そろそろ先に進む頃なのだろうか？　という疑問が浮かばなかったわけではない。

　ついにその時が来たのだ。

　手をつなぎ、キスをする、その先に進む時が……。

　わざわざ二十歳の誕生日に、と考えてくれるなんて、さすがはホームズさん、と恥ずかしく思いつつ、妙に感心もしてしまう。

　強い鼓こ動どうを感じながら、『……はい』と、か細い声で頷くと、ホームズさんは、はあああ、と気の抜けたような声を上げて、カウンターに突っ伏した。

『ホームズさん!?』

『……良かった。ほんま良かった。断られたらどないしようかと』

　ホームズさんは、額ひたいをカウンターにつけたままそう言う。

『ホームズさん……』

『すみません、僕もいい大人だというのに、いつまでもこんなんで』

『いえ、そんな』

　ドキドキしていたのに、耳の先が真っ赤になっているホームズさんを見て、つい口許が緩ゆるむ。

『僕は、その日を楽しみに、生きていこうと思います』

　ホームズさんは顔を上げて嬉しそうに微笑み、

『生きていこうだなんて……』

　私は火ほ照てる頬を手で押さえながら、恥ずかしさに顔を伏せた。
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「──そないに真っ赤にならんでもええやん」

　これだから子どもは、という様子で肩をすくめる円生に、私は我に返った。

「別に真っ赤になんて……」と、私は目をそらす。

　視線を合わせてしまえば、今思い浮かべていたことまで読み取られそうで怖い。

「それで、骨董市で買ってきたものというのは？」

　話題を戻すと、円生は「そうやった」と風呂敷に手を伸ばす。

　私は、エプロンのポケットから鑑定用の手袋を取り出してはめながら、円生が風呂敷をほどく様子をなんとなく見ていた。

　ホームズさんとはまるで違う、いかつい手。

　だが、とても丁てい寧ねいにほどくその様子は、ホームズさんを思わせる。

　外見と所作がしっくりきているホームズさんと、ミスマッチな円生。

　本当に背中合わせな二人だ。

　風呂敷の中には木の箱があり、そこから茶ちゃ碗わんを取り出す。

　備び前ぜん焼やきだった。丸みのある素そ朴ぼくな佇たたずまい。

　色は全体が赤褐色で、部分的に滲にじむような黄土色。

「ええもんやと思わへん？　五千円で買うたんやけど」

　円生が、得意そうに微笑む。

　私は茶碗から目を離さずに、口を開いた。

「すみません、直接触ってもいいですか？」

　ええよ、という返事を待たずに私は手袋を外していた。

「柳原先生んとこに身を寄せて知ったわ。焼き物を鑑定する場合は、ほんまは手袋を外すもんなんやてね」

「はい、ですが、自分の持ち込んだ美術品を直じかに触ることに対して、不快に思われる方もいらっしゃるので、滑すべり止めがついた手袋をつけて識みるようにしているんですが……」

「『本気で識みる時は外す』ってわけやな。せやから、あん時もホームズはんは手袋を外したんやなぁ」

　円生は懐かしげに洩らす。

　そう、円生がここに白はく磁じの香こう合ごうを持ち込んだ時、ホームズさんは手袋を外したのだ。

　私もあの時のホームズさんのように、手袋を外して両手で包むように茶碗に触れた。

　以前、この陶とう工こうの茶碗に触れたことがある。

「──本当に良いものです。藤ふじ原わら雄ゆうの作品ではないかと思います」

　私は茶碗に目を落としながらそう言った。

「藤原雄……」

「はい。見み込こみにあるこの白く丸い痕あとは、牡ぼ丹た餅もちです。外側にうっすらかかった黄き胡ご麻ま、高温焼成により滲み出る備前特有の赤も綺麗で、そして何よりこのライン、本物だと思います」

「『見込み』て？」

「あ、茶碗の底のことです。覗のぞき見ることから、『見込み』と呼ばれるとか」

　柳原先生に教わっていないのだろうか？

「柳原先生は、今俺を使いっ走りにしつつ本物を観みることしか勧めてへんのや。そういう知識的なことは、まだ教わってへん」

　私の考えを察したのだろう、円生は少し面白くなさそうに目を背そむけ、

「あんたんとこの『ホームズ先生』みたいに、手取り足取り教えてくれるとええんやけど」

　少し嫌味っぽく笑う。そんな円生に、思わずムッとしてしまった。

「ホームズさんのレクチャーは丁寧ですけど、たとえば今の『見込み』なんかは本で読んで覚えたことです。手取り足取り教わってばかりではなく、自分で調べたりもしているんですから」

　ホームズさんとオーナーの会話を聞いていると、分からない言葉を耳にすることが多い。

　最初はいちいち意味を質問していたのだけど、今では先に調べるようになった。

「勉強熱心やね」

「……いえ、勉強熱心というわけではないんです。自分が楽しくてやってることなので」

　時々、『偉いね』というニュアンスのことを言われると、申し訳ない気持ちになる。

　それは自分が食べたい一心でお菓子作りをしている時に、『そんなに一生懸命やって、葵は偉いね』と母に褒ほめられて、どうにも複雑な気持ちになった時と似ている。

『たしかに懸命にやっていたけれど、所しょ詮せんは、自分が食べたいお菓子を夢中で作っていただけです』という感覚だ。

「本当に好きな人間て、こうなんやろな」

　円生は少し決まり悪そうにぽつりと零し、私を見た。

「……そもそも藤原雄って、誰や。有名なん？」

　私は、ああ、と頷いて、本棚から資料を取り出して開く。

「昭和から近年にかけて活躍された陶工で、人間国宝に認定された方です。父親の藤原啓けいも人間国宝なんですが……」

「なんや、サラブレッドか。ホームズはんもそうやし、古美術界にはそういうのが多いんやな」

　円生はうんざりした表情で、ため息をつく。

　彼の言う通り、伝統のある古美術の世界は、職人から鑑定士に至るまで世襲が多い。

　柳原先生の許に弟子入りし、そうした風習にうんざりすることも多かったのだろう。

　それだけではなく、サラブレッドに対する僻ひがみが含まれているのを感じ、「でも」と、私は顔を上げた。

「私は『サラブレッド』と呼ばれる人たちも大変だと思います」

　円生は、『何を言い出すんや』と、私に一いち瞥べつをくれる。

「実際オーナーの息子である店長はその道に進めなかったですし、ホームズさんは偉大な祖父の許で必死に心眼を磨き、勉強を重ねて、あの若さで素晴らしい鑑定士になったと思うのですが、まだまだ見習い扱いです。何よりどんなにホームズさんががんばっても、『家頭誠せい司じの孫だから』としか見てもらえません。もし円生さんが、今のホームズさんくらいの鑑定士になったなら、周囲は手放しで『すごい素質だ』と称賛すると思うんです。この藤原雄もそうです」

　私はそっと茶碗に目を落とした。

「藤原雄の左目は失明してまったく見えず、右目も弱視でした。ある意味大きなハンディを背負っていたんです。ですが、彼はそれを強みとし、『心の目』で作品づくりをし、そして人間国宝にまでなりました。円生さんは『サラブレッド』の一言で片付けてしまいましたが、親子二代で人間国宝に選ばれるというのは大変なことです。でも、二代目ということで、実際、円生さんのように『サラブレッド』と言って終わってしまう人もいる。そう思えば、サラブレッドもなかなか切ないですね」

　円生は、「まぁ、そやな」と微かに相あい槌づちをうつ。

「ちなみに藤原雄の作品、これは茶碗ですが、彼は『壺つぼの雄』と呼ばれるほど壺が有名だそうです」

　私は手許にある美術資料のページをめくり、藤原雄の壺の写真を見せた。

　ごろんとした大きな壺だ。少し豪快に感じられながらも美しいラインであり、円生は「へぇ」と洩らす。

「……ええ、壺やな」

「ですよね。また、彼は海外に備前焼を広める活動も積極的に行ったそうですよ」

「そういうんも認められて、人間国宝か」

「そうかもしれません。自分の弱みを強みとして、自分の本当にやりたいことを続けた結果ではないかと思います。彼の作品からはそんな情熱も伝わってきて、本当に素敵です。それにしても、これが骨董市で売られていたなんて信じられないです。五千円でしたっけ。然しかるべきところで識てもらったら、ゼロが二つは増えると思います」

　私は茶碗を見下ろして、ふふっ、と笑う。

　円生がジッと見詰めているのに気付き、慌あわてて首を振った。

「あっ、これは素人の見解なので、ちゃんと柳原先生に識てもらえたらと」

　すっかり本物と疑わずに話してしまった、と額に手を当てる。

「あんたは、ホームズはんとよう似てるんやな」

「えっ、私が？」と瞬くと、円生は「そっくりや」と笑う。

「柳原先生には識てもらお思うてるけど、多分あんたの見立てでええて思う。藤原雄……気に入ったわ。ええ陶工や」

　それは良かったです、と微笑む私に、円生は満足そうに再び茶碗を箱に入れて風呂敷で包む。

「ほんで、あんたも」

「えっ？」

「あんたはまるでスルメみたいやな」

　円生は立ち上がり、帽子をかぶってマフラーをつける。

「ほな、おおきに。コーヒーご馳ち走そう様さま」

　円生は背を向けたまま、ばいばい、と手を振り、店を出て行った。

『カラン』と響くドアノブの音を聞きながら、

「……私がスルメ」

　私は、ぽかんと自分を指差したまま、歩き去る円生の後ろ姿を見送った。
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　北きた大おお路じ通を西へと走り下しも鴨がも中なか通どおりを北へと曲がると、すぐに見えてくるのが私の通う大学──京都府立大学だ。

　近隣には京都コンサートホール、府立植物園、府立総合資料館、そして北きた山やま通があり、まさに芸術と緑に囲まれた素晴らしい環境ではないだろうか、と自負している。

　ただ、今は、年を越して間もない一月下旬。

　街路樹も構内の木々も寂しく、緑豊かな雰囲気は見られない。

　授業を終え、廊下を歩いていると、窓が開いているのが見えて、つられるように外を眺めた。

　冷たい風が頬を撫なでた。寒さに身を縮ませ、窓を閉める。

　あと一か月半はこの寒さが続くだろう。

　京都に来て四度目の冬だけれど、未だにこの寒さには慣れない。

　嫌だ嫌だ、と再び身を縮ませながらも、冬のファッションは嫌いではなかった。

　高校の頃は、当たり前のようにブレザーの中にカーデガン、そしてマフラーで防寒していたけれど、大学生になった今は、お洒落を楽しめるのが嬉しい。

　マフラーにハーフコート、中はニットのトップス、下はハーフパンツにカラータイツ、そしてショートブーツ。

　お陰でバイト代は、親に支払うスマホ代と洋服代でほとんど消えてしまった。もっと着回し術を会得して、節約しなければ。ホームズさんとの旅行にお金をとっておきたいし。

　そして、ダイエットもがんばろう……。

『──一緒に、旅行に行きませんか？』

　ホームズさんのあの時の言葉が脳裏を過り、急に気恥ずかしくなって、私は俯うつむいた。

　頬が熱くて仕方がない。おそらく、今は茹ゆで蛸だこのように真っ赤だろう。

　いや、私は茹蛸ならぬ、スルメらしいけれど……。

　今度は円生の言葉を思い出し、私は眉まゆ根ねを寄せた。

「それにしても、スルメって……」

『スルメみたいな人』という言葉の意味は分かる。

『噛かめば噛むほど味が出る』という、一応は褒め言葉に分類されるものだ。

　だけど、あまり嬉しい感じがしないのは、何故なのだろう？

　相手が円生だからなのかもしれない。

　いや、相手がホームズさんだったとしても同じだろう。

『葵さんは、スルメのような人ですね』と言われたとしても、手放しで嬉しい気持ちになれない。

　もし言われたなら、『ホームズさん、できれば、他の表現でお願いします』と返してしまうかもしれない。

「──葵さん？　葵さんですよね」

　背後で聞き慣れない男性の声がして、私は戸惑いながら振り返った。

「ああ、やっぱり、葵さんだ。大人っぽくなっていてびっくりしました。お久しぶりです」

　そう言って駆け寄ってきたのは、スマートで爽さわやかな雰囲気の青年だった。

　にこにこと人懐っこい笑みを浮かべている。

「……あ」

　私は、たしかにその人の顔を知っていた。

「今まで気付かなかったなぁ。葵さん、うちの大学に進学していたんですね。もしかして、ホームズさんの影響ですか？」

　彼は、ホームズさんのことも知っているらしい。

　本当に一体誰だっただろう、と私は記憶を探りながら、曖あい昧まいな笑みと相槌を返す。

「聞きましたよ、彼とお付き合いをされてるとか」

「っ！」

　そんなことまで知っているなんて。

　私はあらためて、彼を見つめ返す。

　やはり顔は知っているのに、誰かは思い出せない。

　家頭家や柳原先生のパーティで、顔を合わせたことがある人なんだろうか？

「そうそう、兄がいつもお世話になってまして、本当にすみません」

　そう続けられ、「兄？」と、私の口から素すっ頓とん狂きょうな声が出た。

「いやぁ、僕自身、まさか兄があんなに有名になるとは思っていなくて。もしかしたら、ホームズさんと親しくなれたお陰かもしれないですね。いろいろとアドバイスをもらっているみたいですし」

　兄が有名で、ホームズさんがアドバイス……。

　ようやく、記憶の点と点が線で繋つながり、私は口に手を当てた。

「は、春はる彦ひこさん……ですよね？」

「あれ、もしかして今気が付きました？　はい、梶かじ原わら春彦です」

「すみません」

　そう、彼は、梶原秋あき人ひとさんの弟の春彦さん。

　梶原三兄弟の末っ子であり、鞍くら馬まの山荘で会ったことがあったのだ。

　その際に、彼も京都府大に通っていると話していた。

　だが、もう卒業している頃ではないだろうか……。

　そんな私の心中を察したのか、

「僕は今、院生なんですよ。本当は僕もホームズさんのように、院から京大に行きたかったんですが、それは叶かなわなくて」

　春彦はそう言って、ばつが悪そうに笑う。

　そんな、と首を振った。私は懸命に努力をして、この府大に入学できたのだ。その大学の大学院に進むというのは、素晴らしいことだと思う。

　それにしても、彼はこんなに素敵な人だっただろうか？

　私の記憶では好青年ではあったけれど、ごく平凡な印象だった気がする。

　もしかしたら、類稀な美男子であるホームズさんと秋人さんの側そばにいたから、つい見劣りしていたのかもしれない。

「……あの、皆さん、お元気ですか？」

　美しかったお母様や、梶原家に寄り添う倉くら科しなさん、三兄弟の長男・冬ふゆ樹きさんを思い浮かべながら、尋ねると、彼は「はい、とても」と頷く。

「特に、秋人兄さんは絶好調ですよ」

「そうでしょうね」

　秋人さんは、昨年の秋からドラマに出演していた。

　ドラマといっても、夜九時や十時放送のものではなく、はたまた昼でもない。

　夕方の六時半から放送される三十分ドラマ、いわゆる『レンジャー』もの。

　これが大好評で、今年『シーズン２』が放送されることも決まっている。

　春彦さんと話していると、「葵っ」と親友の宮みや下した香か織おりが近付いてきた。

　すると彼は、気を利かせたのか、

「突然呼び止めてすみません。お会いできて嬉しかったです。それじゃあ、また」

　すぐにそう言って、片手を上げて、歩き出す。

「あ、はい、皆さんによろしくお伝えください」

　私は彼に会釈をしたあと、香織の方に顔を向けた。

「良かった、まだ帰ってなかったんや」

　香織は急いでやって来たようで、息を弾はずませながら、私の肩に手を乗せる。

「うん、これから帰るところだったんだけど、私に用があったの？」

「そやねん。その前に、今の人は？　ちょっとイケメンやったような」

　香織は歩き去っていく春彦さんの背中に、少しミーハーな視線を送った。

「秋人さんの弟なの」

「うそ、秋人さんの弟が同じ大学にいるんや？」

「うん、府大の院生だって」

　私も秋人さんの弟が府大生だって今まで忘れていたんだけど、と笑った。

「秋人さんとはタイプは違うけど、爽やかな男前やねぇ。さすがや」

「ところで、私に用って？」

「せや、葵、今日はバイト？」

「これから行くところだけど……ちょっとくらい遅れても大丈夫だよ」

　私が大学生になったことで、店長は随分と気を遣つかってくれている。

『楽しい大学生活を大事にしてもらいたいので、友達との約束や、大学の行事を優先にしてもらって良いですからね』と言ってくれていた。

「良かった。実は、今度サークルでイベントをすることになって」

　そう話す香織に、私は、へぇ、と相槌をうつ。

「これからその話し合いなんやけど、先輩たちが、『またぜひ、真城さんも一緒にできないかな』て言うてて。『流木祭』では、葵、大活躍やったし」という言葉に、「大活躍なんて」と私は首を振った。

　去年の秋に行われた府大の学園祭で、私は香織が所属するフラワーアレンジメント・サークルの手伝いをしたのだ。

　出し物は『花と紅茶専門店』。

　室内を草木でアレンジメントしてナチュラルな空間にし、さまざまな種類の紅茶とスコーンを用意するというもので、とても楽しかった。

　そのフラワーアレンジメント・サークルが、また新たなイベントを開こうとしている。

「葵のバイトが忙しかったら、『イベント前日と当日だけの手伝いでもええし』って先輩たちも話してるんやけど」

「そのくらいなら、大丈夫だと思う。『流木祭』で手伝った時もすごく楽しかったし、ぜひ参加したいな」

　私がそう答えると、香織は「良かった、先輩たちも喜ぶて思う」と微笑んだ。




　──ということで、これから行われる第一回目の企画会議に私も参加することになり、香織とともにサークルの活動に使っている教室に向かった。

「ぎりぎりになってすみません」

　香織が教室の引き戸を開けると、既すでに揃そろっていたサークルのメンバーは笑顔で振り返り、

「ううん、私たちも今来たところだし」

「真城さん、お久しぶりやね」

　そう言って気さくに声を掛けてくれる。

「お久しぶりです。お声を掛けてもらえて嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします」

　私が頭を下げると、

「こちらこそ。またよろしくね、真城さん」

「とてもありがたいし、嬉しいわ。今日はバイト大丈夫なの？」

「あ、はい、今日はお休みをいただいてまして」

　先ほど、店長にメッセージを送ると、快こころよく休みをくれたのだ。

　サークルメンバーは、香織を入れて五人。

　全員女性であり、相変わらず和やかな様子だ。

　二か月前、香織がメンバーを紹介してくれた時のことを思い出す。
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『──葵、メンバーを紹介するね。彼女が三回生でリーダーの大おお久く保ぼさん』

　香織はそう言って、まず、髪を一つに結った女性を紹介した。

『大久保郁いく美みです。関東の私立女子高出身で、京都と共学に憧あこがれてこの府大に進学したものの、気が付くと女子ばかりのサークルのリーダーになってました』

　大久保さんは、歯切れの良い口調で、明るい笑顔を見せる。

　とても快活そうな、リーダーにぴったりの女性だ。

『私は、目め黒ぐろ朱あか里り。大久保ちゃんと同じ高校出身の三回生で、一応は副リーダーなの』

　香織が紹介する前に自ら名乗ったのは、大久保さんの隣にいた髪の長い女性。お嬢様を思わせるおっとりとした口調で、のほほんとした空気感の優しそうな女性だ。

『私は、大おお崎さき誠せい子こ。洛らく南なんにある私立高校出身の二回生です』

　続いてショートボブの彼女が、自己紹介する。

　洛南にある私立高校というと、もしかしたらホームズさんの出身校と同じかもしれない。

　そう思いながら、私は『よろしくお願いします』と軽く頭を下げた。

『私は渋しぶ谷や啓けい子こ。大木高校出身の二回生です』

　最後にそう言ったのは、ウェーブがかった髪の、少しふっくらとした女性。

『あ、私も大木高校なんです』

　私が思わず胸に手を当てて一歩前に出ると、彼女は『知ってる』と笑う。

『だって、宮下さんと同じ高校出身て言うてたし。よろしくね』

　はい、と頷きながら、メンバーがとても良い雰囲気の人たちで、私は少しホッとしていた。





＊






「──それじゃあ、みんな、座ってね。会議を始めようか」

　リーダーの大久保さんが、ぱんぱん、と手を叩たたいたことで私は我に返る。

　皆は「はーい」と声を上げてテーブルに着いた。

　副リーダーの目黒さんは座らずに、大久保さんをサポートするように隣に立つ。

　あらためて私は、サークルのメンバーを眺める。

　三回生は、リーダーの大久保さんと、副リーダーの目黒さん。

　二回生は、大崎さんと渋谷さん。

　一回生は、香織だけだ。

　香織は『フラワーアレンジメントが好きだから』という理由で、一人でも構わずにこのサークルに入った。

　彼女のそういうところが、あらためて好きだなと思う。

「節分の日に出で町まち柳やなぎの商店街──正式名称は『出で町まち桝ます形がた商店街』ね。そこでお祭りが開かれます。その時に店舗スペースの一角を借りて、展示会を開けることになりました。『流木祭』の『花と紅茶専門店』が大好評だったから、また、カフェと花のイベントをしたいと思うんだけど、皆さん、何かアイディアがあったらお願いします」

　サークルのリーダー・大久保さんは、ホワイトボードに『出町桝形商店街のお祭りイベント』と書くと、くるりと振り返って皆を見る。

　ポニーテールがふわりと揺れていた。相変わらず、溌はつ剌らつとした雰囲気の人だ。

「あの、そういうイベントでカフェを開くとなると、学園祭と違ちごて、食品を取り扱う場合、ちゃんとした営業許可とかいるんやないかと……」

　手を上げて、言い難にくそうに尋ねる香織に、大久保さんは「大丈夫」と頷いた。

「そもそも、スペースを貸してくれるお店がカフェなのよ。だから私たちがカフェをしたいとなったら、監督・管理をしてくれるそうなの。でも、カフェじゃなくて展示だけでもいいよ、って言ってくれていて」

　その言葉に皆は、良かった、と微笑む。

「だから自由に企画してほしいの。あらためて何が良いかしら」

　すると柔らかい雰囲気の副リーダーの目黒さんは、「そうねぇ」と頬に人差し指を当てて、上を向く。

「せっかくだから、前と同じでは嫌よねぇ。反省すべき点もあったし」

「反省すべき点？」

　楽しく成功したイメージしかなかった私は、反省点なんてあっただろうか、と首を傾げた。

　すると隣で香織が、そっと肩をすくめる。

「カフェとしてはなかなか好評やったけど、生けた花をあまり見てもらえへんかったって、あの後に話してたんや」

「ああ、そういえば……」

　たしかに、お客さんたちは『花と紅茶専門店』の空間を楽しんでくれていたけれど、ひとつひとつの作品をじっくり見ていたわけではなかった。

「それなら、いっそカフェをやめて、展示だけにするというのは？」

　二回生の大崎さんが、さっと手を上げた。

　するともう一人の二回生で、少しぽっちゃりとしている渋谷さんが、うーん、と唸うなる。

「……でも、そうしたら、そもそもお客さんが来なさそうやなぁ」

　皆は「たしかに」と頷いた。

『出店ｏｒ展示』『今回は作品を見てもらいたい』『展示だけでは、集客に不安』

　私はノートに皆の意見を書き込みながら、眉根を寄せる。

「せやね、お客さんに来てもらえへんかったら、意味がないし」

「カフェをしつつ、作品に興味を持ってもらえる展示方法があればええんやけど」

　皆は意見を出し合いながら、難しいなぁ、と洩らす。

『どうしたら、作品に興味を持ってもらえるか？』

　その後も話し合うもしっくりくる案が出ず、次の話し合いまでに一人一つアイディアを出すことが宿題になった。





２






　──京けい阪はん本線中ちゅう書しょ島じま駅、もしくは伏ふし見み桃もも山やま駅を降りて少し歩くと、酒さけ処どころとして知られる伏見の町並みが見えてくる。

　観光客の多くは『伏見』と聞けば、『伏ふし見み稲いな荷り大たい社しゃ』を思い浮かべるだろう。

　だが、少し足を運び、情じょう緒ちょ溢あふれる酒蔵の町・伏見の町並みも観てもらいたい。

　昔から、京都市の南の玄関口といわれる伏見。

　平安時代は風ふう光こう明めい媚びな地として皇室や貴族の別荘が置かれ、安あ土づち桃山時代には豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが伏見城を築城し、一大城下町を形成。

　江戸時代には、京都と大坂を結ぶ淀よど川がわ水運の玄関口として栄え、幕末には、坂さか本もと龍りょう馬まをはじめとする勤きん王のうの志士たちとともに、新たな時代が開く舞台の地となった。




「──思えば、ほんまにドラマチックな地やね」

　清貴は濃紺の作務衣さむえに腰エプロンをつけた姿で、店の前を掃きながら夕暮れの空と、酒処・伏見の町並みを眺める。

　一月の日暮れは早く、アッという間に西の空が橙だいだい色いろに染まっている。

　建ち並ぶ古き良き酒蔵に明かりが灯ともされ、この時間帯はさらに風情ふぜいを感じさせた。

　伏見には月げっ桂けい冠かん、黄き桜ざくらといった世界に名を馳せる酒造会社の酒蔵が古くより存在しているが、清貴が今身を寄せているのは、とても小さな酒造会社だ。

「家頭さん、お疲れさまです」

　酒屋の引き戸が開き、そこから女性が現われた。

『幸こう谷たに酒造』という名の入った法被はっぴを羽は織おっている。

　背が低いせいか、二十五という年齢よりも若く見えた。

「瑞みず希きさん、お疲れさまです」

　清貴は箒ほうきの手を止めて、笑みを返し、

「こちらの準備は終わりましたよ」

　振り返って、酒屋の隣に並ぶ小さな店を仰あおいだ。

　看板には、ＢＡＲ『こんた』という文字。

　さらに、左右に向き合って狐のイラストが描えがかれている。

　ずっと小さな蔵で酒造りと酒屋を経営していた幸谷酒造だが、一昨年夏に店の隣の倉庫を改装してＢＡＲを始めた。

　オープン時には『一杯無料券』などを配布し、それなりに賑わっていたそうだが、半年を過ぎると客足は落ち着きを見せ、このまま経営が下降していくのでは、と不安になっているとのこと。

　そんな折、オーナーから清貴の修業の話を聞いた蔵元から、年明けに一か月間お願いできないか、と申し出があり、清貴は了承したのだった。

　幸谷酒造の蔵元の娘であり従業員の幸谷瑞希はＢＡＲ『こんた』の店舗を覗き、ふわぁ、と間の抜けた声を上げた。

　ちなみに『蔵元』とは、酒蔵の経営者。

　現代風にいえばオーナーであり、幸谷酒造の蔵元は瑞希の父・幸谷高たか雄おだ。

　光って見えるほどに磨かれた床やテーブルを眺め、「ピカピカや」と瑞希は洩らす。

「あれ、あの椿つばきは？」

　瑞希は、カウンター端の一輪挿しに目を向けた。

「ああ、あれは、僕が生けました。蔵元のコレクションに素敵な古備前の一輪挿しがありましたので、お借りしまして」

「素敵やわ。うちにあるコレクションは、お父ちゃんやなくて、亡くなったお祖じ父いちゃんの趣味やねん。『蔵』の常連だったくらいやし」

「ええ、そうでしたね」

　瑞希の亡くなった祖父・高たか広ひろが、清貴の祖父・家頭誠司の友人であり、骨董品店『蔵』の客でもあった。

　高広が亡くなったあとも『蔵』との交流は途切れることがなく、新たな蔵元となった高雄は、誠司を父のように慕したい、さまざまな相談をしていたのだ。

「うちにある宝の持ち腐れが、こないに輝くなんて」

　瑞希は手を組んで、うっとりと目を細める。

　店内はＢＡＲというだけあってカウンターがメインで、小さなテーブルが四つある。

　こぢんまりとしている印象だが、二十人は入りそうだ。

『こんた』という店名は、幸谷という苗字をもじったのと伏見の狐をかけていて、その名に合わせて、狐のコースターや箸はし置おきなど、可愛らしい仕様になっている。

「これは、とても可愛くて良いですよね。もしかして、箸置きは手作りでしょうか？」

　清貴は狐の箸置きを手に取り、柔らかく目を細めた。

「せやろ、その狐の箸置きは、うちが作ったんやで」

「瑞希さんが」

　清貴は、感心したように瑞希を見る。

「ハンドメイドが好きなんや。ほんで、店の内装のアイディアもうちの意見やねん。お兄ちゃんは職人としては一流やけど、こういうことはさっぱりや」

　そんな話をしていると、裏口から瑞希の兄が、店に入ってきたのが見えた。

　厨房のシンクが顔が映るほどに磨かれていることに驚きながら、店先へと出てくる。

「康こう太たさん、お疲れさまです」

　清貴は、瑞希の兄であり、『三役』を務める康太に頭を下げた。

　酒蔵には、蔵元を筆頭にさまざまな役職があり、幸谷酒造では、

　杜とう氏じ──酒造りの最高責任者。ここでは、蔵元が杜氏を兼務している。

　三さん役やく──杜氏の下で、管理をする中間管理職。康太が務めている。

　蔵人くろうど──杜氏と三役の指示で働く、現場の人間。

　飯めし炊たき──掃除や食事の支度など、最年少の見習いが行う雑用全般。

　幸谷酒造では、康太の下に、蔵人が二人働いている。

「いつも、綺麗にしてくれて……」

　康太は言葉少なにそう言って、軽く頭を下げる。

　もうすぐ三十路になる彼は、背がとても高く、頭には白い手拭いを巻いている。一見、不愛想でぶっきらぼうであり、誤解されがちなタイプだが、不器用なだけで優しい人間だと清貴は感じていた。

「いえいえ、仕事ですから」

　一か月という期間限定で幸谷酒造に働いている清貴は、主に雑用をしていた。

「すまないね、家頭家のお坊ちゃんに、うちみたいな小さな酒蔵の雑用をさせてしまうなんて」

「ほんまや。家頭家のお坊ちゃまで古美術界のプリンスに、恐れ多いわ」

　口を揃える兄妹に、「勘弁してください」と清貴は手をかざして肩をすくめる。

「ほんで、仕事ができるて噂うわさもほんまやね。雑用も、完璧にこなすと圧倒させるほどの仕事になるて、家頭さんは体現してはる」

　そう続ける瑞希に、「大おお袈げ裟さですよ」と清貴は笑みを返す。

「ところで、家頭さん」

　康太は無表情のまま、清貴を見み据すえた。

「はい」

「妹があなたに、訊ききたいことがあるそうなんです」

「ちょっ、お兄ちゃん、勘弁して。ただの好奇心で、ほんまに訊きたかったんやないし」

　瑞希はぎょっとして、康太を見上げた。

「なんでしょうか？」と清貴は首を傾げる。

　康太は「ほら」と、瑞希の背中を軽く小突く。

　瑞希は、「もう」と弱ったような顔で、口を開いた。

「あの……家頭さん、彼女はいはるんですか？」

「はい、いますよ」

　微笑んで即答する清貴に、瑞希は「ですよね」と笑う。

「ほら、だから言ったやん。いないわけないやん」

　瑞希は、康太の背中をぽこぽこと叩きつけて、清貴を見た。

「家頭さん、ほんまにすみません。この前、『家頭さん、ほんま素敵や。さすがプリンスやなぁ、きっと彼女いはるんやろうなぁ』て、兄に話していただけで、深い意味はなくて」

「そうだったんですね。褒めてくださって、ありがとうございます」

「ほんま失礼しました。そうそう、まかないができたから、家頭さんを呼びに来たんやった」

「ちょうどお腹がすいてきたところなので、嬉しいです」

　清貴は、瑞希とともにＢＡＲを出て、隣の酒屋に入り、奥の休憩所へと向かう。

　そこでは、二人の蔵人たちが、既に食事を摂とっていた。

「お疲れ様です、家頭さん。すみません、先にいただいてます」

　彼らは清貴同様、ここに住み込みで働いている。

　清貴は、「お疲れ様です」と会釈をして、テーブルの前に座った。

　一人は、三十代半ばの、神かん田だ久ひさ志し。

　短髪で若白しら髪がが多く、年齢よりも上に見える。

　もう一人は、二十三歳の上うえ野の桔きっ平ぺい。童顔で、年齢よりも若く見えた。

　彼らは元々、関東の『石いし黒ぐろ酒造』という酒造会社で修業をしていた蔵人だったが、そこの蔵元が病気で他界したことから店を畳まなくてはならなくなり、交流のあったこの幸谷酒造に移ってきたとのこと。それまで幸谷酒造で働いていた蔵人たちは皆、還暦を超していたため、一年ほど引き継ぎをしたあとに、引退したらしい。

　近年、一気に若返った『幸谷酒造』。

　周囲に心配されたこともあったが、どんどん新しいことに挑戦し、活気が出たそうだ。

　ＢＡＲを開店したのも、その勢いの一環だったようだ。

　康太は、神田ら二人がやって来て古株が引き継ぎをしている間──つまり幸谷酒造の人手が足りている時に、調理師の勉強をし、免許を取得していた。

　元々、料理が好きで、その道に進みたいと思っていたそうだ。

　だが、酒蔵でのまかないは、瑞希が請うけ負おっている。

　テーブルの上には、豚の生しょう姜が焼やきにポテトサラダ、漬物に味み噌そ汁しるがあった。

「僕の好きなものばかりです。いただきます」と、清貴は嬉しそうに手を合わせる。

「家頭さん、昨日も『僕の好きなものばかり』言うてましたよ。お上手やね」

　瑞希は笑いながら茶碗にご飯をよそい、清貴の前に置いた。

「昨夜はサバの味噌煮でしたから。それも本当に好きなんですよ。いつも美お味いしい食事をありがとうございます」

「こちらこそ、おおきにありがとうございます。みんなもやで」

　瑞希は、神田、上野を見て、ぺこりと頭を下げる。

　職人気き質しつの神田は照れくさいのか、目を合わせないままに会釈を返し、若い上野は、「こちらこそ」と陽気に微笑んでいた。

「家頭さんは、ここに来て一週間やね。もう慣れはりました？　朝早くて大変やろ」

「大変ですが、ここでの仕事を楽しませてもらっています」

　瑞希の言う通り、酒蔵の朝は早い。

　幸谷酒造の朝は、夜が明けぬ五時半から始まる。

　寒造りが基本なため、蔵の中に暖房器具はない。現場で働く者たちは、凍こごえるような寒さの中で作業をしなくてはならない。

　寒くて大変なのでは、と最初は清貴も心配していた。

　しかし七時までに蒸むし米まいの準備をし、冷ました蒸米を麹こうじ室に運んで、前々日の麹を麹こうじ蓋ぶたに盛り、さらにその前日の麹蓋を積み替えて出麹を完了させ──と動き回るため、寒さは思ったよりも感じなかった。

　六時半頃に蒸窯に火が点けられ、五十分ほどで米が蒸し上がるのだが、その間に朝食。

　ここまでが早朝、朝食までの仕事であり、そこから朝の仕事に入る。

　それから夕方まで、仕事は山ほどあった。

「瑞希さんも、食事の支度に酒屋の仕事まで、大変でしょう」

「下ごしらえはお兄ちゃんが手伝うてくれるし、みんなの仕事に比べたら全然や。それに、もう慣れてるんや。お母さんが亡くなって、もう十年以上経たつし……」

　瑞希はそう言って、茶ちゃ箪だん笥すの上に目を向ける。

　そこに、家族写真が飾られていた。

　スーツを着た瑞希の父・幸谷高雄に、黄色と水色の清涼感のある着物を着た瑞希の母、小学生の康太、五歳くらいの半袖ワンピースを着た瑞希。

　おそらく、あれが最後の家族写真なのだろう。

「それにしても、今は女性杜氏も多いのに、うちの酒蔵は女人禁制のままなんやで。時代錯誤もええとこや。今さらやけど、なんで月のものがあるからて女は不浄なんやろ」

　口を尖らせる瑞希に、清貴は柔らかく目を細める。

「そうですね。いろいろと言われていますが、そもそも男はすぐに女性に甘えますからね。女人禁制にでもしないと、酒造りの重労働すら女性に押し付けかねないでしょう。もしかしたら男だけの聖地と持ち上げさせて働かせておくのが、得策だったのかもしれませんよ」

　そう話す清貴に、瑞希はぷっと笑う。

「そっか、そう考えたらええんやね」

「ええ。あと、『現場に女性がいると、男たちの中に煩ぼん悩のうが生まれてしまう』という考えもあったとか。結局、男は阿あ呆ほなんです」

「男は阿呆て、家頭さんが言うと、不思議な感じや」と瑞希はくすくす笑う。

　清貴は箸を置き、ごちそうさまでした、と再び手を合わせた。

「家頭さんには、これからＢＡＲの手伝いまでやってもろて、ほんまにすみません」

　平日の清貴は、酒蔵の仕事だけなのだが、金曜と土曜日はＢＡＲの手伝いに入っていた。

　とはいえ、翌日の仕事もあるので、二十二時までだが。

「ＢＡＲでの仕事も楽しんでいますし、お手当てもいただけますので」

「せやけど、うちとしてはあんまり家頭さんをカウンターに立たせたくないんや。ずっとうちで働いてくれるんやったらええんやけど、いなくなったらお客さんたちががっかりしはると思うし」

　瑞希が息をついていると、蔵元である父の高雄が姿を現わした。

「ほんなら、清貴くんにずっといてもろたらええ。清貴くん、うちの娘はどうや」

　高雄はそう言って、瑞希の肩に手を乗せる。丸顔で朗ほがらかそうな雰囲気が瑞希とよく似ている、五十代男性だ。

　瑞希はうんざりした顔で、額に手を当てる。

「もう、お兄ちゃんに続いてお父ちゃんまで。家頭さんに迷惑かけるのやめてくれへん」

「せやけど、うちの瑞希、なかなかええ娘やろ」

　前のめりになる高雄に、清貴は「ええ、本当に」と頷く。

　瑞希は、いわゆる『美人』ではないが愛あい嬌きょうがあり、可愛らしい。

　自分たちのやり取りに、蔵人二人が少し面白くなさそうに顔をしかめたのが分かった。

　どうやら彼らは、瑞希に気があるようだ。

「とても光栄ですが、僕にはお付き合いをしている人がいまして」

「そんなん分かってるて。それだけの男前や、彼女の一人や二人おるやろ」

「……いえ、一人ですが」

「結婚前の交際なんて、あってないようなもんやで」

「あってないようなもの……そんなふうに考えるんですね」

「そりゃそうや、結婚は『契約』や。きちんとしたもんや。それに比べて、『ただのお付き合い』なんて、なんの確証もない、不確かなもんやで」

　不確か……と清貴は顔をしかめて、腕を組んだ。

「もう、勘弁してや、お父ちゃん」

　瑞希はそそくさとお盆に食べ終わった皆の食器を載せて、「いややわ、ほんま」と逃げるように台所へと向かった。

「照れとる」

　あはは、と笑う高雄に、清貴は「そうでしょうか？」と首を傾げる。

「せやせや、それより清貴くん。せっかくやし識てもらいたいものがあったんや。ずっと誠司さんに聞きたいて思うてたものなんやけど、ええかな？」

　高雄は、いそいそとテーブルの上に木箱を置く。

「もちろん、喜んで」

　清貴が懐ふところから白い手袋を取り出してはめると、「その姿になっても持ち歩いてるんやな」と高雄が感心して洩らす。

　神田と上野が、なんだなんだ？　と、こちらに注目したのが分かった。

　清貴は蓋を開けて、中の品を取り出す。

　徳とく利りが一つ入っていた。

　白い素地に、赤と緑の文様が描かれている。

「──清きよ水みず焼やきですね」

　清貴は、嬉しそうに目を細めた。

「この凛りんとした佇まい、滑なめらかで奔ほん放ぽうに伸びた冴えた熟練の手描きの技、雅みやびで美しい『呉ご須す赤あか絵え』。──奥おく田だ頴えい川せんの品に間違いありません」

「奥田頴川って？」と、話を聞いていた上野が前のめりになる。

「京焼というと、一般的に野の々の村むら仁にん清せい、尾お形がた乾けん山ざんが有名ですが、そのあと幕末にかけて、奥田頴川、青あお木き木もく米べい、仁にん阿あ弥み道どう八はち、永えい楽らく保ほ全ぜんなどの陶工が登場し、素晴らしい作品を残し、第二の隆盛期を作ったんです」

　清貴の説明に、蔵人たちは黙って相槌をうつ。

「ああ、良かった。本物やったんやなぁ。『頴』て落らっ款かんがないから、贋作かとも思うてて」

　高雄は嬉しそうに胸に手を当てる。

「実は頴川の作品には、落款のないものが多いんですよ。贋作師はそのことを知らないのか、それとも、落款があると騙だましやすいと思っているのか、『頴』と落款を入れて作ることが多かったりしますね」

　清貴の説明に、高雄、神田、上野は、へぇ、と感心の息をついた。

「あのさ、家頭さん、これはいくらくらいになるの？」

　あっけらかんと笑って尋ねる上野に、清貴は、答えても良いか、と高雄の方を見る。

　高雄は、ええよ、という様子で頷いた。

　清貴は、「そうですね」と徳利に目を落とす。

「こちらでしたら、八十万くらいでしょうか。箱がもっと良ければ百万になったでしょう」

　箱はどう見ても、後から作られたものだった。

「八十万！」

　古美術の価値に慣れていない皆は、揃って目を丸くした。

「良かったら、うちで買い取りましょうか？」

　高雄は「いや」と首を振る。

「これは、わたしが杜氏になった時に先代から譲り受けたもんです。そやから、わたしもそうしようと。瑞希の婿むこになる人に譲ろうて思うてます」

　徳利を愛いとしそうに見詰めながら言う高雄に、清貴は、そうですか、と微笑んだ。
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　サークルの会議を終えて校舎の外に出ると、夕方六時近く。

　一月の空は、もう真っ暗だ。

「それじゃあ、また明日」

　私は香織に手を振って、駐輪場に向かう。

　歩きながら、『蔵』は大丈夫だったかな、とスマホを取り出した。

　あの一か所に留とどまっていられない店長が窮きゅう屈くつな思いをしたのでは、と心配になったのだ。

『今日は突然お休みをくださって、ありがとうございました。お店は大丈夫でしたか？』と店長にメッセージを送る。

『ありがとうございます。今日は利り休きゅうくんが手伝いに入ってくれましたので、心配はいりませんよ』

　そんな返事が届いて、私は少しホッとした。

　ホームズさんが修業に出てから、利休くんが手伝いに入ってくれることが多い。

　今は利休くんもセンター試験を終えて、ある程度落ち着いているとか。

　第一志望は、京都工芸繊維大学（通称・工こう繊せん）という国立大学だそうだ。場所は左さ京きょう区くで、私の家から割と近い。

　そこは、利休くんの母・好江さんの母校だった。

　好江さんは元々鎌かま倉くら出身で、京都の町への憧れと、一級建築士の資格を取得するための勉強をしたいと、京都工芸繊維大学に進学したそうだ。

　工繊は学校名から抱くイメージよりも一級建築士資格取得に力を入れてる大学で、合格者も多いらしい。

　好江さんは卒業後、市内の建築デザイン事務所に就職。その後、左さ京きょうさんとの結婚・離婚を経て、独立をした。

　それに伴い、建築以外に──本人曰いわく『美術オタク』だったため、美術関係の事業も始めたとか。そこで好江さんは、オーナーと出会うことになるのだけど……。

　それはさておき、利休くんも一級建築士の道を進みたいと思っているそうだ。

　本試験はこれからだが、『合格確実だよ』と言っていた。

　店長からの返信に安心したところで、今度は母に、『今から買い物して帰るね』とメッセージを送り、自転車に跨またがり、大学を出る。

　校門を出ると、サークルの副リーダー・目黒さんが男の人と手をつないで歩いている姿が見えた。後ろ姿なので相手がどんな人なのかは分からなかったけれど、幸せそうなカップルの姿に思わず頬が緩む。

　そのまま下鴨中通から北大路通に出て、東へと進む。下鴨本通近くのスーパーまで来て、私は自転車を降りて、店内に入った。

　バイトがない日は、夕食作りを率先して行うようにしていた。

「今日は何にしようかな」と小声で洩らして、カートを押しながら食材を眺めていく。

　今日は、鰤ぶりが新鮮で美味しそうだ。

　鰤にキノコ、ブロッコリーをかごに入れて、たしかニンジンと玉ねぎは家にあるはずと、指を折りながら確認する。

「よし、今日のメニュー、決まり」と頷いて会計をし、スーパーを出た。

　自転車で走りだす。深みのある赤色に、籐のかごが付いた可愛いこの自転車は、クリスマスにホームズさんがリメイクしてくれた私の宝物だ。




「ただいまー」

　エコバッグを手にリビングに顔を出すと、ソファーに座っていた母と祖母が「お帰りなさい」と振り返る。

「すぐ、夕食の支度するね」

　私はエプロンをして、手を洗い、キッチンに立つ。

「学校から帰って来たばかりなんだし、そんな無理しなくていいのよ」

　少し申し訳なさそうに言う母に、私は「ううん」と首を振る。

「別に無理してるわけじゃないから」

　元々は、料理教室に通いたいと思ったことがきっかけだった。

　だけど、私にはそんな時間もお金の余裕もない。それならば、家で食事の支度をして、分からないことに直面した時に母や祖母に訊いた方が、実践的かつリーズナブルで良いかもしれない、と思ったのだ。

　とはいえ、ネットに載っているレシピを参考に、簡単なものばかり作っているのだけど。

　今日のメニューは、鰤のガーリックマヨ焼きとオニオンスープ、温野菜のサラダだ。

　鰤に酒をふって五分ほど置き、キッチンペーパーで水気を拭き取って片栗粉をまぶす。

　フライパンにマヨネーズを入れて溶けたら、鰤を入れて両面を焼く。

　醤油・酒・みりん・チューブのニンニク、砂糖で味付けをして、その上に刻んだ小こ葱ねぎを散らす。オニオンスープは、鰤に酒をふって置いている間に、ざっくり切った玉ねぎ三個とベーコンを圧力鍋に入れて、かぶるくらい水を入れ、コンソメを適量入れて、火にかける。

　ブロッコリーやニンジン、キャベツはレンジで簡単に蒸したあと、プチトマトを添えた。

　特別な技も工夫もないけれど、どんな料理でもとても喜んでくれるから、家族というのは、ありがたい。

「うっまー！　姉ちゃん、美う味まい！」

　いつも最初に声を上げるのは、弟の睦む月つきだ。

「本当、香こおばしくて美味しい」と母が言うと、

「ほんまや。それに鰤もふっくらやねぇ」と祖母が頷く。

「……そうだな」

　最後の「そうだな」は父だ。

　父だけは手放しで褒めたりせずに、ぽつりと零して頷くだけ。

　それでも嬉しそうな顔をしているので、喜んでくれているのは伝わってくる。

「ありがとう。今度はもっと時間がある時に、もう少し手の込んだものを作るね」

　私も鰤のガーリックマヨ焼きを口に運び、『我ながら美味しい』と目を瞑った。

「学校帰りに買い物して帰って来て、夕食作りしてくれるなんてありがたくて仕方ないけど、無理しなくていいのよ。それにしても、葵は変わったわよねぇ」

　母は頬に手を当てて、しみじみと言う。

「俺もそう思う。『ホームズさん効果』だよな」

「花嫁修業やねぇ」

　口々にそう言われて、私の顔は熱くなり、言葉が詰まった。

　すると父が咳せき払ばらいをして、露骨に顔をしかめる。

　母と祖母と弟は『また始まった』と顔を見合わせて、肩をすくめた。

　父は、ホームズさんの話をすると、いつも聞きたくなさそうな表情をする。

　けれど、何か言うわけではない。

　交際を反対しているわけではないけれど、面白くないといったところなのだろう。

「……いつも気が早すぎだよ」

　私がそう言うと、父が、うんうん、と頷く。

　その様子が可お笑かしく、思わず笑ってしまった。
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　清貴は、ＢＡＲ『こんた』のカウンターの中で、お通しの準備をしていた。

　店舗には、客がカウンターに五人。

　蔵人の神田、上野、そして常連の男性客三人だ。

　康太はカウンターで蔵人たちを見下ろしながら、申し訳なさそうに目を細める。

「いつも気を遣ってもらって……。他の店に行ってもいいんですよ？」

　ぽつりと零す康太に、蔵人の二人は首を振った。

「お世辞じゃなく、康太さんの作るものは本当に美味いから」

「ああ、他よ所そに呑みに行くなら、ここがいい」

　陽気に答える上野の隣で神田がぶっきらぼうに言って、おでんを口に運ぶ。

　常連の男性客たちも、うんうん、と頷いて、康太を見上げた。

「さすが、酒蔵の経営するＢＡＲだけあって、酒は美味いし、メニューも最高だよ」

　おでん、白子の天ぷら、豚の角煮、牛筋の煮込み、串カツ、サバの味噌煮、イカの煮物。

　康太の腕はたしかであり、どれも日本酒に合うものばかりだ。

「そう言ってくれるのはありがたいんですが……」

　康太は小さく息をつき、目を伏せる。

　隣に立つ清貴は、そんな彼にちらりと視線を送って尋ねた。

「何か心配事があるんですか？」

「ああ、そうなんだ。オープンして半年経ち、来てくれるのは今や一部の常連さんだけ。その常連さんも八時以降が多くて、開店時間から八時までは閑かん古こ鳥どりだ」

　康太はそう言ったあと、顔を上げて清貴を見詰める。

「家頭さん、一週間うちの店を傍で見てきて、何か気付いたことがあれば、教えてもらいたいです。第三者の意見として」

　康太にアドバイスを求められた清貴は、そうですね、と店内を見回した。

「店内も綺麗で可愛いですし、雰囲気もありますし、料理も酒も美味しいのですが、どうにも統一感がないんですよね」

「統一感？」と康太を始め、皆は瞬いた。

「ええ、ＢＡＲ『こんた』は、看板に狐のイラストを入れて、コースターや箸置きも狐のイラスト入りと、とても可愛い雰囲気のお店でありながら、メニューは、酒好きな男性が好む渋しぶいものばかり。しっくりきていないんですよ」

「メニューを変えた方がいいと？」

　康太が難しい表情で言うと、客たちは『メニューを変えるのは嫌だ』という目を見せる。

「いえ、この通り常連さんはこれまでのメニューに愛着を持っていますので、それはそのままにして、可能でしたら少し増やしてはどうでしょうか。五時から八時に女性客に来てもらえるようなメニューを考案するんです」

「具体的には？」

「意外性というか、ミスマッチに思えるものが良いかもしれません。たとえば、日本酒にはカルパッチョやチーズ、クリーム系の料理も合いますし、バニラアイスも合うそうなんです」

「バニラが？」と康太が目を見開いた。

「ええ、あと、せっかく『狐』を前面に出しているのですから、ぜひいなり寿ず司しをメニューに加えていただきたいですね。あと大事なのは、『思わず写真に撮とってＳＮＳに発信したくなる料理』、つまり『絵になる工夫』が少しされていると良いかもしれません。『女性一人客大歓迎』と看板に一言書くだけでも違うと思いますよ。そうすると、もしかしたら、五時から八時までのお客さんを呼び込めるかもしれません」

　そう話す清貴に、皆は『なるほどねぇ』と大きく首を縦に振る。

「さすが、『寺町三条のホームズ』と噂に名高い、家頭家のお坊ちゃんだ……」

　康太は心底感心した様子で、清貴を見た。

「ですから、『お坊ちゃん』は、やめていただけませんか？」

「早速、女性向けメニューを試験的に作ってみたいと思います。モニターになってくれる女性が来てくれるといいんだけど……」

「ああ、それでしたら、僕の大学時代の友人を呼びましょうか？　何人かに声を掛けたら、今からでも来てくれる人もいると思いますけど」

　清貴はそう言ってポケットからスマホを取り出した。

「さすが、色男は違うなぁ」

　冷やかすように言う上野に、「ただの友達ですよ」と清貴は笑う。

「女友達を呼んでいただけるのは嬉しいのですが、それよりも、お付き合いをしているという女性は呼ばないんですか？」

　康太は、不思議そうに清貴を見た。

「彼女はまだ未成年なので、お酒を飲めないんですよ」

　そう答えた清貴に、皆は一斉に『えっ、未成年？』と目を丸くした。

「……未成年と交際って、大丈夫ですか？」

　真顔で尋ねる康太に、清貴はすかさず手をかざす。

「誤解しないでください、未成年と言っても、十九歳で、もうすぐ二十歳なんです」

「そんなに慌てなくても」と皆は笑った。

「散々、ロリコン扱いを受けているので」

　清貴はそっと肩をすくめ、

「では、とりあえず声を掛けてみますね」

　スマホに目を落として、大学時代の女友達数人にメッセージを送った。
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　──夕食後。

　私は自室に籠こもって勉強の傍かたわらノートパソコンを開き、サークルの出し物について考えを巡らせていた。

「花を観てもらうには、まずお店に入ってもらう必要がある。それならやっぱりカフェがいいよね。たとえば、花のラテアートにするとか……。ううん、それじゃ、花を観てもらうとは別物だよね」

　ぶつぶつと洩らし検索をしながら、「どうにも、しっくりこない」と行き詰まったところで、ふと時計に目を向ける。

　──二十二時四十分。

　ホームズさんは今日、酒造会社が経営しているＢＡＲで働いているはずだ。

　仕事は夜の十時までと聞いている。もう終わっているだろうか？

　サークルのカフェについて相談したい。

　そう思った私は、ホームズさんに『お電話してもいいですか？』とメッセージを送ってみた。

　すると、すぐにスマホが鳴動し、驚いて私の肩はびくんと震えた。

　着信はホームズさんからだった。

　あまりの早さに笑ってしまいながら、私はスマホを耳に当てる。

「はい、私です。すみません」

『こんばんは、葵さん』

　電話の向こうが、少しがやがやしていた。

　ホームズさんが、床の上を歩いて移動しているのが分かる。

「もしかして、まだお店で働いていましたか？」

『就業時間は終わってますよ。今日は大学の友人たちが来てくれたので、まだ店にいたんです』

「お忙しい時にすみません」

『いえ、僕に何か相談があったんですよね？』

　電話をしてもいいか、と聞いただけなのに、すぐに相談だと気付く。

　相変わらずの鋭さだ。

「相談といっても、ちょっとしたことなので、また明日にでも……」

『いえいえ、大丈夫ですよ』

　彼がそう言った時には、電話の向こうが静かになっていた。

　どうやら、外に出たようだ。

　実はですね、と私は話し始める。香織の所属するフラワーアレンジメント・サークルが再びイベントを行うこと、私も手伝うことを伝えた。

「──それで、作品を観てもらうにはどうしたら良いかいろいろと話し合ったんですが、どれもしっくりこなくて解散になったんです。今度アイディアを持ち寄ることが宿題になったんですけど、どんなのが良いかなかなか思い付かなくて」

　私はそこまで話し、息をついて目を伏せる。

　ホームズさんは、なるほど、と洩らした。

『……花といえば以前、二に条じょう城じょうに行った時に、庭で〝花と書道展〟が開かれていたのを覚えていますか？』

　ホームズさんの言葉に、私は「はい」と顔を上げた。

「もちろん覚えてます。和歌の書と、それに合わせた花が展示されていて、すごく素敵でしたよね」

　うんうん、と頷いていた私は、「あっ」と口に手を当てた。

「そうだ、和歌と花の組み合わせって素敵ですよね。フラワーアレンジメントだったら、自由で大胆に表現できるし、作品も観てもらえそう」

『ええ、そう思います』

　花を使って歌の世界観を表現する。

　歌が好きな人なら、花にも興味を持ってもらえるかもしれない。

　作るのは大変かもしれないけれど、観る方も興味深く楽しいに違いない。

「ホームズさん、ありがとうございます。良い案が思い付かなくてどうしようかと思っていたんですよ」

　良かったぁ、と私は胸に手を当てた。

『いえいえ、僕はふと思い出したことを言っただけですから。ですが、お役に立てたのでしたら、嬉しいです』

「はい、大助かりです」

　ホームズさんは本当に相変わらずだ。以前、店長に『聖しょう観かん音のん図ず』を見せて、さり気なくヒントを与えたことが思い出される。

「ところでホームズさんの方はどうですか？　酒蔵での仕事は大変じゃないですか？」

『大変といえば大変ですが、楽しんでやっていますよ。蔵元の高雄さんはとても良い方ですし、ご長男の康太さんはとても実直で優しい方ですしね』

　それは良かった、と私は微笑む。

　伏見で修業しているホームズさん。

　今までの中で一番近い修業先にもかかわらず、忙しさからまったく会えていない。

　こうなると、距離は関係ないのだなと思う。

　その時、電話の向こうから、女性の声が聞こえてきた。

『わー、ホームズくんがほんまに彼女と電話してるぅ』

『ええやろ』と、ホームズさん。

『なんや信じられへんわぁ、あのホームズくんが』

『よう言われるし。って、僕はまだ彼女と電話中やし、店に戻り』

『はぁい』

　ホームズさんはあしらうように言ったあと、『すみません、葵さん』と私に言う。

　私は「いえ」と首を振り、

「お忙しい時にすみません。お友達も待っていると思いますし、今日はこれで切りますね。アドバイス、ありがとうございました、おやすみなさい」

　思わず早口でそう言って、電話を切ってしまった。

「……うわぁ、なんだか、今の私、感じ悪かったかな」

　そう言って、机に突っ伏す。

　来ている友達が女の人だと思っていなかったから驚いたのもあるが、それとは別に、実はずっと引っかかり、もやもやしていることがあった。

　今、それが、急に浮き彫りになってしまった感じだ。

「にしても、あんな切り方ないよね」

　落ち込みかけたその時、再びスマホが鳴動した。

　ホームズさんからの着信だ。

「は、はい」と私は慌てて電話に出る。

『あ、あの、葵さん、怒っていたりしますか？　来ているのは女性ですが、本当にただの友達で過去も今もなんの関係も持っていませんよ？　今日は店で女性客に向けた日本酒に合うメニューを出すのに、そのモニター役になってもらおうと……ですが女友達を呼んだと報告もしてなかったですし、それは良くなかったですよね。本当にすみません』

　電話の向こうのホームズさんが、早口でそう言う。

　声が上ずっていて、おろおろしているのが伝わってくる。

　そんな彼の姿が目に浮かぶようで、胸に広がるもやもやが少しだけ晴れる気がした。

「……変な電話の切り方をしてごめんなさい。友達が女性だったので驚いたのはもちろんなんですが……、実は以前、店に大学の女友達が来た時も思ったんです。私といる時より女友達といるホームズさんの方が自然体だなって」

　ぽつり、と私は静かに零す。

『えっ、どうしてそんなふうに思うんですか？』

　心底意外そうな声を出すホームズさんに、こちらが戸惑ってしまう。

「だってホームズさん、女友達には、くだけた口調の京都弁ですよね？　私にはいつまでも敬語のままだし」

　そう言うと、ホームズさんは気が抜けたような声で言った。

『……なんや、そんなことかいな。驚かさんといて』

「そんなことって」

『失礼しました。僕にとっては〝敬語だから不自然〟というわけではないんですよ。僕は幼い頃から、祖父や父に、つまりは自分の家族に対して、ずっと敬語だったんです』

　そう話すホームズさんに、そういえば、と私は頷く。

『ですが、学校でクラスメイトに対して敬語を使うと、変にからかわれたもので、それであえて学友には皆と同じ言葉を使うようになりました。ですので今も学友や同年代相手には、あえてタメ口を使うクセがついているんです』

　そうだ、ホームズさんは自分の家族にも敬語を使っている。だけど学校でクラスメイトを相手に敬語を使うとなると、からかわれて面倒なこともあったんだろう。

　学校と家で言葉を使い分けるようになったホームズさんの気持ちが、少し分かるような気がした。

『そんなわけで家庭も学校も僕の生活の一部なので、僕にとって敬語も京都弁も自然なんです。感情が高ぶる時に京都弁が出るのは、子どもの頃の名な残ごりかと。これでも子どもの頃は、同級生と喧けん嘩かしたこともあるので』

　意外と負けん気が強いホームズさんだ。幼い頃は学校で、時に友達と喧嘩になったりもしたのだろう。

　その時は、京都弁を使っていた。

　だから、感情が高ぶった時に、京都弁が出るわけだ。

「そうだったんですね」

『とはいえ、あらためて思えば、僕にとって〝ずっと敬語〟も〝ずっと京都弁〟も、どこか不自然なんですよね。敬語をベースに時々、京都弁が出てくるという、葵さんと接しているかたちが一番自然なように思えます』

　そう話すホームズさんに、私の中にあった小さなしこりが溶けてなくなる気がした。

「……ありがとうございます。こんな些さ細さいなことに胸を騒がせて、感じ悪く電話を切ってしまって、すみません」

　こんなことで気持ちがささくれてしまったのは、修業がスタートして前のように会えなくなってしまったことで、表面上は平気な振りをしていても、寂しさが募っていたからなのだろう。

　一言確かめてみれば良いことなのに、と自己嫌悪が募つのって俯きかけたその時、

『いえ、嬉しかったですよ。葵さんはいつも平気な顔をしていますし、いつも僕だけ一喜一憂して、右往左往してるくらいですから』

　そう言ったホームズさんに、私はぎょっとする。

　いえ、そんなことないです、と口を開きかけると、

『はよ、ゆっくり会いたい──葵』

　耳元で囁ささやいたホームズさんに、息が止まりそうになった。

「……私も会いたいです」

『ほんま？』

「はい。あんまり会いたいからか、最近、私の夢にホームズさんが出てくるようになったんですよ」

　恥ずかしさにはにかみながら言うと、電話の向こうでホームズさんが押し黙る。

　急な沈黙に、「どうしました？」と、私は戸惑って尋ねた。

『そんなんあかん。相変わらず反則やって。僕が夢にって、あかんやつや』

「『あかんやつ』ってそんな。変な夢じゃなくて普通の夢ですよ？　『蔵』で一緒に働いている夢で……」

『ええ、僕もそのつもりで言ってましたが、葵さんの言う「変な夢」とは、どんなものなのでしょうか？』

　瞬時に、『いけずモード』に切り替わるホームズさんに、言葉が詰まる。

　何も答えられずにいると、ホームズさんが、ふふっと笑ったのが分かった。

『失礼いたしました。葵さんの夢に出られるなんて、とても光栄です。ありがとうございます』

「お礼を言われるようなことでは……ホームズさんの夢には、私は登場しますか？」

『ええ、それはもう、常連ですよ』

「常連……」

『はい。そんなことを聞かれるのが意外なくらい、葵さんは当たり前に僕の夢に登場しています』

　そう話すホームズさんに、私は嬉しくなり、つい前のめりになる。

「それは、どんな夢なんでしょうか？」

『できれば、それは聞かないでいただけると』

「へっ？」

『寝ている時の夢というのは、妄もう想そうの管かん轄かつになりますので』

「妄想の管轄……」

　はぁ、と私は気の抜けた返事をする。

『ああ、それでは、僕もそろそろ』

　そう言うホームズさんに、私は我に返って「はい」と頷いた。

「お休みなさい、ホームズさん」

『お休み、葵』と、ホームズさんは通話を切った。

　私はスマホを置いて、「気になっていたことを聞けて良かった」と頬を緩ませる。

　それにしても……、

「妄想の管轄って」

　言い回しが丁寧なだけで彼はすごいことを言っていた、ということに少し時間が経ってから気付き、急に恥ずかしくなって、机に突っ伏した。
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　第二回目のサークル会議は間を空けずに、すぐに開かれた。

　今回は、前回のようなかちっとした『会議』の形式ではなく、サークル活動の傍ら、つまりフラワーアレンジメントをしながら、相談していく感じだった。

　まだまだ初心者の私は、リーダーの大久保さんにあらためてフラワーアレンジメントの基礎的なことを教わり、慣れない手つきでオアシスと呼ばれる給水スポンジに花を挿していく。

　以前、大久保さんは、華道の生け花とフラワーアレンジメントの違いは、『床とこの間に飾る花』か、『パーティ会場に飾る花』だと教えてくれた上で、『フラワーアレンジメントにも、基本や基礎、決まった形はあるんだけど、私個人の意見としては、華道の生け花よりも自由に生けられるイメージがあるかな』と話していた。

　私の前には、背の低い花器があり、その中にオアシスが少し飛び出して入っている。

　今日は、基礎的な『ラウンドアレンジメント』。

　つまり、完成した花が、ドームのような半球状になるように生けるもの。

　オアシスに十字線を引き、中心に一輪、側面に一本ずつ挿して基礎を作り、そこから、花やグリーンを足してボリュームをつけていく。

　出来上がりの色合いなども考えると、すぐに迷ってしまうけれど、なかなか楽しい。

「それで、みんな考えてきてくれたかな？」

　大久保さんは、自分も花を生けながら声を上げた。

　細めの花か瓶びんに、背の高い花を使っている。

「私たち二回生の提案としては、この前と同じようにカフェと展示会を一緒にやった方がいいと思います。やっぱり、人に入ってきてもらう必要があると思いますし」

「せやけど、どうやって作品を観てもらうかは、まだ思いついてなくて」

　そう言ったのは、二回生の大崎さんと渋谷さん。

　二人は籐のバスケットに、花を生けている。

「それじゃあ、一回生さんたちは何かある？　真城さんはノートにいろいろ書いてきてくれたみたいだけど」

　大久保さんは、私の傍らにあるノートに目を向けて尋ねた。

　アレンジメントに集中していた私は、突然、話を振られ「はい」と驚いて顔を上げる。

「以前、二条城のお庭で和歌に合わせた華道展を開催していて、それがとても素敵だったんです。それをこのサークルでもできたら、と思いました」

　緊張を押し殺しながら伝えると、皆は「へぇ」と洩らした。

「それはつまり、各おの々おの好きな和歌を選んで、それに合わせたアレンジメントを作って和歌とともに展示するということよね？」

　少し前のめりに尋ねる大久保さんに、私は「はい」と頷く。

「わあ、素敵ね」

　目黒さんが目を輝かせて、手を合わせる。

「それじゃあ、宮下さんは？」

　大久保さんは、香織に視線を移した。

　ガラスの容器に白い花を生けていた香織は、ぎくりと肩を震わせて、言い難そうに口を開く。

「実は今回のことを、うっかり家族に相談してしもて……」

　ぎこちなく話す香織に、皆は黙って次の言葉を待つ。

「そうしたら、うちの母が『花と一緒に、うちのとっておきの着物を飾ったらええ』て、言い出しまして、『着物と花』という案を一応持ってきました。商魂逞たくましくてすみません」

　香織はそこまで言って、軽く頭を下げる。

「でも、それも良いわね。着物は和歌とマッチするし」

　大久保さんが、ふむふむと腕を組む。

「ねぇ、それなら、前回は紅茶だったけど、今回は抹茶に変えて、『花と和歌と抹茶のお店』という感じで、和に振り切ったイメージにしちゃうのはどうかしら」

　目黒さんは、ぱん、と手を叩く。

「そうね、統一感が出るし、いいと思う。みんなはどう思う？」

　室内を見回して尋ねる大久保さんに、皆は「いいと思いまーす」と手を上げた。

「そう言う大久保ちゃんは、何か案はなかったわけ？」

　目黒さんが横目で大久保さんを見ると、彼女は申し訳なさそうに頭を掻いた。

「私の案はやっぱりカフェをしつつ、作品を観てもらうには説明を書いて貼ったらどうだろうと思っていたんだけど、和歌と聞いたら、それが一番だと思えて」

「それなら良かった」

「うん、本当に。──あとね、ひとつ、私から報告があります」

　そう言って大久保さんは、姿勢を正した。

　皆は、なんだろう、と彼女に注目する。

「私はこのイベントを最後に、このサークルを辞めることにしました。最後の思い出になるので、精いっぱいがんばろうと思ってるの。どうぞよろしくね」

　笑顔で言う大久保さんに、皆は驚き、目を見開いた。

「──えっ、どうして？」

　一番、驚いたのは、目黒さんだったようだ。

　目を泳がせながら、大久保さんに詰め寄る。

「急にどうしたの？　なんで？」

「ごめんね、目黒ちゃん。これから何かと忙しくなるんだよね。ほら、就活もあるし」

「それなら、四回生になるまで待ってもいいじゃない」

「でも、ほら、こういう部活動的なのって、大きなイベントのあとに引退するものじゃない？」

　ねぇ、と大久保さんは笑顔で、皆に問いかける。

　皆は返答に困りながら、曖昧でぎこちない笑みを返す。

「あーもう、やだやだ。そんな顔しないで。サークルには顔を出すし。それより、イベントに向けてがんばろうね」

　元気に言う彼女に引っ張られるように、私たちは「はい」と頷いた。




　大久保さん、大崎さん、渋谷さんの三人が教室を出たあと、私と香織はそれぞれ自分たちの花を完成させて、後片付けをしていた。

　机の上には、黄色やオレンジを中心に明るい色合いの『ラウンドアレンジメント』ができ上がっている。

　思ったよりも綺麗な半球型にできており、初心者としては大満足だ。

　私は花を紙袋に入れながら、ふと窓際に目を向ける。

　目黒さんは、窓の外を眺めたまま、ぴくりとも動かない。

　大久保さんが辞めると言ったのが、相当ショックだったようだ。

「目黒先輩、私たち、もう出ますけど……」

　香織が彼女の背中に声を掛けると、

「……どうしよう」

　目黒さんは俯いたまま、静かに洩らした。

「目黒さん？」

　大丈夫ですか？　と顔を覗くと、彼女の瞳には涙が滲んでいる。

「もしかしたら大久保ちゃん、私のこと嫌いになったのかもしれない。それで辞めることにしたのかも……」

「そんな、まさかですよ」

　香織は、目黒さんを落ち着かせるように笑ってみせるも、彼女は俯いたままだった。

「だってずっと一緒にやってきて、私に何も伝えずにこんなふうにみんなの前で発表するなんて、おかしいと思わない？　せめて事前に話してほしかったな」

　彼女は目を伏せて、ぐっと下唇を噛んだ。

　たしかに、彼女の言っていることも分からなくはない。

「……もしかしたら、事前に目黒さんに話すと反対されると思って、大久保さんは話せなかったんじゃないでしょうか」

　私が静かに言うと、彼女は黙り込む。

　ややあって、「あのね」と顔を上げて、私と香織を見た。

「宮下さん、真城さん、もしチャンスがあったら、どうして大久保ちゃんが急にサークルを辞めようと思ったのか、それとなく探ってもらえないかしら」

「ええ？」と私と香織の声が揃った。

「こんなふうに辞めるなんて、どうしても気になるし、もし私に原因があるとするなら、私が直接訊いても答えてもらえないと思うの」

「それはそうかもやけど……」と、香織が戸惑ったように言う。

「第三者で後輩のあなたたちなら、大久保ちゃんもさらっと本当のことを話してくれるかもしれないじゃない？」

　目黒さんは、目に涙を浮かべて「お願い」と懇願する。

　私と香織は顔を見合わせて、はい、とも、はぁ、ともつかない声で曖昧に頷いた。

「私と大久保ちゃんは『同じ高校』って言ったけど、私立のエスカレーターだったから、実は中学からずっと一緒でね」

「……中学から」

　それは長い付き合いだ、と私は驚きながら相槌をうつ。

「そのまま、併設の大学に進学するつもりだったんだけど、大久保ちゃんが、京都府大に行くって言うから、私もここに進学を決めたのよ。こうして一緒のサークルにも入って、ずっと一緒だったの。だから、こんなふうに突然一人で辞めるって言われると、もしかしたら、私のことを嫌いになってしまったんじゃないかって」

　目黒さんは、小刻みに肩を震わせた。

　そこまで話を聞いて、ようやく目黒さんの気持ちが分かる気がした。

　これまでの二人の関係ならば、こんなことはありえなかったのだろう。

「変なことを頼んでごめんなさい。どうかお願いします」

　目黒さんは深く頭を下げる。

　先輩にこんなふうに頭を下げられてしまっては、「はい」と頷くしかなかった。

　彼女が教室から出て行ったあと、香織は大きく息をつき、くしゃくしゃと頭を掻かく。

「前から思うてたんやけど、目黒先輩って、なんや、うちのお姉っぽい人や」

「ああ、佐さ織おりさん……」

　香織の姉で、元斎さい王おう代だいの才さい色しょく兼けん備び・佐織さんは、のんびりおっとりした雰囲気の人で、言われてみれば目黒さんと似たタイプかもしれない。

「私が思うに、大久保先輩は、目黒先輩を嫌いになったとかやなくて、お互い依存しすぎている関係をなんとかしようて思ったんちゃうかなぁ」

　腰に手を当てて言う香織に、私は曖昧に頷く。

「そうかもしれないけど……でも、本当にそれだけなのかな？」

　静かに洩らして、私は夕焼け空を仰いだ。





７






『──おそらく、後ろめたいことがあるのでしょうね』

　夜、ホームズさんから電話がかかってきた際に、一連のことを伝えると、彼は間かん髪ぱつ入れずにそう答えた。

　簡単な説明ですべてを理解して見解を述べる。相変わらず目から鼻に抜ける鋭さであり、それについていけない私は、戸惑った。

「後ろめたいこと、ですか？」

　彼は『ええ』と頷く。

『目黒さんは、大久保さんに対して、何か後ろめたいことがあるんですよ。だから自分で問い質ただすことができず、あなたや香織さんに頼んだ。ですが実際は、目黒さん自身が一番、大久保さんが辞める理由を知っているのではないでしょうか』

　ホームズさんは、さらりと言う。

「……でも、それじゃあ、そもそも私たちに頼む必要なんてないですよね？」

『〝そうあってほしくない〟という気持ちがあるから、頼んだわけです』

　私は、ああ、と力なく頷く。

　その気持ちは、とても理解できた。

　かつて自分もそうだった。

　元彼と親友が付き合い始めたという噂を耳にした時、飛んで帰りたくなったのは、『そうあってほしくない。何かの間違いでありますように』という気持ちが強かったからだった気がする。

「……目黒さんは、後ろめたいことがあるからこそ、あんなに気になったわけだ」

　中学時代からの親友同士ということは、その分、いろいろなことがあったに違いない。

『あの時、ひどいことをしたのではないか？』と思うことがあってもおかしくないのだ。

　それでも、親友が笑って流してくれていたから、『赦ゆるしてくれた』と安あん堵どすることも多かったのだろう。

　それが、急にこんなことになって、目黒さんとしては、これまでに思い当たる後ろめたさが一気に浮き彫りになったのかもしれない。

　私も苦い気持ちになって、目を伏せる。

『葵さん、あなたが気に病やむことはないですよ。やはりこれは、目黒さんと大久保さんの問題です。おそらく、大久保さんの方は、自分の中で結論を出されたのでしょう。だから事前に何も言わず辞めると宣言した。きっとイベントを成功させて良い思い出にしたいという気持ちは本物だと思いますし……。どうか素敵な思い出になるよう、がんばってくださいね』

　ホームズさんの言っていることは、もっともだ。このサークル活動において、私が今、がんばるべきことは、イベントを成功させること。

　私は、はい、と頷き、礼を言って電話を切った。
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　酒蔵の外で葵と電話をしていた清貴は、スマホをポケットに入れて、夜空を眺める。

　星空の下、ほんのりライトアップされた酒蔵が建ち並ぶ様子は、なかなか良い雰囲気だ。

　ひんやりした空気が心地よく、背筋を伸ばしていると、康太がＢＡＲからひょっこり顔を出して、手招きをした。

　もうＢＡＲは閉店して、片付けに入ってるところであり、清貴は軽く頭を下げて店内に入る。カウンターには、瑞希が座っていた。

「女性向け新メニューを考えたので、試食をしてもらいたいと思いまして」

　康太はカウンターの中に入り、瑞希は隣の席をぽんぽんと叩いた。

「家頭さん、うちのお隣どうぞ」

「それでは、失礼します」

　清貴が腰を掛けると、康太が水色の一いっ升しょう瓶びんを手に取って見せる。

「うちには、ワインのように飲みやすい清酒があって、それとセットで、家頭さんの言っていた女性に喜ばれそうなメニューをいくつか考えてみました。まずは、鯛のカルパッチョを……試食用で少しですが」

　康太は、清貴と瑞希の前に酒とカルパッチョを置く。

　清貴は、いただきます、と手を合わせて、清酒を一口飲み、鯛たいのカルパッチョを食べる。

「さらりとしたこの酒に合いますね。美味しいです」

　うん、と頷く清貴に、「ほんまや」と瑞希が相槌をうつ。

「次に、牡か蠣きのチーズ焼き、そしてこっちはトマトとアボカドチーズのはさみ揚げのバジルソース掛け」

　貝殻を皿に牡蠣のグラタンがこんがりと焼き上がったものと、一口サイズの串揚げに緑色のバジルソースがかかっているもの。

「これは、どちらもたまらないですね」

「お兄ちゃん、これ絶対、美味しいやつや」

　清貴と瑞希は、目め尻じりを下げて試食する。

「どんなに料理をがんばっても、お兄ちゃんには敵わへん。お兄ちゃんはお母さん似なんやな。うちのお父ちゃんは、お母さんに胃袋つかまれて結婚したて言ってたくらいやし」

　頬に手を当てて言う瑞希に、康太は優しく微笑んだ。

「瑞希の料理も美味しいよ。いつでも嫁に行ける」

「また、すぐそうやって嫁に行かそうとする。ほんまに勘弁して……うち、お兄ちゃんだけには言われたない」

　瑞希は怒ったように頬杖をついて目をそらし、そんな妹を前に康太は肩をすくめる。

「ＢＡＲ『こんた』特製ミニいなり寿司、『きつねの尻しっ尾ぽ』です」

　次に出されたいなり寿司は、きつねの尻尾を思わせる一口サイズだ。

「作ってくれたんですね。いなり寿司、大好きです」

　ぶすっとしていた瑞希だが、嬉しそうにいなり寿司を食べる清貴を横目で見て、ぷっと笑った。

「ほんまに何でも美味しそうに食べるんやね」

「ええ、本当に美味しいですから」

　微笑む清貴に、「ありがとうございます」と康太は照れくさそうに頭を下げる。

「時に家頭さん、日本酒を飲むのに良い、とされている順番があるというのをご存じですか？」

　気を良くしたのか、いつもは口数の少ない康太が愉しげにそう尋ねてきた。

「祖父が言うには、『後になると酔っぱらうから、先に美味い酒を飲んでおけ』と」

　清貴の言葉に、康太は笑って頷く。

「ええ、それはたしかにですね。一般的に言われているのは、軽い味のものから始め、徐々にしっかりとした味のものへ移ると良いそうです。最初に『大だい吟ぎん醸じょう系かスパークリング系』を、次に『吟醸系か本醸造系』、次に『純米吟醸系』、『純米系』、『山やま廃はい・生きもと系』。最後に、『熟成酒系』と」

「なるほど、淡い味から濃い味へというのは、寿司の食べ方と一緒ですね」

　相槌をうつ清貴に、瑞希が「せやね」と笑う。

　その後も康太は、日本酒に合う、女性に喜ばれそうな料理を少しずつ出し、

「あとは、バニラアイス以外に、チーズケーキが日本酒に合うという話も聞いて、小さなチーズケーキも作ってみました」

　最後に一口サイズのチーズケーキを出した。

「チーズケーキ、ほんまに清酒に合う。嘘みたいや」

　瑞希が口に手を当てている横で、清貴はチーズケーキを食べながら、考え込むような顔をしていた。

「合いませんでしたか？」と康太は、少し前のめりになる。

「いえ、合いますし美味しいのですが、バニラはさておき、ここでチーズケーキとなると、急に『カフェ感』が出てしまうなと思いまして。これを一工夫されると、さらに良いかもしれないと」

「一工夫？」

「ええ、たとえば……」

　清貴が康太に話をしていると、ＢＡＲに蔵元の高雄が姿を現わし、

「清貴くん、ちょっとええ？」と、手招きをした。

　その真剣な表情から、清貴は微かに眉を顰ひそめ、「はい」と立ち上がる。

　店の奥に入り、人がいないことを確認する高雄に、「何かありましたか？」と尋ねると、

「大変や……」

　高雄は低い声でつぶやき、木の箱を見せる。

　それは、奥田頴川の徳利が入っていた箱だ。

「清貴くん、あらへんのや。奥田頴川の徳利がのうなってしもたんや」

　空になっている箱を見せる高雄に、清貴は「えっ」と瞬く。

「もしかしたら、盗まれたのかもしれへん」

　青あお褪ざめて言う高雄に、清貴はあらためて空になっている木箱を覗いた。

　これまで注目もされていなかった幸谷家の徳利。それが八十万の価値があると分かった矢先のことだ。

　そして箱にはあまり価値がないということも、あの時伝えている。

「あの日、僕に徳利を識せてくださったあと、どこに保管していたのでしょうか」

「あのあとは……、すぐにわたしの部屋の棚の上に戻したんや。いつもそこやし」

　高雄は、どないしよう、と箱の中に目を落とす。

「とりあえず、皆に話を聞きますか？」

「あ、あかん。まだ決まったわけやないし、うちで働いてくれている人たちを疑うようなことはしたないねん」

「でも、疑ってらっしゃるんですよね？」

　そう問うと、高雄は弱ったように目を伏せる。

「せめて、瑞希さんにお話を伺うかがっては？　もしかしたら、たまたま持ち出しているのかもしれませんよ」

「それは最初に思うて、瑞希に訊いたんやけど、知らへんて。ほんで家の中を探し回ったんやけど、どこにもあらへん」

「……とりあえず、お部屋を見せてもらってもいいですか？」

「ええよ、こっちや」

　高雄の部屋は、酒屋のすぐ上にある和室だ。

　棚の上には、先代のコレクションである壺や茶碗が飾られている。

　どれも、それなりに良い品だ。

　扉は普通の襖ふすまであり、鍵かぎなどはかかってなかった。

「この部屋に入ろうと思えば、誰でも入れるんですね」

「せやな」と高雄は、苦い表情で頷く。

「その徳利はどこに置いていたんですか？」

　ここや、と床の間の棚の上を指す。

「ここに、箱の中に入れた状態で置いてたんや」

　清貴は手袋をして、箱があった棚の上や床をしっかりと確認した。

「清貴くんの言う通り、うちにいる誰かやて思うてる。せやけど、騒ぎにはしたないんや。公おおやけにしたら、もう一緒に働けへん。きっと魔が差したんやないかと思うんや」

　現場を検証する清貴の背後で、高雄は目を伏せながら話す。

「……寛大なんですね」

「人は間違う生物やし。それにあんまり焦ってへん」

「焦ってないというと？」

「他のもんと違て、あれは古美術や。転売したとしても、家頭家のネットワークがあれば、どこに売られたか、すぐに分かるやろ」

「まぁ、たしかにそうですね……」

　清貴は床に目を落として、「分かりました」と頷いた。

「僕もこの件は騒がない方がいいと思います。とりあえず少し様子を見ましょう。蔵元の仰おっしゃる通り、あれを売りに出した場合、祖父のネットワークを使えばすぐに見つけることができますし、何より、もしかしたら徳利はひっそりと戻ってくるかもしれません」

「心を入れ替えてくれるてことやろか」

　高雄は、期待に満ちた目を向ける。

「そういう感じとは違う気がします」

　戻って来た時には、価値が変わっているかもしれませんが……、と清貴はぽつりと洩らして、小さく息をついた。
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　──同じ頃に、ホームズさんの方でもトラブルがあったなんて夢にも思っていなかった私は、翌日の昼休み。

　とりあえず、イベントの質問をするついでに探りを入れられたら、と香織とともに大久保さんの許に向かっていた。

　昼は構内の花壇の世話をしていることが多い、という話を聞いていたのだが、その通り、大久保さんはホースを手に花壇に水を撒まいている。

「大久保先輩」

　大久保さんは、「あら」とホースの水を止めて、こちらを見た。

「宮下さんに真城さん」

「やっぱりここやったんですね。この時間、大久保先輩は、構内の花壇に水を撒いていることが多いて、渋谷さんに聞きまして」

　駆け付けて言う香織に、大久保さんは「そうなの」と花壇を見回す。

「最初は、先生に頼まれて花壇の水やりをしていたんだけど、今は率先して世話をしているんだよねぇ。密かに『私の花壇』って思っているし」

　大久保さんは、いたずらっぽく笑う。

　彼女が芯しんから植物が好きなことが伝わってくる。

「もしかして、大久保さんがこの府大に進学したのって、植物園が近いからという理由もあったりしますか？」

　そう問うた私に、大久保さんは気恥ずかしそうに頭に手を乗せた。

「あっ、バレた？　そのものズバリなんだけど。親には『私は京都府大で学びたいことがある』って言ったんだけど、一番の理由は京都観光に来た時に、京都の町と植物園に感動したからなの。そして府大はなんと、植物園の隣でしょう？」

「そうだったんですね。仲良しの目黒さんも一緒にこの府大に進学したのは、大久保さんを慕って、付いてきた感じなんですか？」

　私がさり気なく探りを入れると、大久保さんは「ううん」と首を振った。

「私が目黒ちゃんを誘ったの。『良かったら、一緒に行かない？』って。目黒ちゃん、びっくりしてたけど、『京都大好きだし、大久保ちゃんが行くなら行く』って感じで」

　てっきり、目黒さんが大久保さんに依存していて、同じ大学じゃないと嫌だと付いてきたのかと思っていたけれど、誘ったのは大久保さんだったんだ、と少し意外に思いながら、私は質問を続ける。

「今のサークルは、大久保さんと目黒さんの二人で作ったんですか？」

「フラワーアレンジメント・サークルは元々あったのよ。私が一回生の時に、メンバーがほとんど三回生だったから、みんな卒業しちゃったけど」

　へぇ、と私と香織は相槌をうつ。

「先輩、ほんまのところ、なんでこんな急に辞めはるんですか？　目黒先輩、ショック受けたはりましたよ」

　遠回しに聞くのが苦手な香織がいきなり核心を突き、私は隣でぎょっとした。

　大久保さんは、「……まぁ、そうだろうねぇ」と苦笑する。

　その様子から、目黒さんがショックを受けるのは分かった上で、覚悟を持っての決断だったのが伝わってきた。

「もしかして、お互いべったりなんをそろそろ卒業しようとか、そういう感じなんですか？」

　さらに尋ねる香織に、大久保さんは空を仰いだ。

「もう三回生も終わるし、遊んでられないってのはあるんだけど、そういうのもあるかな」

　大久保さんの口許は微笑んでいたが、瞳は寂しげだった。

　依存といえるくらいに、べったりしていた親友と距離を置こうとする気持ちは、分からなくない。だけど、『距離を置こう』と思い行動に至るには、何かきっかけがあったはずだ。

　目黒さんは、その『きっかけ』が知りたく、そしておそらく本当は、心当たりがあるのだろう。

『嫌われてしまったのではないか』と不安になるようなきっかけと、後ろめたさが……。

「それで、二人は私に何か用があったの？」

　くるりと振り返る大久保さんに、考え込んでいた私は我に返った。

「あ、ええと、クラスの友達が和菓子サークルに入っているんですが、世間話で出町柳の商店街で『花と和歌と抹茶のお店』をやるということを話していたら、『和菓子サークルの作った和菓子をそこで出せたら嬉しい。一緒にできないかな？』と訊いてきまして……これが和菓子サークルのチラシなんですが」

　私が和菓子サークルから預かってきたチラシを出しながら言うと、大久保さんは目を輝かせた。

「うんうん、いいじゃない。茶菓子は必要だと思っていたし、一緒にできたら素敵よ。抹茶に合う和菓子については、『和菓子サークル』さんの方が詳くわしいだろうし、この件、お任せしてもいいかな。私はお店の方に相談するから」

「はい。それでは、この件は私が進めておきますね」

　私は頷いて、手帳にメモする。

「真城さんは、ずっとバイトをしているって言ってたけど、そのせいかしら？　しっかりしているのね」

　しみじみと言う大久保さんに、私の頬が熱くなる。

「いえ、そんな」

「謙けん遜そんしなくて良いのよぉ。良い社会人になりそう。優秀な秘書さんになったりして」

「いえ、優秀な秘書だなんて……」

　謙遜ではなく、心から首を振った。

　とても間近で、『優秀な人間』を見てきたためだ。

　自分はどうやってもあの域には達しないだろう、とホームズさんの姿を思い浮かべながら、私は苦笑した。

「ほんで、うちの方はまた厚かましいんやけど、お母さんが着物のとこに『宮下呉服店』のリーフレットを置かせてもろてもええかって訊いてまして……」

　香織は申し訳なさそうに、『宮下呉服店』のリーフレットを見せる。

「いいよいいよ、成人式を迎える子もいるだろうし」

　あっけらかんと笑う大久保さんに、香織はホッとしたように胸を手に当てた。

「おおきにありがとうございます」

「今回のイベント、本当に賑やかで楽しくなりそう」

　そう言って嬉しそうに笑う大久保さんに、私と香織は「はい」と頷いた。




　イベントの概要が決まったところで、もう一つ頭を悩ませることがあった。

　私も、作品を作らなくてはならないのだ。

　それはつまり、和歌を選び、歌に合わせた花を生けるということだ。

　果たして、どんな和歌が良いだろうか？




　──授業を終えて、骨董品店『蔵』にバイトに来ていた私は、掃除をしながらつい険けわしい表情を浮かべていたようだ。

「……葵さん、どうされましたか？」

　カウンターで原稿に取り掛かっていた店長が、聞き難そうに尋ねた。

　口調がホームズさんにそっくりで、考え事をしている時に耳にすると、一瞬どきんとしてしまう。

　私が、えっ？　と顔を向けると、店長は自らの眉間に指を当てた。

「ずっと、ここに皺が寄っていますので」

「すみません、ちょっと考え事をしていて」

　私は、慌てて眉間の皺しわを指先で伸ばす。

「何か悩みでも？」

　心配そうな目で尋ねる店長に、私は「いえ」と首を振った。

「サークルのイベントで作る作品の件で悩んでまして」

「ああ……たしか香織さんの所属しているフラワーアレンジメント・サークルのお手伝いをするとか」

「そうなんです。和歌に合わせた花を生けて展示することになりまして、まずは、どんな和歌が良いか悩んでいたんですよね」

「それは、なかなか大変そうですね。和歌は自分で創作を？」

「いえいえ、有名な歌人の和歌をお借りするんですが……」

「そうでしたか。ここの本棚にも歌集はたくさんありますし、どうぞ遠慮なく開いてくださいね」

　店長は、目尻に皺を寄せて優しく微笑む。

　ありがとうございます、と会釈をして、ハタキを手に本棚に目を向ける。

　今の自分の気持ちに、ぴったり寄り添う和歌があれば良いのだけど──。

「葵さんらしくない表情をしていたので、もしかしたら、何か思い悩むことがあるのかと思いました」

　良かった、という様子で言う店長を前に、私は苦笑して肩をすくめる。

　和歌のことを考えつつも、目黒さんと大久保さんのことを思っていたのは確かだ。

　店長はホームズさんのような鋭さはないけれど、人の感情に敏感なところがある。

　そんな店長なら、目黒さんと大久保さんの心の機き微びも分かるかもしれない。

「……実はサークルの先輩の間で、ちょっとしたことがあったんです」

　私は、リーダーの大久保さんが突然辞めると言ったことで、中学時代からの親友である目黒さんが『自分のせいかもしれない』とショックを受け、理由を探ってほしいと頼まれたことを話して聞かせた。

　店長は、なるほど、と頷く。

「それは、痴ち情じょうのもつれかもしれませんね」

　思いもしない言葉に、「はい？」と私の声が裏返る。

「痴情の、もつれ？」

　穏やかで上品な店長の口から出るには、なかなか刺激的な言葉であり、聞き間違いではないかと瞬く。

「露骨な言い方ですみません。年頃の若い娘さんですし、男性を巡ってのことなのではと思いまして……」

　私はなんとなく相槌をうちながら、ふと、目黒さんが彼氏と手をつなぎながら歩いていたことを思い出した。

　あの彼氏とは、いつからの付き合いなのだろうか？

「仲の良い二人というのは、男性の好みも似てくるものですし、そうなると仲良くしていられなくなるものですよね」

　店長は、ペンを走らせながらぽつりと零す。

「寂しいけど、そうかもしれませんね」

「……葵さんは、大丈夫なのでしょうか？」

「えっ？」

「香織さんと、男性の好みが似通ったりは？」

　少し言い難そうに尋ねる。その言葉から、店長はまだ『私が悩んでいるのでは？』という疑問を持ったままであることに気が付いた。

　親友の香織がホームズさんのことを好きになって悩んでいる、そんな可能性を考えたのかもしれない。

「いえ、それは大丈夫だと思います。話を聞いていると、香織にとってホームズさんは、『生理的に受け付けない一歩手前』という感じのようですし」

　私がそう言うと、店長は心底驚いたように目を丸くした。

「〝生理的に受け付けない一歩手前〟？」

「はい。ホームズさんの鋭すぎるところとか、実は腹黒いのに一見爽やかにしか見えないところが、どうにも胡う散さん臭くさく思えて仕方ないみたいです」

　私がそう続けると、店長はさらに目を見開き、そしてぶっと噴き出す。

「いや、驚きました。香織さんに、そして葵さん、あなたにも」

「えっ、私ですか？」

「はい。きっと清貴がいたら、『葵さん、ひどいです』と言うかと思います」

　ええ？　と瞬く私に、店長は可笑しくてたまらないという様子でくっくと笑う。

「わたしはずっと清貴の彼女になる人は、どうしてもその外面だけを好きになってしまうのだろうな、と思っていたのですが、まさか葵さんのような方が現われてくれるとは思いませんでした。清貴は幸せ者ですね」

　さらにそう続けた店長に、随分、大袈裟な話になっている気がして、私は「そんな」と目を泳がせた。
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　──大久保さんが、目黒さんから急に離れるようにサークルを辞める理由。

　それが店長の言うように、『痴情のもつれ』から来ているとするなら、今回の件はあの時、目黒さんと一緒にいた彼氏が原因と考えるのが自然だろう。

　もしかしたら、目黒さんは、『私の彼氏を好きだったんじゃないか』と心配しているのかもしれない。

　そんなことを考えながら、大学の図書室で本を探していると、二回生の大崎さんと渋谷さんに出会い、互いに「あっ」と小さな声を上げた。

「もしかして真城さんも、和歌の本を探しに来たん？」

「はい、とりあえずはこれを」

　私は『万まん葉よう集しゅう』の表紙を見せた。『蔵』の本棚にも『万葉集』はあるが、こちらはさらに分かりやすい解説がついたものだ。

「私も、とりあえずはこれ」

　大崎さんは、『小お倉ぐら百ひゃく人にん一いっ首しゅ』を棚から取り出し、その隣で渋谷さんが本棚に目を向けて、唸っている。

「悩むなぁ。与よ謝さ野の晶あき子こもいいなと思っているんやけど」

「与謝野晶子は、情熱的な恋の歌が多いよね。渋谷ちゃんは彼氏がいるからいいなぁ。羨うらやましいわ」

　大崎さんは口を尖らせて、渋谷さんに一瞥をくれた。

「私たちは『羨ましい』って言われるような感じじゃないし。私も彼もぽっちゃりしててね、二人で『デブカップルだね』って自じ虐ぎゃくしてるくらいや」

　渋谷さんは、弱ったように苦笑する。

「なに、そのほのぼのとした超仲良しな感じ、余計羨ましいんやけど」

「いやいや、羨ましいのは、目黒先輩の彼氏やし」

「ああ、カッコいいよね。大学院の人でしょう？」

「せやせや、爽やかだよねぇ。梶原さんって言ったっけ」

　そう話す二人に、もしや、と私は前のめりになる。

「大学院の梶原さんって、もしかして、梶原春彦さんという人ですか？」

「たしか、そんな名前だったと思う」と頷く渋谷さん。

　なんと目黒さんの彼氏が、秋人さんの弟の春彦さんだったなんて。

「あ、あの、目黒さんと梶原春彦さんが、付き合い始めたのはいつ頃ですか？」

　そう尋ねると二人は、「いつ頃だった？」と顔を見合わせる。

「たしか、クリスマス前って言ってたような」

　渋谷さんはそう言って腕を組む。

「せや、クリスマス会という名の合コンがあって、そこに出席したて」

　手を打つ大崎さんに、「うん？」と渋谷さんが首を傾げた。

「せやった？　私はあの彼は大久保先輩の男友達だって話を聞いてて、だから大久保先輩の紹介かと勝手に思っていたんやけど」

「うん、大久保先輩と梶原さんは、一緒に花壇の世話をする友達ではあったみたいやけど、目黒さんと梶原さんの出会いはクリスマス会なんやって。元々、目黒先輩は梶原さんのことを『いいな』て思ってたから、がんばったって言ってた」

　話を聞きながら、不確かながらも事情がつかめた気がした。

『素敵』と囁かれる春彦さんは、元々、大久保さんの親しい男友達だった。

　目黒さんは、密かに春彦さんに想いを抱いていて、クリスマス会で春彦さんと出会い、積極的に行動をし、交際に至った。

　そしてその約一か月後に、大久保さんが目黒さんに何の相談もせず、サークルを辞めると発表。

　もう、これは明確と言えるのではないだろうか？




　私は二人と離れ、図書室を出て廊下に出ると、

「あれ、葵さん」

　──まさに、噂をすれば。

　梶原春彦さんが、本を片手に笑みを浮かべていて、私は息を呑んだ。

「偶然だね。本を借りに？」

「あ、はい。春彦さんは返しに？」

　春彦さんは、うん、と頷く。

「そういえば、ホームズさん、『幸谷酒造』に修業に行ってるんだってね」

　春彦さんの言葉に、私は少し驚いた。

「お詳しいんですね」

「この前、伊い集じゅう院いん先生がうちに来ていてね。うちの死んだ父が、幸谷さんとこのお酒を好んでいたんだ。元は、家頭のオーナーを介して知ったみたいだけど」

　相変わらずの横のつながりには、驚かされる。ちなみに伊集院先生とは店長のこと。彼の筆名だ。

「康太さんは、元気かなぁ」

　春彦さんは、懐かしそうにつぶやく。

　ホームズさんから幸谷酒造で働く人たちのことを聞いているため、私も康太さんに会ったことはないけれど知っている。

「幸谷さんのご家族のことまで、ご存じなんですね」

「康太さんしか知らないんだ。お酒の配達に来てくれていたから」

「ああ、配達に」と私は納得した。

「時々、親父がほぼ無理やり飲ませちゃって、兄貴が送って行ったりしてね」

　ぷぷっ、と笑う春彦さんに、私は黙って相槌をうつ。

「あと、印象的なことがあったんだ。五年くらい前の話だから言っちゃうけど、康太さん、不倫をしていたみたいでね」

「ふ、不倫？」と私は瞬いた。

「これは、多分の話なんだけどね。康太さんが酔っぱらった時に、『好きになってはいけない人を好きになって苦しい』って泣いたことがあって。親父が『不倫は時に命懸けだぞ』なんて諭してたんだよね」

「…………」

　なんだか、どこも世せ知ち辛がらい話だ。

　ホームズさんは、康太さんを実直で優しい人だ、と言っていた。

　そんな人が道ならぬ恋をしてしまったら、自分を責めて余計に苦しむのだろう。

　それにしても、春彦さんは結構口が軽いところがあるのかもしれない。となると、もしかしたら、何か聞き出せるかもしれない。

「……実は私、フラワーアレンジメント・サークルのお手伝いをしていて目黒さんのことを知っているんですよ。春彦さん、目黒さんとお付き合いされているんですよね？」

　思い切って話題を振ると、春彦さんは分かりやすいくらいに真っ赤になった。

「うん、そうなんだ、まいったなぁ。照れる」

「目黒さんの親友の大久保さんとも仲が良かったとか」

　そう続けると、春彦さんは急に顔をしかめた。

「そうなんだけど、今はもう大久保ちゃんとは交流ないかな」

　どこか怒ったような表情に、私は戸惑った。

「どうしてですか？」

「俺が彼女と付き合うことになったのを報告した時にね、彼女のことを悪く言ったんだよ。『あの子は正直、おすすめできない』とか『もっといい人がいるんじゃないですか』って。二人は親友だと思っていたのに、ありえないと思ってね。あっ、でもこのことは、彼女には言ってないんだ。傷付くからね。だから、ここだけの話にしてね」

　口が軽いように思えたけれど、話してはいけないと判断したことは黙っていられる人のようだ。

　私は、はい、と頷きつつ、小さく息をつく。

　これはもう本当に──明確だ。




「──結局、『大久保さんが、目黒さんの彼氏を好きやった』ってことやね」

　放課後、サークル室で香織と二人きりだったため、図書室で聞いたことを報告すると、彼女は間髪入れずにそう切り捨てた。

　だよねぇ、と私は息をつく。

「それでも、きっと、目黒さんは、『そうあってほしくない』と思ってるんだろうね」

「……そうやろか」

　香織は少し険しい表情で、眉根を寄せる。

「そうじゃないと思うの？」

「うすうす気付いてたんちゃうかなて。聞いてみな分からへんけど……。それより葵は、和歌選んだん？」

　するりと話題を変えた香織に、私は「うん」と頷く。

「ちょうど、今の自分にぴったりの和歌を見付けられて」

「ええなぁ、私は、なかなか見付からへん」

　香織は、肩を落として言う。

『見付からない』ということは、香織ももしかしたら恋をしているのかもしれない。

「あのあと、小こ日向ひなたさんとはどうなったの？」

　年明けにホームズさんと私と香織、そして香織を気に入ったというホームズさんの友人の小日向さんと『新年会』と称して、中華を食べたのだ。

　回転テーブルを回して美味しい中華を食べながら、その時は和やかに楽しく終わった。

　その後、小日向さんの要望で、香織は連絡先も交換していたようだけど……。

「たまにメッセージくれるし、返してるけど、どうもなってへん。頭のええ人やし会話も楽しいし、友達としては悪くないて思ってるんやけど、好きとは違て」

　私は少し残念に思いながら相槌をうつ。

「それじゃあ、もしかして香織には、他に好きな人いるの？」

　そう尋ねると、香織の頬がほんのり赤くなった。

「す、好きかどうかは分からへんけど、気になる人はいる」

　そんな香織に、私は少し嬉しくなって、そっかぁ、と目尻を下げる。

「話したくなったら、聞かせてね」

「……おおきに。葵のそういうとこ、好きや」

「えっ、そういうとこって？」

「こっちの気持ちを察してくれて、必要以上に踏み込んでこようとしないとこ」

「それは、香織もだよ」

「ちゃうちゃう、うちは結構ミーハーな野次馬根性の持ち主やから聞きたくなって、ついズバズバと」

「ううん。ズバッと言ってくれる一方で踏み込んでほしくないところは、ちゃんと察してくれるよ。ああ、でも、もし私に聞きたいことがあったら、聞いてね」

「ほんま？　実はずっと気になってることがあって」

　私はどきりとしながら、「えっ、なに？」と尋ねる。

「ホームズさんのことは苦手やけど、あの人が魅力的なんは分かる。なんで葵がホームズさんに惹かれたのかは理解できるんや」

「うん」

「そやけど前の彼氏！　元彼の話を聞くたびに『なんで、そんな人と付き合おうてたん？』て思うてしもて」

　本当にズバッと言ってくれる香織に、私は『本当だよね』と苦笑する。

「実は中学三年生の時、修学旅行前にね、教室でみんなの前で告白されたの」

「え、ええ？」

「その時は、それを『男らしい』って勘違いしちゃって……」

「……ああ、まぁ、まだ中学生やし」

「うん。生まれて初めて誰かに告白されて、それがとても嬉しくてね……今、振り返るとお互いに子どもだったな、とは思う」

「でも、その告白は軽く卑ひ怯きょうやな。みんなの前やったら断りにくいやん」

「そうなんだよねぇ」

　そんな話をしていると、教室の引き戸が開き、目黒さんが姿を現わした。

「宮下さん、真城さん」

「目黒先輩、お疲れ様です」

「お疲れ様。ところで、頼んでいたことだけど……」

　彼女は、期待と不安を含んだ瞳で、私たちの許に歩み寄る。

「いろいろ調べた結果、もしかしたら目黒先輩に彼氏ができたことと関係してるんちゃうやろかて思いまして」

　ずばりストレートに言う香織に、私は驚かされる。

　目黒さんも弱ったように目を伏せた。

「やっぱり、そうなのかな……大久保ちゃん、梶原くんのことが好きだったのかな」

　彼を苗字で呼んでいるところからすると、二人の仲はまだ深くはないのかもしれない。

「うすうす気付いていたんですか？」

　私が静かに尋ねると、目黒さんは弱ったように俯く。

「……うすうすというか、彼は元々大久保ちゃんと仲の良い男友達だったし、私は遠くで見ながら、お似合いの二人だなって思っていたの。でも大久保ちゃんに『梶原さんのことが好きなの？』って聞いても、彼女はいつも、『ううん、ただの友達で恋愛感情はないよ』って答えていて……最初は照れくさくて誤ご魔ま化かしているのかな、と思っていた」

　目黒さんは窓際に立ち、遠くを見るような目で言う。

「私もいつの間にか彼のことを好きになっちゃってたから、何度も確認したのよ。大久保ちゃんの好きな人なら引き下がろうと思ってた。だけど大久保ちゃんの返事はずっと変わらない。だから思いきって、『それじゃあ彼のこと好きになってもいい？』って聞いたの。もちろん少し冗談っぽくね。そうしたら、『そんなの自由だよ。どうぞどうぞ』って、大久保ちゃんは笑ってて……」

　目黒さんは、大きく息をついた。

　話を聞きながら、そういうことだったんだ、と私は少し納得した。

　その後、交際に至って少し経ち、大久保さんがサークルを辞めると言い出した。

　そうなると、『あの時の言葉は全部嘘で、本当は彼のことが好きだったんだろうか？』と不安になったのだろう。

「それにね、私と梶原くんが付き合うようになったことで、仲が良かった大久保ちゃんと梶原くんとの間に距離ができたみたい。大久保ちゃんは多分、私に遠慮して親しくするのをやめたと思うし、梶原くんは梶原くんで、『いいかげん、彼女とべったりするのはやめたらどうかな？』って言い出すし……もしかしたら、彼と大久保ちゃんの間にも何かあったのかなって」

　春彦さんは、大久保さんが目黒さんの悪口を言ったことで、忠告したのだろう。

　──それにしても、大久保さんの真意はどこにあるのか。

　そもそも、大久保さんが目黒さんに遠慮をして自分の気持ちを伝えなかったとしたら、こんなかたちで距離を置くものだろうか？

　考えられるとしたら……。

「もしかしたら大久保さんは、目黒さんと彼が付き合ったことで、自覚してなかった恋心に気付いたのかもしれないですよ？」

　私の言葉に、香織が「それはありえそうや」と納得した。

「そうなのかな？　大久保ちゃんは私に遠慮して、嘘をついて身を引いたわけじゃなくて、後から自分の気持ちに気付いたのかな？」

　目黒さんは眉根を寄せながら、独り言のように洩らす。

「私もその可能性はあるて思います。せやったら目黒先輩は悪くないですよ。もちろん、大久保先輩もやけど。そういうのも含めて、距離を置きたくなったんとちゃいますか？」

　そう続けた香織に、目黒さんは苦々しい表情で頷いた。

「そうね……大久保ちゃんとは、ずっとずっと一緒で、これからもそうだって信じていたけれど、こうなってしまった以上、卒業する時が来たのかもしれないわね」

　自分に言い聞かせるように零して、私たちを見た。

「二人ともありがとう。変なことを頼んでごめんなさいね。大久保ちゃんが私に遠慮して身を引いたわけじゃないのなら、少しだけ心が軽くなった。でも、大久保ちゃんの気持ちを思うと、やっぱり胸が痛いけど……」

　力ない笑みを見せる彼女を前に、私たちは何も言えないまま会釈をする。

　その時、教室の外で大久保さんが会話を聞いていたことに、私たちは少しも気付いていなかった。
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　出町桝形商店街でのお祭り前日。

『いよいよ、明日が本番ですね。がんばってくださいね』

　電話の向こうで、ホームズさんがにこやかに激励してくれた。

　私は、ありがとうございます、とスマホを手に会釈をして、

「とはいえ、今日で、すでに大変でした」と肩をすくめた。

『ああ、今日は生け込みを？』

「あ、はい」

　さすが、よく知ってるなぁ、と私は感心した。

『生け込み』というのは、現場の会場で作品作りをすること。

　私たちは、お客様に観せる展示物を今日、作ったのだ。

『葵さんの作品を見せてもらえますか？』

　ホームズさんは明日も仕事で、イベントには来られない。

「画像を見せるのは、明日にしておきます。だって明日が本番ですから」

　ええ？　と残念そうな声を上げるホームズさんに、私は小さく笑う。

「そうだ、大久保さんの作品は見てもらいたかったんです。今から送りますね」

　ホームズさんは、はい、と頷き、『それにしても……』と息を吐いた。

『秋人さんの弟の春彦さんが、目黒さんという方の彼氏だったとは驚きですね』

「ええ、世間は狭いと言いますが、京都は特に狭いですよね」

『それで、大久保さんの作品はどんな？』

「あ、はい、今。大久保さんの作品と和歌を見て、本心が分かったんですよ」

　私は話しながら、大久保さんの作品の画像をホームズさんに送った。

　大久保さんの作品は、『ミセバヤ』という薄紫色の丸い花が、糸を模したグリーンにつながれてネックレスのようになっている。

　そんな彼女が選んだ和歌は、これだった。




　──見せばやな　雄お島じまのあまの　袖だにもぬれにぞぬれし　色はかはらず（殷いん富ぶ門もん院いんの大たい輔ふ）

『あなたにお見せしたいものです。あなたを思うあまり、血の涙で色が変わってしまった私の着物の袖を。あの松まつ島しまの雄島の漁師の袖さえ、波に濡れても色は変わらないというのに──』という悲しい気持ちを詠うたったもの。

「……やっぱり、大久保さんは、苦しい恋をしているんだと思いました」

　彼を思うあまり、血の涙で袖の色が変わるくらいに……。

「この歌を見て目黒さん、真っ青になっちゃって大変だったんですよ」

　私が大きく息をつくも、ホームズさんは何も言わない。

「ホームズさん？」

『……歌と花がマッチしてませんね』

「えっ？」

『葵さん、もしかしたら……』

　ホームズさんの言葉に、私は絶句して目を見開いた。
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　翌日、イベント当日。

　私たちは朝早くから商店街に来て、準備をしていた。

『出町桝形商店街』という入口を入ると、カラフルな三角の旗やのぼりがアーケードを飾っている。

　ここは寺町三条付近のアーケードよりも小規模で、地域性の感じられる商店街だ。

『いらっしゃいませ』という大きな看板や、可愛いイラストが描かれた黒板も相変わらずで、元気をもらえる。

　今日は節分祭ということで、露店が並び、わいわいと賑やかな様子だ。節分にちなんで、大きな鬼の面などもある。




　会場となったスペースの一角には赤い布をかけたベンチが並び、朱色の傘や宮下呉服店の素晴らしい振袖が展示されている。

　壁際の長テーブルには黒い布が敷かれて、その上に作品が並んでいる。

　和菓子サークルの人たちが作ってくれた花の形の生菓子も届き、店先に『花と和歌と抹茶のお店』という看板を出して、お店がオープンした。

　私たちの友人知人はもちろん、商店街のお客様もふらりと立ち寄ってくれる。

「和歌に合わせた生け花って素敵やねぇ」

「歌のイメージとピッタリ合ってる」

　歌と合わせての展示ということで、じっくり観てくれるのが嬉しかった。

　二回生の大崎さんが選んだ和歌は、和泉いずみ式しき部ぶの歌。

　──つれづれと　空ぞ見らるる　思ふ人　天あま降くだり来むものならなくに

『思いにふけって空を見てしまう。私の想い人が、天から降ってくるわけでもないのに』というもの。

　彼氏はいないと言っていた大崎さんだけど、好きな人はいるのだろう。

　空に向かって手を伸ばしているような、背の高い草花のアレンジメントだ。

　同じく二回生で仲の良い彼氏がいる渋谷さんは、図書室で言っていたように、与謝野晶子の歌を選んでいる。

　──君こひし　寝てもさめても　くろ髪を　梳ときても筆の柄をながめて

『寝ても覚めても、髪を梳いても、筆の柄をながめても、君のことばかり想ってしまう』という、ほのぼのカップルとは思えない情熱的な恋の歌だ。

　赤や紫といった色の濃い花々を使い、インパクトのあるアレンジにしている。

　渋谷さんの彼がやって来た時は、「花のことも、和歌もよく分からないけど、綺麗だね」と最初はほんわかした様子で笑っていたのに、和歌の解説を読むなり真っ赤になっていた。

　その様子がとても微笑ましく、香織と一緒にくすくすと笑う。

　そして、副リーダーの目黒さんは、儀ぎ同どう三さん司しの母ははの歌。

　──忘れじの　行く末までは　難ければ　今日を限りの　命ともがな

『「いつまでも忘れない」と言うあなたの言葉はとても嬉しいけれど、遠い未来のことなど、どうなるか分からないものです。だから今のこの幸せな気持ちのまま、命尽きてしまえばいいと思うのです』という恋の不安を詠ったもの。

　薔ば薇らを一輪と蔦つたでアレンジしてあり、恋の情熱と、今が幸せだからこそ、先が不安だという心許なさがよく現われている。

　そんな目黒さんの彼・春彦さんが来た時は、私も香織もぎょっとし、目黒さんも大久保さんを意識して顔を強こわ張ばらせていたけれど、何事もなく和やかに終わった。

　大久保さんは春彦さんに会釈をしただけで何も言わず、また春彦さんも何も言わなかった。

「大久保先輩を見てるとつらい。実らない恋は、苦しいものやね」

　香織が、切なげに零していた。

　俯いている大久保さんを見て、うん、と私も頷く。

　恋を実らせた人と、失恋した人が同じ場にいるというのは、酷なことだ。

　私と香織がアンニュイな気持ちになっていると、

「葵さん、香織さん」

　突然、店長がやってきて、私たちは驚き目を瞬かせた。

「店長、来てくださったんですか」

「ええ、葵さんと香織さんの作品を観たいと思いましてね」

　店長は穏やかにそう言って、香織に視線を移した。

「こんにちは、香織さん」

「こ、こんにちは、おおきにありがとうございます」

　香織は余程驚いたのか、顔を真っ赤にして目をぐるぐると回している。

　かと思えば、急に顔を上げて、自分の作品を指した。

「あ、あの、これが私の作品なんです」

　そんな香織を前に、店長は興味深そうに作品に目を落とす。

「こちらが香織さんの作品……小お野のの小こ町まちの歌ですね」

　香織の選んだ歌は、小野小町。

　店長は、ふと私の作品の方にも目を向け、小首を傾げた。

「葵さんの作品も小野小町のようですが、お二人で合わせたのですか？」

「あ、いえ、偶然でして」

　そう、偶然にも私と香織は同じ歌人・小野小町を選んだ。

　だが、歌は違っている。

　香織が選んだ歌は

　──恋ひわびぬ　しばしも寝ばや　夢のうちに　見ゆれば逢ひぬ　見ねば忘れぬ

『恋しく想うことに疲れたから、少し眠りたいのです。もしかしたら夢であの方に出会えるかもしれない、夢に見れなくても、その間はこの疲れ果てるほどの恋しさを忘れていられるから』

「切なくも可愛らしい恋心が伝わってくる和歌ですね。そして、その歌にピッタリのアレンジメントですね」

　店長は香織の作品を見て、柔らかく微笑む。

　スノードロップとルリ玉、グリーンのアレンジだ。

「恋のため息を思わせます。とても素敵ですね」

　香織は気恥ずかしいのか、耳まで真っ赤にして、「おおきに」と消え入りそうな声で言い、頭を下げた。

　続いて店長は、私の作品に視線を移し、「ああ」と声を上げた。

「葵さんの作品も素敵ですねぇ。清貴が見たら喜ぶでしょう」

「ホームズさんは来られないので、写真を撮って送るつもりなんですが、でもなんだか、恥ずかしくもあって」

　自分の恋心を具現化するというのは、やはり気恥ずかしいものだ。

「いえいえ、そう言わず送ってあげてください。あの子も慣れないところでがんばっているようですし。そうだ、今度一緒に幸谷酒造に行きましょうか」

　そう言ってくれる店長に、私は「はい」と頷いた。

　その後、お客さんたちは生菓子に抹茶を飲みつつ花と和歌を眺め、まったりとして帰っていった。

　出町柳桝形商店街でのお祭りイベントは大盛況というわけではなかったけれど、それなりに好評であり、私たちは大満足で片付けの準備に入った。

　帰り支度をしようと、私が自分の作品を手に取ったその時、

「──葵さん」

　背中に懐かしい声が届いて、私は驚いて振り返る。

　そこには、作務衣にダウンジャケットを羽織ったホームズさんの姿。

「すみません、夕方の休憩時間に抜け出してきました。もう終わってしまいましたか？」

　息を切らしながら歩み寄るホームズさんに、

「ちょっ、真城さんの彼氏、かっこよくない？」

「ほんまや、びっくりしたぁ」

　大崎さんと渋谷さんが目を丸くしている。

　私は照れくささを感じながら、ホームズさんの許に歩み寄った。

「お店は終わりですが、私の作品はまだ片付けてなかったです」

　これです、と振り返って、自分の作品を紹介した。

「これが、葵さんの……」

　ホームズさんは私の隣に立って、作品を見下ろす。

　私が選んだ和歌は、




　──思ひつつ　寝ればや人の　見えつらむ　夢と知りせば　覚めざらましを

『あの人のことを想って寝たから、あの人が夢に出てきてくれたのかもしれない。夢と知っていれば、起きないでいたのにな』




　箱に花を敷き詰めるように生ける『ボックスフラワーアレンジメント』と呼ばれるもので、ピンクや白といった淡い色合いの花々で、ベッドと夢をイメージした作品を作った。

　最近、よくホームズさんが夢に出てくるため、ピッタリの歌だと思ったのだ。

　花を見下ろしながら、何も言わないホームズさんに、

「我ながら可愛い仕上がりになった、とは思っているんですが」

　私は恥ずかしさを誤魔化すように笑う。

「こんなん反則や。あかんて、可愛すぎやし」

　ぽつりと届いた言葉に、私が顔を上げると、ホームズさんは真っ赤になって口を手で覆おおっていた。

「反則って」と私は目を丸くする。

　そんな私たちを見ていたサークルの皆は、ぷっと愉しげに笑った。

「いいよいいよ、抱き締めちゃって」

「そうそう、私たち背中向けてるから」

「ほんまや、なんでも好きなことをしていいし」

　口を揃えて言い出す皆に、

「ありがとうございます」

　と、ホームズさんは、微塵も遠慮するつもりがなさそうで、私はぎょっとする。

「いや、駄目ですよ、こんなところで。手をつなぐくらいです」

　そう言って、私はホームズさんの手を握った。

　その手が氷のようで、私は驚いてホームズさんを見上げる。

「手、すごく冷たいですね」

「ああ、スクーターを借りて伏見から飛ばして来たので、手袋するのも忘れていました」

「ありがとうございます。本当に氷みたい……」

　その冷えた手を温めようと、両手で包むようにして擦さすると、

「せやから、そうやって。いろいろやめてくれへん」

　ホームズさんは心底弱ったように、眉を下げたので、私はすぐに手を離す。

「あ、すみません」

「いえ、やめてほしいわけではないんです。とりあえず、僕以外の男にはこういうことをしないでくださいね。絶対ですよ」

　再び、ぎゅっと手を握るホームズさんに、私が、はぁ、と洩らしていると、

「さて、私も作品を片付けようかな。みんな本当にありがとう。心置きなく引退できる」

　嬉しそうに言う大久保さんに、皆は、「こちらこそ、ありがとうございます」と頭を下げながら、揃って寂しそうな表情を浮かべた。

　目黒さんは、大久保さんの作品を見上げて、切なく目を細める。

「……ごめんね、大久保ちゃん。これが、大久保ちゃんの気持ちだったんだね」

　静かに告げた目黒さんに、大久保さんは首を振った。

「謝るようなことじゃないし、謝らなきゃいけないのは、私の方なんだ。やきもち妬いて、梶原さんに目黒ちゃんのことを『おすすめできない』って言っちゃったんだよね。本当にごめんなさい。そして、目黒ちゃん、梶原さんとお幸せにね」

　大久保さんはそう言って、握手の手を差し伸べる。

　目黒さんは目に涙を浮かべ、下唇を噛みながら、その手を取った。

　大久保さんは笑顔のままだが、涙を堪こらえているのが伝わってくる。

　私は、そんな大久保さんを見ていられずに、目をそらした。

「……目黒さんは今も、大久保さんと自分は『同じ人を好きになってしまった』と信じているんですね」

　小声でつぶやいたホームズさんに、私は何も言わずに頷いた。

　そう、目黒さんは、大久保さんも春彦さんのことを好きだと信じている。

　だが、おそらく真実はこの花の裏側に……。

　薄紫色のミセバヤの花──大久保さんの作品を見上げた。

　同時に、昨夜のホームズさんの言葉が脳裏を過る。

『葵さん、このアレンジメントには、もうひとつの意味があるのかもしれませんよ』

　そう言ったホームズさんに、私は、えっ？　と瞬いた。

『ミセバヤは別名〝玉の緒〟とも言うんです。玉の緒は首飾りを意味しています。この花をミセバヤではなく玉の緒として見たなら、このアレンジにピッタリ合っていると思いませんか？』

　ホームズさんに言われて、私はあらためて大久保さんの花を見た。

　そう聞くと、丸い花が宝玉で、グリーンがそれらをつなぐ糸の役割をした、『首飾り』にしか見えない。

　玉の緒から始まる恋の歌があるのだ。

　それは────。




　──玉の緒よ　絶えなば絶えね　ながらへば　忍ぶることの　弱りもぞする

『私の命よ。絶えてしまうのならば、絶えてしまっておくれ。これ以上、生き続けていると、この恋心を隠していられなくなるかもしれないから──』




　この歌は、後ご白しら河かわ天てん皇のうの娘・式しょく子し内ない親しん王のうが、『忍ぶる恋』というテーマで詠んだ歌だそうだ。

　どうしても知られてはならぬ、秘めた恋の歌。

　大久保さんが目黒さんの許を離れることにした原因は、目黒さんに彼氏ができたことには違いない。動揺して二人の交際を阻止したくて、春彦さんに目黒さんのことを悪く言ってしまったのも、事実だろう。

　だけど大久保さんが想う相手は、春彦さんではなかったのだ。

　私はそっと大久保さんに目を向ける。

　彼女は、目黒さんの肩に手を乗せ、彼女を慰めるように微笑みを浮かべていた。

　決して打ち明けられない、秘めた恋。

　打ち明けてしまったら、好きな人を困らせ、傷付けてしまうから。

　これまでの大切な思い出すら、否定されてしまうかもしれないから……。

　それでも彼女は、ひっそりと『ミセバヤ』の花に隠して、自分の恋を詠んだのだ。

　──これ以上は、あなたの側にはいられません。私の恋心を隠してはいられなくなってしまうから──。

　それは、決して口にはできない、目黒さんへの秘めた想い。

　私が俯きかけた時、ホームズさんが握った手に力を込めた。




　そうして、これから再び伏見に戻るというホームズさんを見送るべく、私は彼とともに商店街を手をつないだまま歩いた。

「ホームズさん、今日はお忙しい中、本当にありがとうございました」

　見上げて言うと、ホームズさんは「いえいえ」と首を振る。

「僕が来たかっただけですのでお気になさらず。来られて良かったです。感激でした」

　ホームズさんは、胸に手を当てて熱っぽく言う。

「ありがとうございます……。ちなみにスクーターは誰に借りたんですか？」

「康太さんですよ」

　康太さん……、と私は洩らし、その名に「そういえば」と顔を上げた。

「春彦さんに聞いたんですが、康太さんは昔、苦しい恋をされていたようで……」

「苦しい恋？」

　私は「はい」と頷いて、春彦さんに聞いたことをそのままホームズさんに話して聞かせた。

　五年前に、『好きになってはいけない人を好きになった』と苦しそうに打ち明けていたことを────。

「……そうでしたか」

　ホームズさんはそれだけ言って、小さく相槌をうつ。

「大久保さんもそうですが、みんな苦しい恋をしているんですね」

「そうですね。平安時代に詠まれた和歌に、今も共感できるくらいです。人は大昔から恋に一喜一憂してきたのでしょう」

　私は黙って頷く。

「葵さんの選んだ小野小町の和歌、本当に嬉しかったです。ラブレターをいただけた気分ですね。しばらくいろいろがんばれそうです」

　あらためて言うホームズさんに、私の頬が熱くなる。

「そうだ、せっかくですから、僕からも返歌を」

　えっ？　と私が顔を上げると、

「今の僕の気持ちに、ピッタリの歌があるんですよ」

　ホームズさんは口許に人差し指を立てて、いたずらっぽく微笑んだ。
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　夕方の休憩時間に康太のスクーターを借りて出町柳まで駆け付けた清貴は、すぐに伏見へと折り返す。

「すみません、バイクを貸していただいて」

　清貴が酒屋の奥の休憩所に顔を出すと、瑞希は「いいのいいの」と首を振る。

「彼女のために僅かな休憩時間に駆け付けるて、家頭さん、リアル王子様やね」

　ぷぷっと笑う瑞希に、清貴は「いえ」と首を振った。

「『彼女のため』に駆け付けるのではなく、僕は自分のために駆け付けているんです」

　その言葉に、瑞希も、食事をしながら話を聞いていた他の蔵人も、ぽかんと口を開けた。

「どういうことなん？」

「たとえば、瑞希さんの大好きなアイドルが出町柳でイベントをやっていて、夕方の休憩時間、なんとか行けそうだと駆け付けたとしたら、それは『アイドルのため』ではなく、『自分のため』ですよね？　僕は葵さんの作った作品を見たくて見たくて仕方がなくて、自分のために行ったのです。『彼女のため』と言われると、なんだか自分の行動が美化されているようで、申し訳ない気持ちになるんですよ」

　本当に少し申し訳なさそうな表情を見せる清貴に、瑞希と蔵人たちは噴き出して笑う。

「家頭さんって独特や。ほんで彼女に花でも持って行ったん？」

「いえ、そんな時間もなくて。返歌しかできませんでした」

「へんか？」

「和歌と合わせたフラワーアレンジメントのイベントでしたので」

「ああ、『返歌』。ほんまに独特や……」

　その時、高雄が「清貴くん！」と木箱を手に勢いよく顔を出した。

「蔵元……」

「ほんまや、清貴くんの言う通り、徳利が戻ってきた。ほんまに良かった！」

　よほど嬉しいのか、高雄は興奮気味に声を上げて箱の中の徳利を見せる。

「それは良かったです」

　そんな清貴と高雄に、蔵人の上野が首を傾げる。

「徳利が戻ってきたって、どういうことですか？」

「あーいやいや、一瞬のうなってしもて、一瞬やで。戻ってきたからもうええんや」

　高雄は、しまった、という顔をしながらも、あしらうように手を振る。

　すると神田が、だんっ、と音を立てて湯呑をテーブルに置いた。

「蔵元、それはつまり、一度誰かに盗まれたってことですよね？　『もうええ』なんて、そんなことは許されないでしょう。俺は自分が疑われたまま、曖昧にされるのは嫌です」

　普段無口な神田が、険しい表情で言う。

「えっ、この中に犯人がいるってこと？　俺も疑われてるの？」と、上野が目を丸くする。

「いやいや、そないなこと言わんと」

　高雄が宥なだめるように言ったその時、

「家頭さん、あなたの仕業ではないんですか？」

　神田が、清貴を睨にらむようにして見据えた。

「えっ、僕ですか？」

　清貴は自分を指差して、ぱちりと目を開く。

「そうです。あなたが、その徳利の価値を一番知っているでしょう。八十万と言っていましたが、それ以上の価値かもしれない。そもそも『買い取りたい』と言っていましたよね？」

「たしかに言いましたが」

「ほら言っただろう。笑顔の裏で何考えてるか分からない、どうにも胡散臭い男だと思っていたんだよ」

　吐き捨てるように言った神田に、瑞希が「神田さん、失礼すぎやで」と声を上げる。

「いえ、大丈夫ですよ。時々、僕の胡散臭さを感じ取れる方がいまして、神田さんはその一人なのでしょう」

　さらりと言う清貴に、瑞希は「へっ？」と瞬く。

「──神田さん、もし僕がその徳利を手に入れたいと思ったら、そもそも鑑定をした際に八十万という価値を伝えたりしません。『これは贋作です。こんな物を大切に持っていたら笑い者ですよ。ですが贋作でもこういう雰囲気が好きな方がいるので、譲っていただけませんか？』といったことを伝えて手に入れるでしょう。もし、そうじゃなくても、盗みが成功しているなら、わざわざ戻したりしません。あなた方三人の誰かに罪を擦なすり付けて、知らない振りをした方が良いではないですか。僕は『家頭家のお坊ちゃん』ですし」

　そう言う清貴に、神田はぐっと息を呑み、上野が顔を引きつらせる。

「なんだか、俺の中の家頭さんの好青年な印象が崩れた気が……」

「それじゃあ、誰だって言うんだ？」

　神田はイライラとした様子で尋ねた時に、

「俺だよ」

　と、背後で声がして、皆は一斉に振り返る。

「……お兄ちゃん」

　自白した康太に、瑞希は驚き、目を見開いた。

「親父にムカついて、盗んでやろうと思ったけど、転売しようにも家頭さんがいたんでは骨が折れそうだから戻したんだ」

　康太は素っ気なく言って、腰に手を当てる。

「まさか、康太さんが……」

　神田は、信じられないという様子を見せ、

「そうだよ、蔵元にムカついたからって、信じられない」

　と上野が前のめりになる。

「この前、ここで話しているのが聞こえたんだ。この家宝の徳利は、瑞希の婿になる人に渡すつもりだって」

　康太は、無表情でそう告げた。

「それは、俺も聞いてた。どうして後継ぎの康太さんじゃなくて、瑞希さんの旦那さんになる人に渡すんだろうって思ってたけど……」

　上野が躊躇ためらいがちにそう言い、神田も同感という様子を見せている。

　そんな中、清貴は手を伸ばして、茶箪笥の上の写真立てを取った。

「……すべては、この写真が物語っているのではないでしょうか？」

「写真？」

「ええ、僕はこの写真が少し不思議だったんです。これは、写真館で撮ってもらったちゃんとした写真。こうした家族写真を撮る場合、お正月だったり、七五三だったりと、秋冬のイベント時に撮ることが多い。ですが、この写真を見ると子どもたち二人は半袖の夏服、亡くなったお母様も夏の色合いの着物」

「お盆に撮ったんじゃないの？」と上野。

「そうなると、ここに康太さんたちの祖父母の姿がないのが、少し不自然です。この頃は先代もご存命でしたし……。僕が思うに、高雄さんとこちらの着物の女性が、再婚された時に撮ったものではないかと。つまり、康太さんは亡くなったお母様の連れ子だったのではないでしょうか」

　そう言う清貴に、康太はこくりと頷いた。

「そうだよ。俺は死んだ母の連れ子で、この幸谷家に入ったんだ」

　神田と上野が、「ええ？」と心底驚いたように康太を見る。

　清貴はそっと肩をすくめた。

「僕としては、お二人が、そんなに驚かれることが不思議です。そもそも康太さんだけ、標準語ですし、瑞希さんは父親のことを『お父ちゃん』と呼んでいて、母親のことは『お母さん』と呼んでいる。これは、康太さんが母親のことを『お母さん』と呼んでいたので、瑞希さんも同じように呼ぶようになったのでしょう。また、幸谷康太という名前も、『こうた』が続きますし、最初の苗字が違っていたのかな、と思いまして」

「ああ、母の旧姓は『石黒』という。元々俺は石黒康太という名前だったんだ。母の連れ子だけど、俺はここの跡継ぎになろうとがんばってきたんだ。それなのに親父が、その徳利を俺にじゃなくて、『瑞樹の婿に譲る』って言っていたから、ムカついて、つい」

　その言葉に、神田と上野は眉根を寄せる。

「ちょっと待って、『石黒』って」

「もしかして、俺たちがいた酒造会社の石黒さんか？」

　その疑問には、高雄が「そうや」と頷いた。

「……瑞希の母親は、瑞希を産んですぐに、『酒造会社での仕事はもう耐えられん』と家を飛び出してしもたんや。あれは瑞希が四歳の頃や。わたしは関東の石黒酒造の技術を学ばせてもらおうと、瑞希を親に預けて、勉強に行かせてもろた……そん時、人妻だった康太の母親に恋をしてしもて、わしらは間違いを犯したんや」

　神田と上野が、あんぐりと口を開く。

「それが発覚して大騒ぎや。彼女は離縁されて、康太を連れて逃げるようにうちに来た。……せやから彼女が病気で亡くなってしもた時は、バチが当たったんやてほんまに思た。わたしは人様の女房を奪った罪人やねん。ほんで時が経って、石黒さんが急病で亡くならはったことで会社が倒産して、そこの蔵人が困ってるて聞いた時は、少しでも罪滅ぼしができるかもしれへんて思て、声を掛けさせてもろたんや」

　清貴は話を聞きながら、『人は間違いを犯す』と話していた高雄の真意を知り、なるほど、と納得した。

「お、俺も親が再婚しているから、康太さんの気持ちは分からないでもないけど、真面目で優しい康太さんがそんなことをしようとしたなんて、信じられないよ」

　目を潤うるませる上野に、康太は目をそらし、高雄は大きく息を吐く。

「……せやな。ほんまに康太は、嘘の下手な男やな」

　皆は「えっ？」と眉根を寄せる。

「ええ、本当ですね」と清貴は頷いて、康太を真正面に見た。

「康太さん、徳利を盗んだのはあなたじゃない。あなたは大切な人をかばっているだけでしょう？」

　康太はぴくりと眉を引きつらせる。

「あなたがかばう大切な人……それは、瑞希さんなのではないでしょうか？」

　清貴は、視線を瑞希に移した。

　瑞希は沈痛の面持ちで、こくりと頷いた。

「……せや。その徳利を持って行ったのは、うちや」

「なんでや」と高雄が優しく尋ねる。

「後からお兄ちゃんに聞いたんや。『親父はあの徳利を、お前の婿にと考えてるみたいだぞ。早くいい人見付けて安心させてやれ』って。それを聞いて、腹が立って腹が立って仕方がなかったんや。これまでずっと幸谷酒造のためにがんばってきたお兄ちゃんを差し置いて、なんでうちの婿にて言うねん、おかしいやろ。お父ちゃんの部屋を掃除する時に、気になってその徳利を見たんや。見ていたら、だんだん頭に来て手で払ってしもて……ほんで、徳利が割れてしもたんや」

「わ、割った？　じゃあ、これはニセモンか」

　高雄は、徳利を手に食い入るよう見る。

「ちゃう、同じもんやねん。割ったていうても一部欠けただけや。そのまま知らんふりしとこて思ってたんやけど、あれがめっちゃ値打ちもんやったて話を聞いて、びっくりしてこっそり部屋に持ち込んで、分からんように修復してたんや」

　瑞希は、大変なことをしてしもた、とうな垂れた。

「……高雄さんの部屋に、陶器を割った時の粉がほんの少しだけ残っていました。きっと瑞希さんが割ってしまい、修復しているのだろうなと思っていましたよ。あなたはハンドメイドが得意と話していましたからね」

「それで清貴くんは、『戻ってくるけど、価値が変わる』て洩らしてたんや。それにしても、綺麗に直したもんやな」

　高雄は感心しながら、徳利を見詰める。

「……怒らへんの？　幸谷家の宝の価値がのうなったんやで」

「元々、売るつもりはないさかい。それより別のことに『いい加減にしろ』て言いたいで」

「別のこと？」

「二人を傍で見てたら、もどかしくてあかん。ほんで、男前を連れてきて焚たきつけたろ、思うて清貴くんを呼んだんやで」

　高雄はそう言って、清貴を横目で見る。

「……蔵元はお見通しだったんですね」

「そりゃ分かるやろ。康太が自分を押し殺しすぎて、見ていて苦しいくらいや」

　そう話す高雄と清貴に、瑞希は「えっ？」と目を見開いた。

「康太さん、瑞希さん、蔵元はあなた方の気持ちに気付いて認めているようですよ。蔵元の思う『瑞樹さんの婿』は、他の誰でもないのかもしれません」

　康太は無言のまま口に手を当て、瑞希は目を泳がせた。

「……気付いて認めてるって？　せやけどうちは、とっくにお兄ちゃんに振られてるんやで。うちは二十歳になった時に、お兄ちゃんに告白したんや。『ずっとお兄ちゃんのことが、男性として好きやねん』て。そしたら、『血のつながりがなくても、俺たちはあくまで兄妹なんだ。お父さんを悲しませるだろ』て言ったんや。その後は、ことあるごとにうちに結婚を勧めてくるし、ほんまに嫌やって……」

　俯く瑞希に、高雄は驚いて康太を見る。

「ほんまか、康太。お前、瑞希を振ったんか？」

　康太は、震える手で額を押さえた。

「……いや、だって駄目でしょう？　お父さんは自分のことを『罪人』と言いましたけど、俺たち母子にとっては『救世主』でした。俺の実の父は職人としては一流でしたが、母や俺に対して酷ひどい男でした。浮気や暴力は当たり前の状態……。今は女性杜氏もいる時代だからといって、母に家のことのみならず、酒蔵での仕事まで押し付けていました。そんな中、穏やかで優しい高雄さんが現われて、父から母をかばっているうちに二人の間に愛情が芽生えたのも、自然のように思えました。ことが発覚して、母に向かって『お前を殺してやる』って叫んだ父に、高雄さんは『わたしが悪いんです。わたしを殺してください。死ぬまで殴なぐってええです』と土下座をして……俺たちを命懸けで守ってくれました。他の人は罪人と言うかもしれませんが、俺たち母子は本当に高雄さん──お父さんに感謝しているんです。ここに来てからも、実の子のように可愛がってくれて、母が亡きあとも変わらずに接してくれました。瑞希はそんなお父さんの大切な娘です。俺は駄目です、兄貴なんです。そもそもおかしいですよね。血のつながりがないとはいえ、幼い頃から兄妹として育ってきているのに、その妹を好きになってしまうなんて。ありえないですよね」

　声を上ずらせながら言う康太に、清貴は「いいえ」と首を振った。

「おかしいことはないと思います」

　えっ、と康太は顔を上げる。

「あなたはきっと、瑞希さんに出会った時から、彼女を『妹』として見ていなかったのでしょう？　あなたにとって瑞希さんはずっと、『守るべき大切な女の子』だったのではないですか？」

　その言葉に康太は絶句して、目を見開いた。

「お兄ちゃん……」

　瑞希は目を潤ませて、康太を見た。

「せや、清貴くんの言う通りやで。おかしいことあらへん。誰にも咎とがめられることのない健全な二人や。いつ覚悟を決めて言うてくれんのやろて待ってても、康太は諦めモードやし、焦じれったいしで、ほんまに勘弁や」

　腰に手を当てて肩をすくめる高雄に、清貴は「そうですね」と微笑む。

「血さえつながっていなければ、義理の兄妹でも結婚できますしね。一度、籍を外す必要はあるかもしれませんが」

　瑞希は真っ赤になって両手を口に当てながらも、康太を見た。

「お、お兄ちゃん、うちはやっぱりお兄ちゃんが……」

　その瞬間、康太は瑞希を強く抱き締める。

「──ごめん、瑞希。俺もずっと瑞希のことが……」

「お兄ちゃん！」

　瑞希は康太の胸に顔を埋めて、涙を流していた。

　皆は二人を微笑ましく見守りながら、その場をそっと離れる。

　瑞希に気があった神田と上野も、康太さんならばという表情だ。

　清貴も皆ととも酒蔵に向かいながら、隣を歩く高雄にちらりと視線を送る。

「それにしても、自分が焚きつけ役に呼ばれていたとは、思いもしませんでした」

「ほんま？　清貴くんに気付かれへんかったのは、嬉しいわ。恋の鞘さや当あてやな」

「恋の鞘当てって……それは、二人の男が同じ女性を想って起こることではないかと」

「まぁ、ええやん」

　高雄はいたずらっぽい笑みを浮かべた。
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「──そんなことがあったんですね」

　幸谷酒造での一連の騒動を電話で聞いた私は、感嘆の息をついた。

『葵さんも僕も、秘めた恋の騒動に巻き込まれましたね』

　ホームズさんは電話の向こうで、ふふふと笑った。

「……本当ですね」

　想い合いながらも、兄妹として育ったため、恋心に蓋をしていた幸谷酒造の二人。

　ずっと親友として過ごしながら、恋心を隠していた大久保さん。

　どちらも秘めた恋だけど、一方は実り、もう一方は秘めたまま。

　大久保さんのことを思い、苦しくなったその時、

『きっと大丈夫ですよ。前に話したように、彼女の中では結論をつけたのでしょう。時が癒してくれますし、すべては縁なので、大久保さんにもいつか良い方が現われると思います』

　私は、はい、と頷く。

『そうそう、今度一緒にＢＡＲ「こんた」に行きましょう。僕の提案した新メニューがとても好評なんですよ』

「わあ、嬉しいです。ホームズさん、呼んでくれないから行っちゃ駄目なのかと」

『そんなことは……夜遅くに来てもらうのが心配でして。帰りも送れないですし。ここでの修業が終わったら、家まで送れますから』

　そういうことだったんだ、と私の胸が熱くなる。

「ありがとうございます。どんなメニューなんですか？」

『チーズケーキの天ぷらです』

「チーズケーキの天ぷら？」

　突拍子もないメニューに、私の声が裏返る。

『それが意外と美味しく、日本酒に合うんですよ。デザートすぎない感じが良くて』

「……なんだか、信じられません。でも、食べてみたいです」

　そう言って笑う私に、ホームズさんは『ぜひ』と答える。

「……そういえば、ホームズさんの返歌も嬉しかったです。ありがとうございました」

『こちらこそ、おおきに』

　あの時、ホームズさんが返歌に選んだのは、藤ふじ原わらの義よし孝たかの歌。




　──君がため　惜しからざりし　命さへ　長くもがなと　思ひけるかな

『あなたのためなら命も惜しくはないと思っていましたが、あなたを前にしてしまえば、できるだけ長く生きたいと思ってしまうのです──』







　好きな人と想いを結べるというのは、奇跡に等しいことなのかもしれない。

　せっかく想いを結べても、些細な誤解や諍いさかいでつないだ手を離してしまうこともある。

『少しでもあなたの側に』と詠んだ藤原義孝の歌を胸に、つなげることができたこの奇跡を大切にしたいと心から思った。









掌編　『答え合わせ』











　清貴が、伏見の小さな酒造会社『幸谷酒造』での修業を終える頃。

　酒屋に珍客が訪れた。




「家頭さん、知り合いって人が店の方に来てるんやけど」

　酒蔵に顔を出して言う瑞希に、清貴は作業の手を止めて「知り合い？」と顔を上げる。

　一瞬、葵だろうか、という期待が頭を掠かすめたが、それならば『彼女さんが来た』と、目を輝かせて瑞希は伝えるだろう。葵は一度だけ、父とともにこの店に来たことがあるのだ。

「なんや、お坊さんっぽい人やわ」

　清貴は、ああ、と肩をすくめる。

　確認するまでもない、円生だ。一体、何をしに来たというのか。

　彼のことを考えると、ついこめかみが引きつる。

　表情を正して、酒屋の方に顔を出すと、

「ホームズはん、こんにちは。作務衣にエプロン、よう似合うたはる」

　剃り上げた頭に着流し姿の円生が、愉しげな笑みを浮かべていた。

　今購入したと思われる一升瓶が入った『幸谷酒造』の紙袋を、手にしている。

「……お買い上げ、ありがとうございます」

「あんたがここで修業してるて話を聞いて、柳原先生が久々にここの酒を飲みたいて言い出したんや。ほんでせっかくやし、俺もホームズはんの顔が見たいて思うて」

　瑞希が、嬉き々きとして顔を出した。

「家頭さん、お兄ちゃんが、もう休憩に入って大丈夫やて。お友達も来はったんやし、散歩でも行ってきたらええねん」

「お姉さん、おおきに。ほんなら、仲良しの友達同士、散歩させてもらうわ」

　にっこり笑う円生の横で、清貴は冷ややかに目を細める。

　しかし、わざわざ来たのだから何か話したいこともあるのだろう、と一緒に店を出た。

　ぽかぽかと暖かい日差しの中、酒蔵の町をのんびり歩く。

　濠ほり川かわが見渡せる橋に差し掛かると、

「船や」と円生は、独り言のように零した。

「十じっ石こく舟ぶねです。今は運行していませんが、桜の時季は良いですよ」

「せやろうな。絵になるところやな」

「ええ、桜も良いですが、黄桜の時季に伏見に来るのも良いですね」

「黄桜って、酒屋の名前やろ？」

「社名の由来は、社長が黄色い桜を好んだところからきているそうです」

「ほんまに黄色なん？」

「白みがかってはいますが、黄色ですよ。サトザクラの一種で、『鬱う金こん桜ざくら』と言うとか」

　へぇ、と円生は興味深そうに相槌をうつ。

　ふと、円生が描く黄桜の絵を観てみたい、という思いが胸に込み上がってきたが、清貴はそれを口には出さなかった。

　さらに歩くと、『坂本龍馬襲撃事件』で知られる寺てら田だ屋やが見えてくる。

「寺田屋か。ここで、あの歴史的事件があったなんて、不思議な感じやな」

　はー、と熱い息を吐く円生に、

「そうですね。ですがここに限らず、京の町は、どこでもそんなものですよ」

　清貴は、さらりと答える。

「醒さめてるんやなぁ」

「そういうわけでは。ここにはたくさんのドラマがあり、素晴らしいところですが、ここだけではないということです。それだけ歴史が深い町なので」

「たしかにそうや」

「……それよりも、気になっているんですよ」

「気になるて？」

「僕に何か用があったのでは？」

　清貴は、腕を組んで円生を見据えた。

「用てほどのことやない。確かめたかっただけや。自分の中の『答え合わせ』やな」

「答え合わせ？」

「この前、あんたの彼女に会うたんや」

「葵さんに？」

「そう、葵はん。最初は乳臭いガキやて思うててん。なんであんたがあの子を選んだのか分からへんかったんやけど、会うたびに『なるほどな』と思わせられる。なかなかええ女やな。さすが、目利きやね」

　からかうような視線を送る円生に、清貴は何も言わず眉根を寄せた。

「ほんで、なんであんたがあの子に手を出さへんのか……。最初は女に関してヘタレやて思うてたんやけど、ほんまは違うんやな。ヘタレも多少はあるやろうけど、根っこの理由は違うんやないかて、そう思うたんや。怖いんやろ、自分が」

　清貴は無言のまま、怪け訝げんそうに目を細める。

「あんたは、古美術を愛しながらも、自分自身ではコレクションはしてへんて聞いたんやけど、ほんま？」

「……ええ、そうですね」

　以前、葵にも、欲しいと思わないのか、といったことを聞かれたことがあった。

　あれは、彼女が『蔵』に来て間もない頃。

　元染付の壺を見せた際、海外のオークションで、元染付が三十二億円で落札されたことがあると話した時のことだ。




『……ホームズさんも、大金持ちだったら、大金を払ってでもこの壺が欲しいと思いますか？』

　と尋ねた彼女に、自分は『いいえ』と首を振ったのだ。

　すると彼女は、驚いたようにこちらを見た。

『えっ、そうなんですか？　だって古美術を愛してますよね？』

『ええ、そうですね。でも、僕は〝手に入れたい〟とは思わないんです。こうして素晴らしい品を観ることができれば、それでいいんです。生きている間に一つでも多く、こうした美しい作品を見たいと思っていますし、そのためには世界のどこまでも行ける気持ちでいますが、その品物を手に入れたいとは思わないんですよ。こうして眺めて、胸に、記憶に留められたなら幸せなんです』




　──そう答えた。

　その気持ちは今も変わらない、と清貴は腰に手を当てる。

「あんたは、手に入れた途端に醒めるんやろ。せやから、彼女を手に入れてしもたら自分の気持ちが醒めるんやないかて、それが怖いんやろ」

　そう言った円生に、清貴は動きを止めた。

「珍しく女に入れ込めて『好き好き』て浮かれられて、普通の人間みたいなんが嬉しくて、そんな自分の気持ちがあの子を抱くことで萎なえてしまうのが怖いんやろ。ほんで、自分を信じられへんのや。最高に楽しいのは、服を脱がすその時までやで。抱いた途端、『なんやこんなもんか』て、恋の幻想から覚めるんが怖いんや。ええ加減、認めたらどうや？　そもそも、あんたは恋なんてするような男やないやろ。その証拠にあんた自身、その幻想を楽しもうとして、あえて手に入れずに長引かせてるやん」

「──黙らんかい」

　清貴は、円生の胸倉をつかみ上げる。

「ほら、やっぱりやん。よう人を見抜くあんたは、見抜かれるのが大嫌いな男やな。答え合わせ完了や。すっきりした」

　にっと笑う円生に、清貴は舌打ちして、手を離した。

「……手に入れた途端、執着がなくなってしまうのは、『物質』に対してだけです」

　そう言って、清貴は顔を背ける。

　好きになった女性には違う、と思っていた。だが、本当の意味で好きになった女性は、葵が初めてであり、分からないのが正直なところだった。

　円生の言う通り臆病を理由にしながら、自分が信じ切れない怖さがあるのだろう。

　だが、こうやって、葛かっ藤とうするのも──失いたくないからなのだ。

「せや。もうひとつ、訊きたいことがあったんや」

「なんですか？」

　清貴は、警戒心をあらわに振り返る。

「そないな顔せんと。ホームズはんが今の酒造会社を選んだ理由は、なんや？　たくさんの会社から要望があったんやろ？」

　そう尋ねた円生に、清貴は彼が手にしている一升瓶に目を向けた。

「目当ては、あなたが持っているそれです」

「酒か」

「ええ、元々幸谷さんのお酒のファンですし、修業期間の一か月あれば、お酒は作れるんです。もうすぐ二十歳を迎える彼女と、自分で作ったお酒でも呑みながらお祝いできたら、と思ったんですよ」

　そう言って微笑む清貴に、円生は「ご馳走様」と肩をすくめる。

「まぁ、早く手に入れて、ほんでさっさと飽きたらええねん。そしたら俺も考えるし」

「──何をですか？」

　清貴は、即座に鋭い眼差しを向ける。

「冗談やて、怖い怖い。ほんなら、帰るし。おおきに、さいなら」

　円生はひらひらと手を振って、そのまま歩き出す。

「……ほんま、嫌なやつや」と、清貴は小さく舌打ちする。

　自分でも目をそらしたいことを、容よう赦しゃなく突いてくる。

　額に手を当てて大きく息をつき、空を仰ぐ。

　それは、春はまだ遠い、一月も終わりの午後。









第二章　『金の器と想いの裏側　～清貴　十三歳になった日～』
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　二月になり、酒蔵での修業を終えた清貴は、一度、銀ぎん閣かく寺じ近くの家頭邸に戻った。

『修業中は帰って来るな』とオーナーからの命を受けているのもあり、顔を出す程度だ。

　とはいえ、年末年始の休み中の一時的な滞在や、自分の荷物の整理をして、家の中の掃除をするくらいは許された。

　約一か月ぶりの帰宅。家の中は大変なことになっているのでは、と清貴は懸念していたが、思ったほどではなかった。オーナーは元々綺麗好きであり、また好江がよく訪れているのか、屋敷の中は綺麗なものだ。

　それに引き換え、父が一人で住む八や坂さかのマンションはごちゃごちゃだったな、と屋敷の中を見て回りながら、清貴は苦笑した。

　自分の部屋の整理、リビングやホールの掃除を終えて、最後に『展示室』の鍵を開錠し、中を確認する。

　ルネッサンス調の応接室に飾られた美術品の数々。

　ここには、家頭家の宝が保存されている。

　客人にこの部屋を公開したのは、オーナーの誕生日が最後だ。

　ぐるりと見回し、異状がないのを確認し、ホッと息をつく。

　壁に掛けられている絵画の一つを見て、清貴は足を止めた。

「お前は、その絵がほんまに好きやな」

　背後でオーナーの声がしたが、清貴は絵を見つめたまま「ええ」と頷く。

　オーナーは清貴の隣に立ち、横目で見てにっと笑う。

「特にこれは、初めてお前が買うた絵やし、思い入れが強いやろ」

「……そうですね」

　いろんな意味で、と清貴は心の中で付け足した。





＊　　＊　　＊






　十三歳の誕生日。

　その日はたまたま休日であり、清貴は家頭邸の自室でベッドに寝転んで本を読んでいた。

　午前十一時頃、サイドボードの内線電話にランプが点き、清貴は本に目を向けたまま、手を伸ばして、ボタンを押す。

　すると、『清貴、オーナーが呼んでいますよ』と、父の声が届いた。

　この家では、家頭誠司を『お祖じ父いちゃん』と呼んだりはしない。

　物心ついた時から、『オーナー』だ。

　とはいえ、父──ここからは紛まぎらわしいので『店長』と呼ぶことにするが──店長は、自身の父親であるオーナーを『お父さん』と呼んでいる。

　はい、と返事をしてベッドを降りる。

　読みかけの本の山の一番上に今まで読んでいた本を置き、手て櫛ぐしで髪を整えながら部屋を出た。

　リビングに顔を出すと、ソファーにオーナーと店長、そして店長の親友で、もはや親戚ともいえる存在の上田の姿があった。

『清貴、お誕生日おめでとうございます』と微笑む店長。

『ホームズも十三歳か、おめでとう』

　続いて上田が、にこやかに言う。

　清貴は、そんな彼らに『ありがとうございます』と頭を下げて、オーナーに視線を移した。

　オーナーは目を瞑つむり腕を組んで、ソファーにどっかりと座ったまま口を開いた。

『清貴、そこに座れ』

　誕生日ということで、今後の心得のような説教を受けるのだろうか。

　少し面倒くさいな、と感じながらも、清貴は言われた通りオーナーの対面に腰を下ろした。

　中央にあるテーブルの上には、袱ふく紗さが置かれている。

　清貴が座ったところで、オーナーは徐おもむろに目を開けた。

『もう、お前は十三やな』

『はい』

『一昔前なら、成人している年齢や』

『元服ですね』と、清貴は頷く。

『ここに、百十万ある。大人への道を一歩踏み出したお前への、誕生日プレゼントや』

　そう言うオーナーに、店長と上田は『ええ？』と仰天の声を上げた。

『お父さん、まだ子どもの清貴に』

『ほんまや、オーナー。これ以上、この子をおかしな感じにするのはどないなもんかと』

　露骨に狼狽うろたえる大人の男二人を尻目に、清貴は特に驚きもせず、『ありがとうございます』と頭を下げる。

『驚かないんか。お前はその金をなんやて思う？』

『そうですね。百万でしたら、単純に元服祝いと受け取るところですが、百十万。贈与税がかからないぎりぎりの金額です。だとすると、もう僕を大人の仲間と見込んで、相続税負担軽減のために贈与してくださったのではないかと。もしかしたら、毎年こうしてくださるおつもりなのかと思いました。ご心配なさらなくても、ちゃんと将来のために貯金して、店の経営資金にしますよ。あらためて、ありがとうございます』

　さらに深く頭を下げた清貴に、オーナーは『まったくお前は相変わらずやな』と肩をすくめる。店長と上田は、あんぐりと口を開いていた。

『そんなんやない。百十万て金額、贈与税を意識したんは確かやけど……その金は使え！』

『使えと言われても……ああ、もしかして、株でもやって増やせということですか？』

『ちゃうねん。使い道はただひとつ。美術品を買うんや。ほんで、品物を選ぶ期間はこの休日の間のみや』

　その言葉には、清貴も驚いて、顔をしかめる。

『……期間はわずか二日間で、しかもたった百十万ですか？』

『たった百十万て』

　店長と上田が、横で苦笑した。

『中学生のお小遣いにしては、途方もない金額ですが、美術品を買うには多いとは言えません』

　ぴしゃりと言い放つ清貴に、上田は肩をすくめ、

『まぁ、思えば清貴は、オーナーの買い付けにも同行していますから』

　店長が顔を引きつらせながら笑う。

　清貴は『百十万で美術品を……』と腕を組み、『あっ』と声を上げて上田を見た。

『もしかして、上田さんは父ではなく、オーナーに呼ばれて来たんですか？』

『せやで、オーナーから清貴の誕生日やしって。せやから、プレゼントもちゃんと持ってきたんやで』

　上田はいそいそと、紙袋からラッピングされた大きな箱を取り出す。

『おめでとう、清貴。テディベアやで。英国もんや』

『……ありがとうございます』

　オーナーが大人扱いする一方で、上田にとって自分はまだまだ幼いままなのだな、と清貴は微かに肩をすくめながら、頭を下げる。

『清貴はもう察しているみたいやな。せや、上田さんを呼んだんは、清貴の買い物の同行と監督をしてほしいんや。この通り清貴は、世間的にまだ子どもや。高額の美術品を買うたりできひんやろ。上田さんはそういうのに慣れてはるやろし』

　オーナーの言葉に、上田は納得の表情を見せた。

『そういうことやったら、喜んで立ち合わせてもらいます』

　上田さんと一緒なら海外に行くという手も、と清貴が顎あごに手を当てると、

『ああ、せや、飛行機と新幹線は使ったらあかんで。上田さんに、そないな負担をかけさせたらあかん。いっそ制限を付けたろ。範囲はこの市内のみや』

　すぐに察したオーナーが釘を刺す。

『市内のみですか』

　清貴は、また無茶苦茶なことを言い出したな、と額に手を当てた。
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『──それにしても、オーナーは一体どういうつもりなんやろ。まだ十三のお前に大金渡して、美術品を買うて来いて』

　上田は車を運転しながら、はぁ、と息を吐く。

『……おそらく、これは祖父の試験ですね』

『試験？』

『ええ、わずかな期間、この金額でどれだけの物を買ってこれるかの試験です。店の跡取り、そして鑑定士としての素質を見たいのでしょう』

　清貴は助手席で冷静に言いながら、骨董品店や画廊のリストを眺めていた。

　なるほどなぁ、と上田は洩らし、脚を組んでいる清貴に一瞥をくれる。

『しっかしいつの間にか、随分長い脚になったんやな。今、身長は何センチや』

『一七二センチです』

『今日で十三。中一にしてはデカい方やろ』

『そうでもないですよ』と、清貴は窓の外に目を向ける。

　四条通沿いにある『東とう華か菜さい館かん』の本店が目に入った。

　鴨かも川がわ沿いにある老舗しにせ中華料理店、設計はウィリアム・メレル・ヴォーリズ。その建物はまるで、イタリアの建造物を彷ほう彿ふつとさせる。

　その建物を眺めていた清貴は、そっと目を細めた。

『ちょっと前に、僕と祖父は二人でヨーロッパに行っていたんですよ。どうせ試験をするなら、そこでしてもらいたかったです』

　冬休みの間、クライアントに依頼された買い付けで、フィレンツェとパリに行っていたのだ。

　そのことを知っていた上田は、ほんまやな、と相槌をうつ。

『フィレンツェとパリやったら、ええ物あるやろしな』

『ええ、それに、欲しいものがあったんですよ』

『骨董品か？』

『絵画です。パリの街を描いたものなんです。よく行くパリのアンティークショップに売っていて、ずっと欲しいと思っていました』

『パリの街を描いた作家となると、モーリス・ユトリロか』

『違います。もう他界していますが、現代に活躍した日本人画家ですよ』

　現代の日本人画家と聞いて、上田は急に興味が失せたように、ふーん、と鼻を鳴らす。

『ずっと欲しいと思うてたんやったら、オーナーにおねだりしたら良かったやん』

『祖父は必要があれば購入される方です。その祖父が絵を観ても買わなかったのですから、それに対して僕は何も言いませんよ』

　さらりと言ってリストに目を落とす清貴に、上田は、よく分からん、と肩をすくめる。

『お前は、誕生日に大金渡されたりと、一見とんでもなくわがままに育てられているようやけど、しっかりしてるよなぁ。オーナーのやり方は、正しいてことやろか』

『……正しいかどうかは分かりませんが、僕は幼い頃から大きなお金のやり取りを目の前で見てきているので、お金に対して冷静でいられますね。こうして大金を渡されても、それを没収されても、平静でいられます』

『なるほど、金に免疫がないと、金に振り回されるわけや』

　オーナーなりの英才教育ってわけやな、と上田はつぶやく。

『ああ、そろそろやな』

　上田はハンドルを切って、清貴が最初に指定した骨董品店に入った。
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　──その日は、市内中の古美術店、アンティークショップ、画廊等を回った。

　茶碗、カップ＆ソーサー、水差し、壺、絵画、さまざなものを見て回ったが、受け取った百十万を使うに値する品に出会えず、その夜は残念な気持ちをねぎらうように、四条の中華料理店『東華菜館』に入り、上田と店長とともに誕生日を祝った。

　回転テーブルの上には、海ツバメの巣のスープ、フカヒレの姿煮、北京ダック、大エビの唐辛子炒め等が並んでいる。

『まったく、父は何を考えているのか。清貴のような子どもにあんな大金を渡すなんて』

　常識人である店長は、信じられない、と洩らしてビールを口に運ぶ。

　上田は北京ダックを食べながら、『しゃあないな』と言った。

『しゃあない？』

『俺も最初は、とんでもないて思うたけど、清貴の話を聞いて考えが変わったんや。おそらくオーナーは清貴が十三になったことで、これから本格的に自分の後継者にすべく、金を受け取る〝器〟になるための教育を始めたんやないかて思う』

『〝器〟ですか』

　店長は興味深そうに、ほぉ、と上田を見詰め、当の清貴はまるで他人事のような表情で、ジャスミンティーを口に運ぶ。

『せやねん。俺も一応は商売人や。商売を始めてから分かったことがある。金は〝器〟を必要とする物なんやて。金は水とよく似ていて〝器〟がなければ、どんなに莫ばく大だいな金を手に入れても、どこかに流れて行くもんなんや』

　そう話す上田に、清貴は、そうかもしれませんね、と頷いた。

『水は器がなければ零れ落ちて、地に還かえり、蒸気となって天に昇り、再び誰かの元に雨となって降り注ぐ……そういう意味では、水と金は似ているかもしれませんね』

『せやろ。雨は誰の元にも均等に降り注ぐやん。その雨を〝さらに必要な水〟として確保できるかは、その者の〝器〟の大きさなんや。大きな器を持っていれば、たくさんの水を確保できるし、時にやってくる豪雨かてしっかり受け止められる。せやけど小さなグラス程度の器やったら、その程度しか貯められないし、残らへん。それと一緒や。人間が手にする金の額は、器の大きさで決まるんや』

　そう話す上田に、『分かりやすいですね』と、店長は微笑む。

『さらに分かりやすく言うと、たとえば、宝くじが顕著やな。宝くじの一等が当選するていうんは、小さな器を持つ人間にとっては、ダムの決壊のようなもんや。それまで経験したことのない水量が身に降り注ぐと、器が小さければ壊れてしまう。そうして、水はいつの間にかなくなってしまうというわけや。オーナーは清貴を、どんな量の水が来ても、慌てず平静に受け止められる〝大器〟になるよう育てようとしてるんや。これはその教育の一環なんやろ。金を受け取るには、大きな黄金の器にならなあかんのや』

　そう言った上田に、店長は、ふむふむ、と相槌をうつ。

『とても分かりやすくて面白かったです。そう言われてみれば、本当にそうなのかもしれません。父は渡したお金を、清貴がどう使うか試しているのでしょう』

　そう言う店長に、清貴も『ええ』と同意した。

『僕もそう思います。ですから、もし期間内に良いと思える品に出会えなかった場合は、無理に買うつもりもないんですよ。中途半端な無駄遣いはしません。その時はすみやかに、〝良いものに出会えませんでした〟と返金するつもりです』

『もったいないとは思いませんか？』

　真顔で問うた店長に、清貴は小首を傾げる。

『どうしてもったいないんでしょうか。心惹かれない物にお金を使う方がもったいないです。中途半端な物には一文だって支払いたくありませんし、逆に心動かされる物でしたら、糸目はつけたくありません』

　清貴はさらりと言って、水すい餃ぎょう子ざをぱくりと食べ、『たまらないですね』と目を細める。

　そんな清貴を前に、店長と上田は、『もう、教育ができているような気がする』と、顔を見合わせた。
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　翌日も、市内のアンティークショップや骨董品店がオープンするであろう時間帯から動き出し、あちこちの店を見て回った。

　京都には、車一台がようやく通れるような小路がいくつもある。

　まるで迷路を進むように見て回っている時、清貴は『あっ』と声を上げた。

『どないした？』

　上田が運転席で、ハンドルを手にしたまま尋ねる。

『今の通りを曲がったところに、アンティークショップがあったんです』

『あんなとこにか』

『多分、新しい店ではないかと』

『了解やで』

　上田は左折を繰り返してその通りへと戻ると、清貴の言う通り、白い壁が印象的な真新しい北欧風アンティークショップがあった。

【風かざ見み鶏どり】という店名で、それに合わせて建物の屋根には黒い風見鶏がくるくると回っている。

　小さな駐車場に車を停めて、画廊に入る。

　ソファーに時計、チェストに小物たち。

　今時の若者に受けそうな、お洒落な雰囲気のアンティークショップだ。

　壁には、近代作家の絵画が並んでいる。

　こんなところに、オーナーが認めるような品があるのだろうか？　と上田が店内を見回す横で、清貴は脇目も振らずに壁際まで歩き、ある絵の前で足を止めた。

『さては、その絵を見付けて、ここに入りたくなったんやな』

　上田はそう言って、清貴の隣に立ち、絵を眺める。

　パリの街を描いた油絵だ。

　とても色鮮やかで、絵全体から活気が感じられる。

　清貴は、その絵の前から動こうとしない。

『この絵がええんか？』

　そう尋ねると、清貴は『はい』と頷く。

『──驚きました。パリのアンティークショップで見た絵です』

　清貴は、絵に目を向けたまま言う。

　表情は平静を装っているが、その熱っぽい口調から、清貴が興奮していることが伝わり、上田は微かに口角を上げた。

『この店の経営者が仕入れたんやな』

　そう言って、上田は作家の名前に視線を移す。

【児こ玉だま幸ゆき雄お　一九一六年～一九九二年】と記されていた。

　なんぼや、と思っていると、

『いらっしゃいませ。お気に召しましたか？』

　背後で男性の声がして、清貴と上田は振り返り、同時に『あっ』と声を上げた。

　彼は、かつて上田が離婚する際に、『レオナール・フジタ』の贋作を売りつけようとした風見だった。

『う、上田』

　動揺し、目を泳がせる彼に、

『風見、お前、もしやまた……』

　贋作を、と上田が言いかけた時、すかさず清貴が口を開いた。

『ここにある絵画は、すべて素晴らしいですね』

　その言葉から、ここには贋作はないと察した上田は口を噤つぐむ。

『風見さんと仰るんですね。お久しぶりです』

　清貴は、にこりと笑って、振り返る。

『ああ……あの時の子か、少しの間に随分大きくなって』

　風見は、顔を強張らせながら清貴を上から下まで眺めた。

　そして上田に視線を移し、苦い表情で頭を下げる。

『上田、あの時は本当に申し訳なかった。あの一件から俺は多くの友人と信用を失くしてしまい、反省したんだ。今はまっとうな商売をしていて……』

『……もう、ああしたことをしてへんのやったらええ。お前から三万で買うた絵は、気に入って今もオフィスに飾ってるし』

　そう答えた上田に、風見は少し救われたように、『そうか』と目を細める。

　二人のやりとりが終わったことを確認し、清貴は『あの』と口を開いた。

『こちらの絵ですが、八十万で売っていただけないでしょうか』

　八十万？　と風見は目を剥むく。

『ご冗談でしょう、家頭のお坊ちゃん。これは百五十万はする絵画ですよ』

『この絵はパリのアンティークショップで仕入れてきたものでしょう？　そこでは、六十万で売られていましたので』

　そう言う清貴に、風見は肩をすくめる。

『そうは言っても、俺は百五十万の価値があると思ったからね。だから仕入れてきたんだ』

『……良い目を持っておられるのに、残念ですね』

　小さく笑う清貴に、風見は眉をピクリと引き攣つらせた。

『それはどういう意味かな？』

　清貴はくるりと振り返り、店の隅の目立たないところに飾られている絵画に目を向けた。

『風見さん、あの作品の販売価格はいくらなんでしょうか？』

『あれは五万だよ。まだ名の知れていない新進作家の作品なんだが、なかなかいいなと思って仕入れたんだ』

『素晴らしいですね。やはり良い目を持っていらっしゃる。こちらはもっと目立つところに展示して、ゼロをひとつ増やして販売しても良い作品だと思いますよ』

　そう続けた清貴に、『また、何を』と風見は笑う。

『こちらの作品を描いた作家は、つい先日ＮＹで個展を開いたそうです。その際に世界中の誰もが知っている有名なサッカー選手が、彼の絵を気に入って買ったとか。作家は大喜びで、作品に今よりも相応ふさわしい額を作り、彼の許に届けると約束をしたそうです。近日中にクライアントである選手の許に絵が届くでしょう、このニュースが広まるのは、時間の問題かと』

　そう話す清貴に、風見と上田は、なんだって、と目を見開く。

『あなたもご存じでしょう、この業界はどんなに才能があっても、注目されなければ埋もれてしまう。ですが、ひとたび注目を浴び、人気作家となると、値段が跳ね上がるもの。こちらの作者は、もともと素晴らしい才能の持ち主です。世界的有名人のお気に入りとなれば、たちまちメジャーになるのではないかと思いますよ』

　そう話す清貴に、風見はみるみる画面を蒼白とさせ、額に手を当てた。

『その情報と引き換えに、児玉幸雄の絵を八十万で売れと？』

『こんな情報にそれほどの価値があるとは思っていません。ですが美術業界は狭いですし、より良い付き合いをしていると、良い情報をいち早くゲットできるものかと』

　風見はちらりと上田を一瞥し、ここは譲歩した方が今後、得かもしれない、と眉根を寄せる。

『せめて、百三十万ではどうだろう』

『それでは、今後、五年間は良い情報が届き次第、あなたにお伝えするという条件でキリ良く百万でどうでしょうか』

　間髪入れずに言う清貴に、風見は『うーん』と唸って天井を仰ぐ。

『……随分とこの絵を気に入っているようだけど、どこにそんなに魅了されたんだい？　もちろん自分も良い絵だと思ったから仕入れたんだが、君は家頭家のお坊ちゃんだ。これまで、さまざまな美術品を見てきただろう？』

　そう問うた風見に、上田も同感と頷く。

『俺も思うてたんや。色が鮮やかでパリの街並みが綺麗やし、インテリアとしても良い絵やと思うんやけど、お前がそこまで惹かれる理由はなんや？』

　清貴は絵を眺めて、眩まぶしいものを見るように目を細める。

『〝想いの一致〟ですね』

　うん？　と上田は眉根を寄せる。

『僕が初めてパリを訪れたのは、三年前、十歳の頃です。その際にパリの骨董品店でこの作品に出会いました。パリの街に感動し興奮する僕の心とこの絵が、見事にシンクロしたんです。この絵を前にすると、どうしようもなくときめくんです。まるで恋のように、僕はこの作者の描くパリの絵に魅了されました』

　風見は、ふぅん、と腕を組む。

『恋のようか、いいね。ところで君は国選鑑定人・家頭誠司先生のお孫さんで、彼の後継者だと聞いてる。将来は鑑定士に？』

『そのつもりです』

『それじゃあ、未来の名鑑定士に訊きたい。俺が胸に抱いて、ずっと解けない謎なぞだ。君の見解次第では、この絵を百万で譲ろう』

　清貴は、眼差しを強くして頷く。

『はい、風見さんのずっと解けない謎とはなんでしょうか？』

『まぁ、俺だけじゃなく人類の謎だな。レオナルド・ダヴィンチの〝モナ・リザ〟。あれは、誰を描いたものだと君は思う？』

　風見は、清貴をまっすぐに見つめながら問うた。

　ダヴィンチの『モナ・リザ』には、多くの謎が隠されていると言われている。

　フランチェスコ・デル・ジョコンドの妻・リザを描くように、依頼を受けたという説。

　聖母マリアを描いたと言われる説。

　また、マグダラのマリアを描いたという説もあった。

『僕は、世界中の人間が正解を出しているのだと思います』

　うん？　と風見は怪訝そうに顔をしかめる。

『ダヴィンチは〝謎〟を描いたのではないかと思ってます』

『──謎を？』

『ええ、表面上はリザ夫人の肖像画で間違いないでしょう。ですが〝これは本当にリザ夫人なんだろうか？〟という謎を、あえて作ったのです』

『どういうことだ？』

『ダヴィンチは、十四歳の頃に、アンドレア・デル・ヴェロッキオの工房に弟子入りしました。その工房には青年だったサンドロ・ボッティチェリも出入りしていたと言われています。当時、まだ僕くらいの年齢だったダヴィンチは、おそらく、素晴らしい才能を持つボッティチェリを意識せずにはいられなかったでしょう。ボッティチェリの作品は奥深いです。たとえば〝スザンヌの物語〟を見ても分かるように、一つの絵の中に異なる時間軸の場面が描かれ、収められている……スザンヌが脅されたところから、処刑を免まぬがれるまでを描いています。その絵に見られるように、ボッティチェリは、一枚の絵に幾重もの物語や謎を仕込んでいるところがあります。一見分かりにくかったりして、僕のような凡人はその仕掛けられた謎にすら気付かぬまま、という作品もあるかもしれません。ですが同じ感性を持つダヴィンチは、ボッティチェリの仕掛ける謎に魅了され、興奮し、そして嫉妬したのではないかと僕は思うんです』

『ダヴィンチが嫉妬？』

　そんな馬鹿な、と笑う風見に、

『ダヴィンチを神のように思っていては、見えるものも見えなくなると思います。才能が抜きん出ていても、人間ですから』

　清貴はそう答えて、そのまま話を続けた。

『ダヴィンチの絵の特徴の一つに指先があります。天に向かって、また、どこかを指している指先。それは神──もしくはイエスを指しているという説があり、もしそうだと仮定すると、〝モナ・リザ〟の指先はどこを指している思いますか？』

『あの絵の指先はどこも指していないだろう……』

　風見は絵を思い浮かべながらそう言いかけ、ハッと目を開く。

　彼女の手は、腹部を護るように添えられていた。

『表面上はリザ夫人の絵ですが、そこにひとつ謎を仕込んだ。そう、あの絵はリザ夫人であり、その裏に神の子を胎内に宿す聖母マリアの姿を潜ませ、あえて一つで二つの解釈ができる絵を描いた、つまりは〝謎〟を描いた作品──というのが僕の見解です』

　そう言ってにこりと微笑む清貴に、風見はそっと腕を組む。

『もうひとつ聞きたい。ダヴィンチは生涯、〝モナ・リザ〟と〝聖アンナと聖母子〟〝洗礼者ヨハネ〟という三枚の絵を手放さなかった、という話は知っているだろう？　それについて君の見解は？』

『そうですね。僕が思うに、未完成だったからではないかと』

『未完成？』

『ダヴィンチがあの三枚の絵を使って、大掛かりな謎を仕掛けようとしたのではないかと思うんです。ボッティチェリの絵に仕掛けた謎に自分が気付けたように、自分と同じ感性を持つ者に気付いてもらい、そしてその者を唸らせたいと思ったのではないでしょうか。三枚の絵を使い、最高の仕掛けをしたいと思ったけれど、それは叶わなかった。もし完成していたら、三枚の絵を手放していたのではないでしょうか。未完成だから持ち続けたのではないかと』

　風見は、ふむ、と頷く。

『……面白いな。ダヴィンチは〝謎〟を描いた。もしそうだとするなら、謎が解けるはずがない。そもそも、ダヴィンチは謎を描いたのだから。そして解けない謎だから人類はあの絵に魅了され続ける。そして未完成だから、手放さなかった……』

　独り言のようにぶつぶつと呟く風見を、上田は軽く肘ひじで突つく。

『おい、風見。これはまだまだ十三の男の子の仮説やで』

『もちろん、分かっているよ』

　風見はそう言ったあと、清貴に視線を移す。

　まだ、十三か……末恐ろしいな、と小声で洩らして、清貴を見た。

『──分かった。この絵を百万で売ろう』

『ありがとうございます』

『おっ、風見も折れたか。〝寺町三条の小さなホームズ〟はたいしたもんやろ』

　上田は上機嫌で、清貴の肩に手を乗せる。

『ホームズ？』

　首を傾げる風見に、清貴は肩をすくめた。

『苗字が家頭なので、そういうあだ名が……』

『なるほど、しかし〝小さなホームズ〟とは思わないな。君はもうほとんど大人のようなものだろう。今回譲歩したのは、君に恩を売っておくほうが何倍も得だと考えたからだよ。寺町三条のホームズくん』

『……ありがとうございます』

　清貴は深く頭を下げ、絵を受け取った。





２






　──その時のことを懐かしく思いながら、清貴は家頭邸の展示室の壁に飾られている児玉幸雄の絵を眺めた。

　あの日、この絵を持ち帰りオーナーに見せると、彼は何も言わずに『ほうか』と頷き、微笑んだだけだった。

　笑みを見せたということは、悪くなかったということ。

　百五十万の品を百万で買ったから、残りの十万は貯金させてもらう、と伝えると、オーナーは『さすがやな』と声を上げて笑った。

　おそらくオーナーは、パリにあったこの絵を、京都のアンティークショップが仕入れたことを知ったのだろう。

　パリに行くたびに、この絵を前に目を輝かせていた孫の姿を見て、自分の手で買わせてやりたいと思ったに違いない。

　簡単に買わせないのが、彼らしくもあるのだが……。

「この絵を手に入れる時に、お前は風見はんに『モナ・リザ』について自分の見解を述べた話は聞いているんやけど、なんでその見解をあの時に話さなかったんや？」

「あの時とは？」

　清貴は小首を傾げて、オーナーを見る。

「葵ちゃんの誕生日パーティの時や。上田はんが『モナ・リザ』のポスターを持ち込んだやろ。あん時、上田はんは、お前にあの話をしてもらいたかったんとちゃうか？」

　清貴は、ああ、と相槌をうった。

「おそらく、そうだったのでしょうね。ですが僕は、『モナ・リザ』に関する自分の見解を話したくなかったんです。察しの良い上田さんはすぐに僕の気持ちに気付いて、無理強じいをせずに引き下がってくれましたが……」

「なんで話したくないんや？」

「僕個人の仮説を『正解』のように思われるのは嫌だったんです。ダヴィンチの絵を観てどう感じるかは、個人の自由です。自分が感じることを大事にしてもらいたい。それが、観る者一人一人に対する、ダヴィンチからのプレゼントだと思うんです」

　オーナーは、ほお、と頷き、絵に視線を移す。

「そんなお前が、風見はんを自分の仮説に惹き込ませたんやから、この絵をどないしても欲しかったんやなぁ」

「……そもそも、風見さんは僕の仮説を『正解』だと思わないですしね。十三の子どもの仮説が面白かった、と受け取ってくれた程度でしょう」

　オーナーは、「せやろか」と肩をすくめる。

「ほんでも、そないに気に入って手に入れた絵を自分の部屋に飾らず、ここに飾ったんは意外やったわ」

　オーナーは絵に目を向けたまま、懐かしげに言う。

「……ここにある方が、映えます」

　清貴はそれだけ言って、口を噤んだ。




　話には、続きがあった。

　絵を手に入れた清貴は意気揚々と自室に持ち込んで、興奮しながら包みを開いた。

　その絵を目の当たりにし、愕然としたのだ。

　絵の素晴らしさは少しも変わっていないのに、抱いていたときめきが嘘のように消えてしまっていた。

　それは、譬たとえようもない喪そう失しつ感かんだった。

　手に入れたことで、この絵に抱いていた恋に似た特別な感情を失ってしまっていた。

　そんなふうに変わってしまった自分に戸惑った清貴は、『この絵に限ったことなのかもしれない』と、それから何度か『本当に欲しいと思った物を手に入れる』ということを試してみた。

　だが、結果はいつも同じ。

　手に入れた途端、嘘のようにその品への情熱を失ってしまう。

　祖父の品であったり、骨董品店『蔵』の商品のままの方が、いつまでも『特別な想い』を抱いていられるのだ。

　──それからだ。

『本当に欲しいものは、自分のものにはしたくない』と思うようになった。

　あんなに輝いて見えたものが一瞬で色いろ褪あせ、胸のときめきが嘘のようになくなってしまう感覚を、もう経験したくはない。

　そう、十三歳のあの日に、自分の本質に気付いてしまったのだ。

　これまで誰も、こんな自分の性質を見抜く者はいなかった。

　たった一人を除いては───。

　円生の姿が頭を過り、清貴は奥歯を噛かみしめる。

　彼が言う通り、自分が葵との関係を進められないのは、そこにあった。

『手に入れた途端、執着がなくなってしまうのは、「物質」に対してだけです』

　人に対しては違うんだ、と反論したが、正直なところ分からないのだ。

　これまで女性と関わりを持ったことがあっても、強い情熱を抱いたことがなかった。

　こんなふうに、誰かに強い恋心を抱き、一喜一憂するのは、葵が初めてだ。

　そんな彼女を手に入れてしまったら、自分はどうなるのだろう？

　もっとこの気持ちが強くなるならば、そんな幸せなことはない。

　だが、もし、今抱いている気持ちが、嘘のように消えてなくなってしまったら……？

　自分の想像に、ぞくりと背筋が冷える。

「清貴、次の修業先はどこや？」

　オーナーに問われて、清貴は我に返った。

「明日から東京です。塾の講師をしてきます」

　ピッタリやな、とオーナーは笑う。

「だといいんですが。それでは、行ってきます。ここの施錠をお願いしますね」

　清貴はオーナーに一礼をして、その場を離れた。

　展示室に飾られた、パリの街並みを描いた絵画は、あの頃と変わらない輝きを放っていた。









掌編　『宮下香織の恋路』











「香織さんは、俺と付き合ってみてもいいかなと思ったりする？」

　家頭清貴の元学友であり、現医学研究院生の小こ日向ひなた圭けい吾ごは、コーヒーカップを置くなり、眼鏡の奥の目をにこりと細めた。

　軽い口調だったのは、あえてなのだろう。

　その証拠に、短髪では隠し切れない耳が真っ赤になっていて、それを誤魔化すようにくしゃくしゃ頭を掻く。

　そんな彼を前にしながら宮下香織は、この人は悪い人ではないんだな、と思っていた。

　ここは、寺町三条近くにある、世界的に有名なカフェの二階席だ。

　彼にデートに誘われた香織は、『どこか行きたいところがあれば』と問われて、『映画に行きたい』と答えた。

　慣れない人間と出掛けるならば、映画がいい。

　一緒にいるけれど、自分の世界に没頭できるし、長い時間を潰つぶせる上、その後、共通の話題もできる。

　観たい映画があったため、ちょうど良かったのだ。

　一人で行っても構わないのだけど、今回は一人で行くのも躊躇われるホラーサスペンスだ。親友の葵を誘ったところ、『大画面で観る自信がない』と断られてしまった。

『香織さんが映画がいいと言うから、てっきり今人気の恋愛ものかと思ったら、まさかホラーサスペンスとは思わなかった。でも、らしいよね』と彼は笑っていた。

　らしい、とは、どういうことなのだろう。

　彼とは年始に皆で食事をし、その後、連絡先を交換して、メッセージのやり取りをするようになった。

　そのメッセージはちょっとした近況報告程度のものであり、『らしい』と思われるほど、彼は自分を知っているのだろうか、と香織は訝しく思う。

　今日は三条の映画館で映画を観て、その後、近くのカフェでお茶をしようということになり、現在に至る。

　他愛もない話を続けて、ひと呼吸ついた時、冒頭の台詞せりふが彼の口から飛び出したのだ。

「小日向さんとお付き合い……」

　香織は、カップを置いて、うーん、と唸る。

「香織さん、すごい険しい顔してるよ」

「あ、かんにん。考えてしもて」

「俺と付き合ったら、どうなるか？」

「それもそうやし、なんで、小日向さんは私と付き合いたいて思うんやろて」

　そう言う香織に、小日向は目をぱちりと開いた。

「なんで、って。それはもちろん、『いいな』と思ったからだけど」

「それやねん。うちは愛想も良くないし、気の利いたことも喋しゃべれんし、そのくせミーハーでおたく気質やし、女子的にどうやろて思うてて。周りには女子力の高い女の子が多いんや。うちのお姉とか、親友の葵もそうやけど、同性の私から見ても『守ってあげたい』て思わせるところがあるていうか。葵なんて、もうすぐ誕生日を迎える彼氏のホームズさんのためにネクタイを自分で作りたいて、わざわざソーイングサークルに通って教えてもらってたんやで。彼氏のためにそないに一生懸命できるて圧倒や。うちにはそういう女子力は皆無やし」

　香織が真顔で言うと、小日向はぷっと愉しげに笑う。

「笑うとこ？」

「ごめん、面白くて。そういうところがいいな、と思ってるんだけど」

　香織は、へっ、と洩らすと、急に頬が熱くなって俯いた。

「……悪趣味やね」

「そうかな。人の好みは千差万別なわけだし、『悪趣味』とは思わないけど」

「…………」

「俺には姉が三人いてね」

「三人も？」

「そう。自分の姉のことを言うのは気恥ずかしいけど、三人ともそれなりに見栄えがするし、モテるタイプなんだ。だけど表で取り繕つくろいつつ、裏ではひどいのを散々見てきているから、物心ついた時から軽く女性不信でさ」

　そう話す小日向に、香織は「なんや気持ち分かるし」と笑う。

「でしょう。だから、香織さんみたいに常に『素』の人って、ホッとするんだよ。きっと、家でも外でも同じ感じなんだろうなって」

　香織は、少しだけ納得して相槌をうった。

「少し分かってくれたかな。検討してもらえる？」

「……最初は小日向さんは、うちをからかってはるんやて思うてて……今はそうやないっていうのは、なんとなく分かってます」

　なんとなくか、と小日向は肩をすくめた。

「せやけど、うちが小日向さんに対して、まだ特別な感情を持てていなくて」

「まだ、ってことは、これから持てるかもよ？」

　香織は苦笑して、目を伏せた。

　こう話しながらも、香織は店長の姿が頭をチラついて仕方がなかった。

「他に好きな人がいるとか？」

　そう問われて、香織は真っ赤になって目をそらす。

「……よく分からへんのやけど、もしかしたら好きかもしれへんて人はいて」

　話しながら、テーブルの上に置いた香織の手がカタカタと震えた。

「同じ大学の人？」

　香織は、ふるふると首を振る。

「すごく年上で、きっとうちなんて眼中にないて思う」

「そんなの分からないと思うけど？」

　小日向は頬杖をついて、笑みを見せた。

　だが、心から笑っていないのは伝わってくる。

「そもそも、好きになったらあかん人やと思うてて」

「もしかして既婚者？」

　小日向の声のトーンが下がったことで、香織は勢いよく顔を上げた。

「ちゃう、そんなんやない」

　そう言うと、小日向は背もたれに背を預けて、小さく息をつく。

「そっか、ホッとしたのか残念なのか、分からないなぁ」

「えっ？」

「だってもし、香織さんが既婚者に恋をしてたら、表立って反対できるから。香織さんは『もしかしたら好きかも』なんて言ってたけど、『完全に好き』なんだと思うよ、顔に書いてある」

「顔に」と香織は頬に手を当てた。

「そう、ものすごく可愛い顔してた。『その人が大好き』って」

　小日向は、いたずらっぽく笑ったあと、残念だなぁ、と大きく息をついた。

　香織は、何も言えずに頷いた。

「それで、香織さんはどうするの？」

「どうって？」

「すごく年上で、自分なんて眼中にないだろうから、ずっと何もせずにそのまま？」

　そう問われて、香織は弱ったように目をそらす。

「香織さんは意外に思うかもしれないけど、俺が香織さんに連絡先を聞いたりデートに誘ったりするって、結構勇気を振り絞ってやってることなんだよ？」

　香織は意外に思い、驚いて顔を上げる。

　彼を『遊び人』だとは思わないけれど、女友達は多そうだし、女性を誘うことなど日常茶飯事ではないかと思っていたからだ。

「そんなに驚いた顔をするかな」

「小日向さん、なんとなく慣れてはるし、気軽に女の子を誘える人なんやと」

「そりゃ、たいして気のない女の子相手なら気軽に誘えるけど、付き合いたいと思っている子を誘うって、勇気がいるよ。それは男女ともに、さほど差はないと思うんだ」

　香織は黙って相槌をうった。

「だから、もし俺の勇気を尊重してくれるなら、香織さんにも勇気を出してほしいって、勝手ながら思うかな」

　そう言ってにこりと笑う小日向に、香織はぐっと息を呑んで、目を伏せた。

　黙り込む香織に、小日向は焦ったように前のめりになる。

「あっ、俺の勝手なお願いだからね？」

　香織は、分かってます、と頷き、くしゃりと前髪をかきあげた。

　ふと、店内のポスターに目を向ける。

『期間限定バレンタインメニュー・チョコレートドリンク』と書かれていた。

「……もうちょっと、自分の気持ちと向き合いたいて思います」

　小日向もポスターに目を向けた。

「そうか、もうすぐバレンタインか」

「せやね。ホームズさんの誕生日や」

「えっ、そうなの？　家頭の誕生日はバレンタインなんだ？」

　驚く小日向に、香織はぷっと笑う。

「なんや、知らへんかったんですか？」

「そりゃ、男同士で誕生日を聞いたりしないし、そもそも、あいつは聞かれない限り自分のことを話したりしないから」

「……そうなんや」

「俺は割と人のことを見抜けるタイプの人間なんだけど、家頭だけは本当にミステリアスな男で、何考えているか分からなかったんだよなぁ。絶対に他人に心を開かない奴だと思ってたんだけど、そんなあいつに彼女ができて、あんなふうになるなんて……」

　松花堂庭園・美術館で、葵に向かって駆け出して行った彼の様子を思い出したのか、小日向は口に手を当てて、ぷっと笑う。

「それ、分かります。同感や」

　香織も一緒に笑って頷き、もう一度ポスターに目を向ける。

　しっかりと自分と向き合って、結論が出たらバレンタインの日にチョコを渡しに行こう。

　香織は手の中のカップを包むように持ち、ぎゅっと力を込めた。









第三章　『復讐のショータイム』











　時は三月上旬。

　場所は大阪府のテーマパーク、野外ステージのバックヤード。




【あなたがこれまでにしてきた非人道的なことのすべては、今日皆に暴かれます。

　エンターテインメントにすべてを捧げたあなたは、エンターテインメントの中で消滅してください】




　台本に書きなぐられた真っ赤な文字。

　それは、『復讐ショー』の幕開けだった。

　しかしその復讐計画は、ホームズさんこと家頭清貴さんがその場にいたことで、大きくかたちを変えてしまうこととなるのだけど……。

　話は少し前に遡さかのぼる────。
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　──ほんのり柔らかな香りが、骨董品店『蔵』の店内を包んでいる。

　店内に飾ってある桃の花を眺め、その愛らしさに私は目を細めた。

　暦は、三月。

　先月は節分の日に行われた出町柳桝形商店街の『花と和歌と抹茶のお店』に続き、バレンタインデーと同日であるホームズさんの誕生日という、自分にとって大きなイベントが二つあった。

　ホームズさんの誕生日。あの日は本当に楽しかったな。

　私は店内の掃除をしながら、あれこれと思い出して頬を緩ませる。

　今年は、『修業をがんばりつつ、プライベートを充実させる』と誓ったホームズさんは、自分の誕生日にしっかりと休みを取って、日帰りだけれど京都に帰って来てくれた。

　そのため、一日デートできたのだ。

　ホームズさんの誕生日。私には、ちょっとした目論見と計画が二つあった。

　一つは、いつもはエスコートしてもらってばかりなので、今回だけは私がエスコートしようと心に決めたこと。

　二つ目は、いつも飄ひょう々ひょうとしているホームズさんを驚かせたいと考えていたのだ。

　二月十四日、デートの日。

　私は事前にホームズさんに、温かい格好をして来ることと、決して車では来ないでほしいということを伝え、その上で、待ち合わせ場所まで父の車を自分で運転をして向かった。

　実はこの計画のために、昨年、学校とバイトの合間に免許を取ったことをホームズさんには内緒にしていた。

　車で到着した私を見た時の、ホームズさんの驚いた顔といったらなかった。

『──葵さん、免許を取られたんですか？』

　目を丸くして声を裏返すホームズさんを前に、『ええ、そうなんです』と私は何でもないことのように頷いた。そして、ホームズさんがしてくれるように、彼のために助手席のドアを開ける。

『それじゃあ、助手席に乗ってください。今日は私が運転しますので』

『……おおきに、葵さんが運転って、ほんまに信じられへん』

　助手席に座ったホームズさんは、しつこいくらいに『運転代わりますよ』と言ってきた。

　けれど、私は決してハンドルを譲らず、

『僕はそもそも、助手席って落ち着かないんですよ。本当に大丈夫ですか？　気を付けてくださいね。ああ、ほんまにこの席にもブレーキが欲しい。せやけど何かあっても葵さんと一緒やし本望や』

　などと、失礼なのか嬉しいのか、分からないことも言われたのだけど……。

　まず向かったのは、嵯さ峨が野の。

　そこに車を停めて、トロッコ列車に乗った。

　以前、意外にもホームズさんが、まだ行ったことがないと言っていた『保ほ津づ川がわ下り』に行こうと思ったのだ。

『なるほど、それで温かい格好をしてくるように言ってたのですね』

　ホームズさんは、納得、と頷いて、嬉しそうに微笑む。

『そうなんです。本当は桜や紅葉の時季がベストなんでしょうけど、晴れて良かったですね』

　幸運にもぽかぽかと春のような陽気だ。また、冬季期間はストーブ付きの『お座敷暖房船』が運行されているので寒さの心配をすることなく、約九十分の船旅を満喫することができた。

　ホームズさんは初めての乗船だというのに、やはりなんでもよく知っていて、船上から『小こ鮎あゆの滝』のことや、平安時代、清せい和わ天皇が病気療養中に鵜う飼かいを楽しんだという『鵜飼の浜』の話を、丁寧にしてくれる。

　他の乗客も聞き入っているのが可笑しく、やはりホームズさんはどこに行ってもホームズさんだと思った。

　保津川下りを終えたあとは、嵐あらし山やまでランチを食べた。

　そこで私はホームズさんに、誕生日プレゼントとバレンタインチョコレートを渡した。

　プレゼントは社会人として修業中のホームズさんに、ハンドメイドのネクタイ。

　質の良い素敵な生地を買い、ソーイングサークルに通うクラスメイトに頼んで、何度かサークルに参加させてもらい、練習をして縫ぬったのだ。

『とても、嬉しいです。まさかネクタイを縫ってくださるなんて……いや、本当に今日は葵さんに驚かされっぱなしです』

『良かった。いつもエスコートしてもらってばかりなので、今日はどうしても私がエスコートした上で、驚かせたかったんですよね』

　ラッピングした箱を手渡すと、

『葵さん、あなたは本当に……』

　ホームズさんはそう言って、額に手を当てていた。

　食後は、洛らく西さいデート。

　狛こま犬いぬならぬ狛鹿が可愛らしい、紫むらさき式しき部ぶの氏神といわれる春日かすが大たい社しゃの第一分社〝京きょう春日かすが〟の『大おお原はら野の神社』を参拝して、最後に『善よし峯みね寺でら』へと向かった。

『善峯寺』は高台にあり、京の町を見渡すことができるのだ。

　以前、ホームズさんと銀閣寺や清きよ水みず寺でらから京の町を眺めたのを懐かしく思い出しながら、洛西からの京都を見渡す。

　いつもと反対方向から観る景色は新鮮で、最高の見晴らしだった。

　何より、京都は東西南北どこに行っても素晴らしい社寺があることに、心から感心した。

　夜は、『ぜひ、今日のお礼をさせてください』と、ホームズさんが強く言ったことで、京都駅直結のホテルグランヴィアでディナーをご馳走になり、その後は、東京に戻る彼を改札で見送って別れたのだけど……。







「……本当に、楽しかったな」

　そう、作戦も成功して大満足な一日だった。

　これでしばらく会えなくても大丈夫……、と思っていたのに、再びホームズさんに会えない日々を迎えたことで、私は以前よりも寂しさを感じていた。

　修業がスタートしてもうすぐ一年か、とカレンダーに目を向ける。

　会えた日が嬉しくて楽しかったからこそ、その分、堪こたえるのかもしれない。

　ずっとこの店で一緒に過ごしてきたのだ。

　思えば、あの頃は、贅ぜい沢たくだったな……、と苦笑したその時、カランとドアベルが鳴った。

「いらっしゃいませ」

　私は、扉に向かって笑顔を向ける。

　そこにいたのは、このレトロな空間とはミスマッチな華やかな青年。

「おっす、葵ちゃん。絶世の美男子を一人お届けに参りました」

　──秋あき人ひとさんだ。

「秋人さん、いらっしゃいませ」

　彼の名前は、梶原秋人。

　出会った頃は駆け出しだったが、今や名の知れた人気俳優だ。

　元々、目を惹く外見なのだが、最近さらに洗練されたように思える。

　秋人さんがここに来るのは、久しぶりだった。

　彼はそのまま店内を進み、躊ちゅう躇ちょすることなく私の対面に腰を下ろす。

「お久しぶりです、秋人さん」

「おう。新年会以来だな」

「いつ京都に帰って来たんですか？」

「ついさっきだよ。夕方、大阪で打ち合わせがあるんだ。で、もしかしたら、ホームズがここにいるかも、と思って来たんだけどよ」

「ホームズさんは、今東京ですよ」

　私はコーヒーの準備をしようと、給湯室に入った。

「なんだ、あいつ、今、東京なのかよ」

　背中に秋人さんの不満げな声が届いて、思わず笑ってしまう。

　芸能活動をしている秋人さんは、東京に住んでいる。

　だが関西での仕事も多く、その際には京都に帰って来て、烏からす丸ま四条にある実家のマンションを一人で使っているそうだ。

　ホームズさんが活動の拠点である東京に来ていたのに連絡がなかったのは、『自称親友』としては面白くないのだろう。

「本当に秋人さん、ホームズさんが大好きですよね」

　コーヒーを淹れながら、ふふっと笑うと、秋人さんは面白くなさそうに口を尖らせる。

「そんなんじゃねーし。ちょっとお願いしたいことがあっただけだよ」

「お願いって？」

「まあ、仕事の相談つーか。でも、今は東京で仕事してるなら、どの道無理か」

　残念だなぁ、と秋人さんは息を吐いた。

「あ、でも、そろそろ帰って来る頃みたいですよ」

「えっ、そうなのか？」

「ええ。今回は塾で短期講師をしているんです。最初は『延長してもらいたい』って言われていたのに、最近は『君が講師をやるのは危険かもしれないね』と言われてしまったとかで」

　そう言って、コーヒーカップをカウンターに置くと、秋人さんは顔をしかめた。

「何が危険なんだよ？　女生徒を惑わせてんのか？」

「いえ、生徒は中学生男子ばかりなんですが、みんなホームズさんの熱烈な信者みたいになってしまったようで……」

「信者……」

　と秋人さんは目を丸くする。

　それは、とても想像がつく光景だった。

　以前、松花堂庭園・美術館で働いていた時も、ボランティアで来ていた中学生男子が、ホームズさんの信者のようになっていたのが記憶に新しい。

「つまり、皆揃って利休みたいになるってわけだ。あいつ、中二病男子の心をくすぐる何かを持ってんのかもな。下手すりゃ洗脳講師なわけだし、そりゃマジで危険だ」

　怖い怖い、と秋人さんは笑う。

　そういう秋人さんも、もしかしたら洗脳された一人なのでは？ と思ったものの、口に出すのはやめておいた。

「もし、何か言付けがありましたら伝えておきますよ」

　そう言うと秋人さんは、『どうしようかな？』という表情を浮かべながら、カップを口に運ぶ。

「いや、今の企画がどうなるか分からないし、決まってからでいいかな」

『今の企画』がなんなのか気になったけれど、話したくなさそうなので追求はせずに私もコーヒーを口に運ぶ。

「そういえば、秋人さんのドラマ、大好評ですね」

「おう、サンキュー」

　昨年の秋から、彼はドラマに出演している。

　夕方の六時半から放送される三十分ドラマで、ずばり『レンジャー』もの。

　代々レンジャーはさまざまなテーマで演じられてきているが、今回は『ご当地もの』だった。

　秋人さんが演じる普通の青年は、自分が関東の地を護る特別な能力を持つ戦士『ブルー』であることを伝えられる。

　ブルーは『全国にいる仲間を探しなさい』という指示を受け、北海道から沖縄まで全国津々浦々にいる仲間を探して回るのだ。

　だが、見付けた仲間は、ブルー同様、自分が戦士の魂を持つことを信じられない。

『俺も最初は信じられなかった。でも、俺たちは、特別な存在なんだ！　俺は関東を護るブルーで、お前は東北を護るグリーンなんだよ！』と熱く説得し、仲間を集めていく。

　普通のレンジャーものと違うのは、中心のカラーがレッドではなくブルーであること。

　ご当地ものというのもあり、レッドはこれから登場する、『赤』をイメージカラーとしている某球団で知られた中国地方に譲ったそうだ。

　定番の展開、美男子たちの共演、お涙あり、コメディあり、バトルあり、ご当地の観光案内とグルメありの三十分ドラマは、通称『ご当地レンジャー』と呼ばれ、制作側の思惑を遥かに上回る反響となり、たちまちお茶の間の親子の心を釘付けにした。

　元々上り調子だった秋人さんだが、このドラマを経て、『名の知れた人気俳優』の仲間入りを果たし、そのドラマは今年、第二期がスタートすることも決まったのだ。

　ホームズさんも、時々観ているようで、『秋人さんの良さが存分に出ているドラマですね』と話していた。

「そうそう、ご当地レンジャーの北海道編、ホワイトを仲間にした時の回が面白かったですよね。牧草ロールに乗って相手を説得するシーンとか、秋人さん、似合いすぎてました」

「あー、あれ、俺が一度乗ってみたいって言ったら、せっかくだから、そういうシーンにしようってなって。ノリのいい現場でよ」

「結構な話題になったみたいですよね」

　北海道の牧場では、『ブルーのように牧草ロールの上に乗って写真を撮ろう！』というスポットができているらしい。

「だな。『牧草ロールの上で告白しよう』とか、『プロポーズをしよう』という企画もご当地で立ち上がって、盛り上がってるらしいぜ」

「牧草ロールの上に乗ってプロポーズ……」

　地域が活気付くのは良いけれど、牧草の上からプロポーズされるのは、どうなんだろう。

　つい、ホームズさんが牧草ロールの上でプロポーズしてくれる姿を想像してしまった。

　黒いタキシード姿で真っ赤な薔薇を持ち、『葵さん、結婚してください！』と手を広げる姿を──。

「…………」

　そんなところでも、彼ならそれなりに様になりそうだ。

　何より、どこであろうとプロポーズしてくれるのは嬉しく、思わず頬が熱くなる。

　……いや、冷静になろう。牧草ロールの上だ。遠距離恋愛が続くと妄想も乱暴になってくる、と私は額に手を当てた。

「葵ちゃん、赤くなったり青くなったりして、どうした？」

「あ、いえ、レンジャーも絶好調で、秋人さんもすっかりスターですね」

　私は誤魔化すように笑いながらも、出会った頃のことを思うと、感慨深かった。

　当時、彼はドラマでは端は役やく、ようやく舞台のお仕事をもらえていたという、知る人ぞ知る俳優だったのだ。

　私の言葉に、てっきり『まーな、今や俺はもう大スターだ』と調子に乗ったようなことを言うかと思ったが、意外や、秋人さんは何も言わない。

　それどころか、少し苦い表情を浮かべている。

「……秋人さん、どうかしました？」

「あーいや、なんでもない、大丈夫。それじゃあ、俺もそろそろ行こうかな」

　と、コーヒーを一気に飲み干した。

「まだ来たばかりじゃないですか」

「ほら、こうして閉ざされた空間で葵ちゃんと二人きりなんて、ホームズに知られたら俺の身が危ないだろ」

　いたずらっぽく笑う彼に、私も思わず笑ってしまう。

「店なんですから、当たり前ですよ。店長や上田さんと二人きりになることもよくあるし、危なくなんてないです」

「いやいや、俺は類稀なイケメンだし」

　いつもの調子の彼に、少しホッとした。

「そんじゃ、もしホームズが帰って来たらよろしくな」

「はい、秋人さんもお仕事がんばって」

　私がそう言うと、秋人さんは「おう」と手を上げて、店を出て行く。

　再びカランと鳴るドアベル。

　遠ざかっていく秋人さんの背中は少し憂いを帯びていて、私はそっと小首を傾げた。
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　それから、数日後。

　清貴はホワイトボードに書き込んだ数式をすべて消して、くるりと振り返った。

　会議室を思わせる白い壁の教室には、長テーブルが二列四台並んでいて、それぞれ制服の違う中学生男子が行儀よく座っている。

　ここは、清貴が期間限定で勤めている都内の塾の教室であり、たった今授業が終わったところだった。

「さて、今日で短期講習は終わりですね。短い間でしたが、ありがとうございました。皆さん一人一人が優秀な方ばかりで、僕自身教わることも多く、とても楽しかったです」

　清貴が微笑んで胸に手を当てると、生徒たちは目を潤ませる。

「先生、こちらこそありがとうございました」

　一人の生徒が声を上げると、「ありがとうございました！」と皆が揃って頭を下げる。

「俺たち……短い間でしたけど、先生に教わることができて幸せでした」

「僕も京大に進んで、先生の後輩になって、会いに行きたいと思ってます」

「本当は先生にずっとこの塾にいてもらいたいです。まだまだ教わりたいです」

　口々にそう言う生徒たちに、清貴は嬉しそうに目を弓なりに細める。

「ありがとうございます。皆さんにそう言っていただけて光栄です。ですが、僕が教えられることのすべてをこの三週間に込めました。皆さんは、経験のすべてを糧かてとして、がんばっていただけたらと思います。そしていつか、成長した皆さんと再会できるのを楽しみにしております」

　清貴はそこまで言って、「さて」と皆を見回す。

「今回も『質問』を受け付けますよ。勉強に関することでも、そうではないことでも構いません。今回が最後となりますね」

　塾の講師を始めてから、清貴は授業が終わると質問を受け付けていた。

　最初はもちろん、勉強に関する質問を受けていたのだが、次第にプライベートな質問をしてくる生徒も増えてきて、今ではなんでもありな相談タイムとなっている。

　すると、おずおずと生徒の一人が手を挙げた。

「あの、ずっと先生に訊いてみたいと思っていたんですが、女の子にモテるには、どうしたら良いでしょうか？」

　その質問に、教室の皆が、おお、とどよめく。

　どうやら、皆が訊きたかったことのようだ。

「バカだな。イケメンの先生に訊いても、参考にならないって」

「そうそう、世の中すべて『ただしイケメンに限る』なんだから」

　そんな言葉も聞こえてきて、清貴は微かに肩をすくめた。

「そう言っていただけるのは、ありがたいのですが、僕はモテるわけではありませんし、そういう意味で参考になるかどうか分かりませんが……」

　皆はその言葉をまったく信じていない様子で、「またまた」と半笑いを浮かべている。

「これは、以前他の方にも話したことがあるのですが、モテる男性とは女性との距離感を詰めるのがとても上手いです。極論ですが、それさえできれば、外見は関係ないといっても過言ではありません。ですが、その距離感を詰めるには、絶対的な前提条件があります」

　清貴はペンを手に、ホワイトボードにさらさらと書き込む。

　生徒達は、前提条件、と洩らし、呼吸をも止める勢いで、清貴の話に集中していた。

　清貴は『清潔感』とボードに書き、再び皆の方を向く。

「清潔感……？」

　と、前列の生徒が、少し拍子抜けした声を出した。

　他の皆も、なんだ、そんなことか？　という雰囲気だ。

「はい、珍しくもないごく普通のことです。ですが、これがモテるための前提であり、『絶対条件』です。自分の容姿スタイルがどうあれ『清潔感』のある男であること。たとえば、もし体型がふくよかであっても、清潔感さえあれば不快にさせません。むしろ『ぬいぐるみのクマさんみたい』と、プラスのイメージに転じさせることも可能なわけです」

　その言葉に、ふくよかな生徒たちが目を輝かせる。

「えげつない話をしてしまいますと、元々男女は『良い遺伝子を残したい』という本能からスタートしています。男女ともに美しい人を求める者が多いのは、それが分かりやすく『優秀』だからです。それでは美しくなければ駄目なのかといえば、そうではありません。外見はあくまで武器のひとつ。つまり、何かひとつでも『優秀』であれば良いのです。勉強が得意なら勉強を、運動が得意なら運動を、文才、料理、ゲーム、なんでも良いのです、自分の得意分野を磨き、その分野においてプロフェッショナルとなり、収入を得られるようになったならば、必然的に自信と富が付いてきますし、必ず異性を惹き付けるでしょう」

　その言葉に皆は、おお、と目を輝かせる。

「あの、それで異性が接近してくれたあとは、どうしたら良いのでしょうか？」

「それはもちろん、ケースバイケースです。状況を見極めて、次の一手を考えてください。基本は相手の一手を見てから、余裕をもって冷静に一手を返すこと。そうそう、近年ビジネスにおいて『孫そん子しの兵法』が役立つと言われてきていますが、恋愛にも役立つのではと思いますよ」

　そう話した清貴に、皆は『孫子の兵法』と、納得とばかりに相槌をうつ。

「とはいえ、あまり計算高くならないように。男たるもの常に紳士であり、女性を護れる存在であることを心掛けてくださいね……僕が言えるのはこの程度でしょうか。恋愛講義は管轄外でして、申し訳ないです」

　清貴が胸に手を当てて軽く頭を下げると、

「先生、本当にすごいです！　今までありがとうございました！」

「人生の師です」

　生徒たちは立ち上がって、目に涙を浮かべながら拍手をする。

　教室の外では、清貴を雇った経営者が、「この雰囲気、本当に怖くて」と、額に手を当てて隣に立つ若い男に顔を向けた。

「あっ、失礼しました。家頭先生の講義、もう終わるようです。皆が短期間で学力アップしまして、それは大変ありがたかったのですよね」

　すると、その若い男──秋人は肩をすくめ、勢いよく教室の扉を開けた。

　ホワイトボードを消していた清貴は、驚いて振り返る。

「──秋人さん？」

　秋人はすたすたと歩み寄り、清貴を押しのけるようにして生徒たちの前に立った。

　生徒たちは、「梶原秋人だよな？」「ご当地レンジャーのブルーだ」とざわめく。

　秋人は息を吸い込み、「ああもう」と大きく吐き出した。

「なにが、『相手の一手を見てから』だ、『孫氏の兵法』だよ。恋愛にそんなのはいらねぇだろ、面倒臭ぇ。いいか、好きだと思ったらデカい声で『好きだ！』って言えよ！　振られたら仕方ねぇ、次にいけ。それでいいだろ、バカか！　恋愛を頭で考えたりしていると、彼女がいるのにいつまでもウダウダして手も出せねぇ、こんな面倒くさい男になるんだからな！」

　ばんっ、と机を叩きつけて叫んだ秋人に、皆は顔を見合わせて、うおおお、と地鳴りのような歓声を上げた。
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「あー、すっきりした」

　秋人は、ストローを使って出されたアイスコーヒーをずずっと飲む。

「……突然、どうしたのでしょうか？」

　清貴は冷ややかな目で、秋人を見据えた。

　二人は塾構内の応接室で向かい合って座っていた。

　そこは主に三者面談の際に使う小さな部屋であり、応接室といってもテーブルに椅子が四脚あるだけの無機質な空間だった。

「あ、もしかして怒ってる？」

　秋人はストローを咥くわえたまま、上目遣いで清貴を見た。

「いいえ、別に。あなたの演説は素晴らしかったですよ。真理ですね」

「おっ、マジでそう思う？」

「ええ、あなたのようになれたら何も問題がないのですがね。なんせ僕は頭で考えすぎるところがあって、彼女がいるのにいつまでも手を出せず、ウダウダしている面倒くさい男ですから」

　清貴はしれっと言って、コーヒーを口に運ぶ。

「いや、絶対怒ってるだろ。教祖の面目丸潰れだと思って」

「ああ、いえ、それは別に。どう思われようと気にならないので。相手が僕に心酔しようと幻滅しようと、それは相手の自由ですし、僕は僕であり続けるだけです」

　秋人は、へぇ、と相槌をうつ。

「そういうのは、俺にも分かるな」

「……でしょうね。ところで、僕に用があったのでは？」

「そうだった。この薄情者が」

　秋人は急に、恨みがましい目を見せる。

「薄情者とは？」

　清貴はカップを置いて、小首を傾げる。

「東京に来てるなら、声くらい掛けろよ。薄情だろ？」

「僕も遊びで来てるわけじゃないですし、あなたも忙しくされているではないですか」

「まぁ、そうだけどよ。最近マジで忙しいし」

「そんな忙しいあなたがここに来たのは、僕にお願いごとがあってのことですよね？」

「さすが、話が早ぇな。そうなんだよ、頼みがあるんだ。お前も忙しいのは分かってるし、スケジュールが空いてたらの話だけど、一日でいいんだ。俺の付き人兼マネージャーをしてほしい」

「一日だけですか？」

　秋人の申し出が意外であり、清貴は目をぱちりと開く。

　ああ、と秋人は頷いて、バッグの中にごそごそと手を突っ込む。

「事務所の人に、『一日マネージャー』の仕事内容と報ほう酬しゅうのことを書いた書類を作ってもらって……」

　取り出した茶封筒はよれてクシャクシャになっており、清貴は呆あきれたようにそれを受け取る。

　茶封筒の中から書類を取り出して、ふぅん、と清貴は顎に手を当てる。

「……大阪でイベントですか」

「おう。でも、もうこの頃は、お前は次の仕事に入ってるのか？」

「ええ、この頃には、京都精華大学で臨時講師の仕事が入っています」

　そう言うと、「そっか」と秋人はガックリと肩を落とす。

「ですが、イベントが行われるこの日は、休日ではあります」

　そう付け加えた清貴に、秋人は「えっ」と目を輝かせて顔を上げた。

「まあ、いいでしょう。たった一日ですし、報酬も悪くありませんしね。それにこの辺りで、あなたからの借りを返しておきたいので」

　息を吐くように言った清貴に、秋人はきょとんとして首を傾げる。

「えっ？　俺、お前に貸しなんてあったか？」

「…………」

　清貴は一瞬黙り込んだ後、小さく噴き出した。

「なに笑ってんだよ？」

「いえ、なんでもないです」

　清貴は可笑しくてたまらないという様子で、まだ笑っている。

「なんだよ、気持ち悪いな」

「失礼しました。やはり羨ましい人だと思いまして」

「俺が羨ましい？　あ、だから引き受けたのか？」

「……それは違いますが。引き受けた理由のひとつに、このイベントが行われる場所に惹かれたのもあります。懐かしいですね……」

　清貴は書類に目を落としながら、独り言のように零して、口許を綻ばせる。

「おっ、お前も子どもの頃、遊びに行ったのか？」

「ええ、もちろん」

「だよな。関西人にとって『ひらパー』は、心のふるさとだよな。店長に連れて行ってもらったのか？」

「ええ、父もそうですが、上田さんとも。利休も一緒だったことがあります」

　本当に懐かしいですね、と清貴は零して、書類とともにクリップに挟まれていた冊子を手に取る。

　その冊子は『ひらかたパーク』のものだった。

「にしても、まさかこんなにあっさり引き受けてくれると思わなかったなぁ」

　秋人は拍子抜けしたような顔で軽く笑う。

「……ところで、秋人さん」

「うん？」

「他に、僕に相談ごとや、困ってることなどありませんか？」

　清貴はファイルをテーブルの上に置いて、しっかりと視線を合わせる。

「あー……いや、別に」

「別に？」

「ああ、お前が引き受けてくれるか心配だったけど、それが解決した今は何もねぇよ」

「そもそも、どうして僕をマネージャーに？」

「そりゃ、大事なイベントだからだよ。俺はホームズを信頼してるし、ホームズがサポートしてくれたら安心だ」

　よろしく頼むな、と白い歯を見せる秋人に、「分かりました」と清貴は頷く。

「それで関係者を紹介したいんだけどよ、お前は、いつまで東京にいるんだ？　塾講師の仕事が終わったし、葵ちゃんに会いたいからって、即座に飛んで帰るつもりか？」

　秋人は手にしていた湯呑を置いて、少し前のめりになる。

「いえ。もちろん飛んで帰りたいのですが、もう少し東京にいる予定です。他にもやることがありまして」

「やることってなんだよ？」

「南青山の骨董品店に祖父の知り合いがいて、伺う予定でして」

「へぇ、相変わらず大変なんだな。そのあとでいいから、スタジオに顔出してくれないか？　一日撮影してるから、遅くなっても大丈夫なんだけど」

「分かりました。そこでの用事が終わりましたら伺います」

「よっしゃ、頼むよ。スタジオの住所スマホに送っとくし」

　秋人は自らの腕時計に視線を落としたかと思うと、お茶を飲み干して、すぐに立ち上がる。

「これからまたお仕事ですか？」

「ああ」

「すっかり売れっ子ですね。芸能界はいろいろとありますし、大変ではないですか？」

　秋人は「まぁ、そうだな」と素っ気なく言って、「それじゃあ、明日」と応接室を出て行った。

　応接室に残った清貴は、ふむ、と小さく頷く。

「……たしかに葵さんが言っていたように、少し様子がおかしいですね」

　そう零して、そっと腕を組んだ。
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　──南青山骨董通り。

　その通り沿いにある古い骨董品店での手伝いを終えた清貴は、店を出て、散歩をするように歩く。

　正式には、『南町通り』というこの通りは、かつては都電の走る電車通りだったそうだ。

　なかなか情緒を感じさせる通り名ではあるが、実際にはオフィスビル、マンション等が建ち並んでいて、普通に都会の街並みである。

　もちろん、通り名になっているくらいなので骨董品店もあるが、アンティークショップが軒を連ねているというわけではない。

　とはいえ、ポツポツと建っている家具屋やカフェの雰囲気も良く、どうせならこの辺りに住むのも良かったかな、と清貴は通りを見回しながら思った。

　古都で生まれ育った清貴にとって、首都はとても刺激的であり、久々に東京も良いものだと感じていた。

　そこから渋しぶ谷やへと移動し、駅から徒歩五分のスタジオへと向かう。

　もうすぐ着く旨を秋人に伝えると、『おう、俺のマネージャーがロビーまで迎えに行ってくれるって言ってるから、よろしくな』と返事が来た。

「…………」

　当たり前だが、秋人には正規のマネージャーがいるのだ。

　一日とはいえ、そのマネージャーを差し置いて自分が前面に出て良いのだろうか？

　清貴は訝しげに顔をしかめて、ビルに入る。

　このビルにはスタジオだけではなく、大きな企業のオフィスがあるようで、たくさんの人が行き交っていた。

　セキュリティゲートをくぐってやって来たのは、にこにこと優しげで真面目そうな雰囲気の、眼鏡を掛けた男性だった。年齢は三十代半ばといったところだろう。

「家頭清貴さんですね？」

　清貴を見付けるなり、彼は小走りで駆け寄る。

「はい」と頷くと、

「聞いていた通り、ハンサムな方ですね。あっ、すみません、はじめまして、田た町まちと申します。うちの梶原がいつもお世話になっております」

　彼はぺこりと頭を下げて、名刺を差し出した。

　清貴も自らの名刺を出して交換し、彼の名刺に目を落とす。

『芸能プロダクション　ａｋカンパニー　田町洋よう一いち』

「この度は一日マネージャーを引き受けてくださって、ありがとうございます」

　さらに深く頭を下げる田町に、清貴は首を振った。

「あなたがいらっしゃるのに、出しゃばるようで……きっと、秋人さんが無理を言ったんですよね？」

「いえいえ、私も秋人君同様、今度の『ひらパー』でのイベントをなんとしても成功させたいと思っていまして、彼からぜひあなたを一日マネージャーとして助っ人に来てもらいたい、という話を聞いた時は、ぜひにと思っていました」

　やはり秋人が無理を言ったのだろう、と清貴は遠慮がちな笑みで相槌をうつ。

「それでは、スタジオに案内いたしますね。これがゲスト用パスカードです」

　清貴は差し出されたパスカードを受け取って、彼の案内に従い、ゲートをくぐってエレベータに乗り込む。そこはガラス張りになっていた。

　清貴が眼下に広がる渋谷駅周辺の様子を眺めていると、田町はそっと肩をすくめる。

「京都から来られたのですから、ごちゃごちゃと乱雑な街に見えるでしょう」

「いえ、僕は田舎いなか者ものなので、素直に『都会だ』と思っていました」

「田舎者だなんて、とても見えませんし、そもそも京都は政令指定都市ではないですか」

　田町はくすりと笑う。

「はい。そうなんですが、京都は実際には、結構な田舎なんですよ」

「そうなんですか」

「そこが良いところでもあるんですが」

「やっぱり、地元愛が強いんですね……」

　そう話しながらエレベータを降りて、撮影が行われている扉の前で足を止める。

「こちらです。なるべく、お静かに」

　田町がそっと扉を開けると、奥に眩しいまでのセットがあり、それを囲むカメラや照明が見える。今は撮影前のようで、役者たちが各々配置につき、スタッフが忙しく動き回っている姿が目に入った。

　関東ブルーの秋人と、東北グリーン、そして女性レンジャーである中部パープルの三人が食卓テーブルに着いている。これから食事を摂るシーンのようだ。

　キッチンに立っているのは、道産子ホワイト。これから本番ということで緊張しているのか、「〝夕飯できたよ。今夜は僕の大好きなクリームシチュー〟」という台詞を口の中でぶつぶつと呟いている。

　隅には自分たち同様、俳優たちのマネージャーが待機しているのが見える。

　マネージャーたちは、田町を入れて男性三人、女性一人。

「あの女性マネージャーは、パープルの？」

　清貴が小声で尋ねると、田町は「はい」と頷き、「本番前なので、今の内にご紹介しますね」と、彼らの許に向かった。

「皆さん、『ひらパー』のイベントで梶原の手伝いをしてくれることになった家頭清貴さんです」

　田町がそう言い終わると同時に、

「家頭清貴です。よろしくお願いします」と清貴は頭を下げた。

　三人のマネージャーの中で最初に口を開いたのは、女性マネージャー。

「はじめまして、パープルのマネージャーの岡おか崎ざきです。よろしくお願いします」

　二十代後半で、聡明そうな知的美人だ。

「俺はグリーンを担当している宮みや城ぎです」

　よろしく、と少し素っ気なく頭を下げる三十代半ばの男性。彼は不愛想と言うより、不器用な印象だ。

「俺はホワイトを担当している日ひ高だかです。よろしくお願いします」

　にこりと微笑む優しげな彼は、三十代前半。

　清貴はあらためて、「よろしくお願いします」と頭を下げた。

　田町は、「そうそう、今のうちに『ご当地レンジャー』の説明を簡単にしますね」とバッグから資料を取り出す。

「『ご当地レンジャー』の物語は、最初に東北のグリーンを仲間にし、次に中部のパープル、そして北海道のホワイト、そして関西のイエローと出会い仲間になったところで、第一期は終わっているんです。今度の『ひらかたパーク』でのイベントは、第二期放送決定と、関西イエローが仲間になったことを祝ってのものでして」

　清貴は、ふむふむ、と相槌をうつ。

「秋人君も、『最強の助っ人が来てくれることになった』と言って本当に喜んでいました。あらためて、引き受けてくださって、本当にありがとうございます」

　再び頭を下げる田町に、清貴は首を振る。

「お役に立てれば良いのですが、この業界のことは何も分からなくて、足手纏いにならないようがんばりたいと思います。ところで、最近、秋人さんに変化はありましたか？」

「変化？」

「少しですが、秋人さんの元気がないように感じたので」

　すると、田町は言い難そうに目を伏せ、そっと口を開く。

「……もしかしたら、アンチの存在のせいかもしれません」

「アンチ？」

「ええ、ご当地レンジャーの人気が高まったことで、梶原秋人の名が一気に知られました。あの通りのキャラクターなので愛されてはいるんですが、一方で『ウザい』『ムカつく』という声も大きくなっていまして」

　清貴は、黙って相槌をうつ。

「レンジャーの特設サイトがあるんですが──」と田町はスマホを取り出し、ご当地レンジャーのサイトを見せた。

「元々ほとんど予算がなかったので、私たちマネージャー陣も含む裏方の人間が管理することになりまして……」

　そう言った田町に、日高、宮城、岡崎は、うんうん、と頷く。

「一時的な管理と侮あなどって、簡単に引き受けたんですがね」と日高が肩をすくめる。

　田町は相槌をうちながら、話を続けた。

「このサイトに応援メッセージだけではなく、『梶原秋人は相応しくないから降ろせ』というコメントも多く届いているんです。もちろん、そういうコメントは掲載させませんし、秋人君も見ていないのですが、どうしても耳には届くでしょうし……」

「どうして『相応しくない』のでしょうか？　秋人さん、なかなか立派に務めていると思いますが」

　心無い書き込みの存在を知り、清貴の口調がつい強くなった。

　毎回番組を確認しているわけではないが、秋人の良さが存分に生かされていて、何より彼自身とても一生懸命なことが伝わってきている。

　だが、すぐに『そもそもアンチは感情で嫌悪するものであり、理屈ではないだろう』と我に返り、珍しくムキになった自分に清貴は心の中で叱しっ咤たした。

「冷静な方かと思っていたら……やはりお友達なんですね」

　小さく笑う田町に、清貴はばつの悪さを感じて苦笑する。

「……相応しくないという声は、秋人君が『関東』のレンジャーだからなんです。東北のレンジャーのグリーンは仙台出身で、中部のパープルは名古屋出身、北海道レンジャーのホワイト役は江別出身の俳優。秋人君はというと母親は関東出身ですが、父親が九州出身で育ちは京都と、ミックスしすぎてまして、『関東を代表するレンジャーに相応しくない』と思う方もいるそうで……。もちろんそれは一部ですよ。それ以上に秋人君にはファンがついていますし、『大好き』『最高』という声も多いのも事実なんですが、本人は堪えるのではないかと」

　すると宮城が、息を吐くように口を開いた。

「うちのグリーンにも『相応しくない』という声は届いてますよ。『もっと東北弁を話させろ』とか。しかし、彼は仙台出身で、そもそもそんなに方言を使っていないんです」

「まあ、そうでしょうね。京都も京ことばのイメージが強いですが、実際は標準語に近い言葉を使われる方も多いですし」

　清貴が頷いていると、田町が「そうだ」と資料を取り出した。

「これが『ご当地レンジャー』の資料です。これまでのストーリーもまとめてありますので……」

　ありがとうございます、と清貴は資料に目を落とす。




　──ご当地レンジャーの内容は、こうだった。

　東京のＩＴ会社で自由に働く少しチャラい青年・青山秋人（下の名は本名と同名）は、ある日、時空の歪みの中から現われ人に取り憑つく、『黒い影』を目撃するようになる。

『黒い影』に取り憑かれた人間は、人が変わったようになる。分かりやすく暴れ出す者、表面上は平然としながらも、違法なことを始める者。秋人の親しい先輩も黒い影に取り憑かれ、彼は会社の金を横領し、その罪を秋人に被せて行方不明となった。

　先輩の罪を着せられ、会社をクビになり途方に暮れる秋人の前に、『導く者』と名乗る、シルバー色のマントを纏った謎の美少女が現われる。

『今、この世界と別次元との出入口がつながり、悪しき奴らが入り込んでいます。奴らは、欲望を餌に増殖していくウイルスのようなもの。黒い影が見えるあなたはこの世界を救う人間の一人、関東を護るブルーレンジャーなのです』

　──と、その少女に伝えられるところから、話はスタートする。

　少女の言葉をまったく信じられない秋人だが、逃げた先輩が『宮みやヶが瀬せダム』を爆破させる計画を立てていると知り、それを阻止しようと神奈川へ走る。

　その間、しっかり神奈川の見所や、宮ヶ瀬ダムを紹介しつつ、『黒い影』に取り憑かれた先輩のいるアジトを探し当てる。

　そこは、先輩同様『黒い影』に取り憑かれて、真っ黒になった者たちの巣そう窟くつとなっていて、一斉に襲い掛かられる。

　秋人はピンチに陥るも、土壇場でブルーレンジャーに変身して、形勢逆転。そうして敵を一網打尽にしたところで、『黒い影』は消滅。先輩含む取り憑かれた者たちも正気を取り戻し、一件落着するのだが、『黒い影』は今も誰かに取り憑いている事実を知る。

『レンジャーは各地にいるはずです。捜して覚醒させてください』と『導く者』から命を受け、秋人は仲間を捜す旅に出る──と、これが『ご当地レンジャー物語』だ。

　最初に仲間になったのは、東北のグリーン、緑みどり沢さわ和かず也や。

　東北大学の学生で、眼鏡を掛け、無口でクールな雰囲気。秋人とはタイプの違う美男子であり、趣味は文豪作品を読むこと。

　冷静沈着で頭が良く口数が少ないが、たまに出る東北弁のギャップがたまらないと人気だそうだ。

　好きな食べ物はリンゴにうに丼、そして牛タン、きりたんぽ、としっかり東北設定している。

　次に仲間になったのが、中部地方のパープル、紫し苑おんスミレ。

　栗色の髪を綺麗に巻き、ぱっちりとした目が印象的な美女だ。人気ブランドを扱うアパレル会社の若き美人女社長という役どころで、いつも華やかなスーツを着用している。

　一見、近寄りがたい外見ながらも、気さくで男前な性格。

　居酒屋が大好きというキャラクターのパープルは、男性のみならず、女性からの人気も高いそうだ。ちなみに好きな食べ物は、手羽先、味噌カツ、エビフライ。

　三番目に仲間になったのは、北海道のホワイト、白しら川かわ雪ゆき夜や。

　童顔で愛らしい、一見少年のような容姿の青年で、牧場の手伝いをしている。

　彼を仲間にする際、秋人は牧草ロールの上に乗って説得し、それが話題となった。

　ホワイトの好きな食べ物は、芋餅と魚介類、クリームシチュー。

　そして、第一期の最後に仲間になったのが、関西のイエロー、黄き島じま孝たか之ゆき。

　とても短い金髪がトレードマークの、近畿地方を回る旅役者という役どころだ。

　やんちゃな男子という印象であり、調子が良く、人懐っこくて話が面白い。

　好きな食べ物は、どて焼きとたこ焼き。

　今度の『ひらパー』でのイベントは、彼が仲間に加わった記念のもの──。




　田町から受け取った資料を確認し、清貴は露骨に顔をしかめた。

「どうかしました？」と田町が顔を覗く。

「この関西の黄島さんですが、好きな食べ物が『どて焼き』に『たこ焼き』って……」

　設定を指して言う清貴に、田町は「はぁ」と相槌をうつ。

「これは、そのまま大阪じゃないですか。いつも思っているんですが、『関西＝大阪』というのはどうかと思うんです。せめてここに、『湯豆腐』といった京都っぽいテイストも加えていただきたいです」

「ですが、黄島君のキャラを考えると、『湯豆腐』ではないかと。それにキャラ自体は大阪ですが、番組では関西全域を紹介していきますし、何より私の一存では……」

　あたふたとする田町に、清貴は胸に手を当ててにこりと笑う。

「すみません、ついムキになって失礼しました」

「……京都人は大阪人と張り合っているって、本当なのね」

　横で話を聞いていた岡崎が、くすりと笑う。

「張り合うだなんて、そんな。うちは元首都ですよ？」

「…………」

　微笑む清貴を前に、皆は揃って言葉を失くした。

「それにしても、このレンジャー。あらためて、なかなか楽しい設定ですね」

　するりと話題を変えた清貴に、皆はホッとして相槌をうつ。

「ええ、私たちも楽しい設定だと思っていました。でも、この『ご当地レンジャー』が、こんな反響になるとは、想定外で」

　岡崎がうふふと笑うと、宮崎が、同感、と頷いた。

「そう、まさに『嬉しい悲鳴』状態ですね」

「この予想外の人気から急きゅう遽きょ、プロデューサーが交代したくらいでして。すごくやり手の有名な方になったんですよ」

　最後に日高が、目を輝かせて言った。

　清貴はあらためて資料を確認した。『清し水みず』という名前がプロデューサーとして記されており、へぇ、と洩らす。

「ご存じですか？」

「ええ。有名な方ですよね。テレビにもよく出ていますし」

　そもそもプロデューサーというのは裏方の人間だが、清水は表に出たがるタイプのタレント的なプロデューサーだった。

「今、ここに清水プロデューサーの姿はないようですが」

　清貴は、スタジオ内を見回す。

「はい、今日は来ていませんね。そもそもプロデューサーは責任者ですが、基本的に企画制作に関わるデスクワークで、現場を指揮するのはディレクターなんですよ。でも、前のプロデューサーは、熱心に現場に来ていたんだけど」

　宮城の言葉に、清貴は黙って相槌をうつ。

「清水さんは、忙しい人ですしねぇ」と日高が、うんうん、と頷く。

「それでは、『ひらパー』のイベントは、前のプロデューサーが企画を？」

　清貴のその質問には、岡崎が答えた。

「立案は前のプロデューサーなんです。前プロデューサーは関西出身ということもありまして、『ひらパー』でイベントをできたら楽しいんじゃないか、と嬉しそうに話していたんです。ですがその矢先に交代になったので、企画から今のプロデューサーが担当を……」

「『ひらパー』のイベントには、その清水さんも同行する予定ですから、その時にお会いできるかと思いますよ」と最後に田町が言う。

　別に会いたかったわけではないが、清貴は「そうですか」と笑みを返した。

「プロデューサーが変更になって、もっと予算ももらえるかと思えば、あまり変わりがないようで。レンジャーサイトの運営は変わらずにマネージャーたちですし、今度の『ひらパー』のイベントも、やることが多くて大変なんですよ」

　はぁ、と息を吐く田町の横で、日高が拳を握る。

「ですが、清水さんはエンターテインメントに振り切った作品を作ることに長たけた方なので、とても良いイベントになると思いますよ」

　その時、撮影が一段落した秋人が駆け付けてきた。

「ホームズ！」

　髪に付いている撮影用の青いメッシュが、キラキラと光っている。

「お疲れさまです、秋人さん」

「来てくれてサンキューな。共演者を紹介するよ」

　秋人はそう言って、レンジャーたちを手招きした。

　ホワイト、パープル、グリーンの三人は、会釈して歩み寄る。

　この現場にイエローの姿はなかった。

「この現場では、色名か役名で呼び合っているんだ。俺は『ブルー』もしくは、役名も秋人だからそのまま『秋人』って呼んでもらってる。みんな、俺の親友の家頭清貴。今度のイベントで一日マネージャーをしてくれるんだ。通称『ホームズ』だから、よろしくな」

　秋人は皆に清貴を紹介し、最初に近くにいた童顔の青年の肩に手を乗せた。

「このあざといくらい可愛い顔した男が、ホワイトの白川。子役時代から芸能界にいるから、こう見えて大ベテランなんだ」

　秋人の紹介に、童顔で可愛らしい容姿の白川は愉しげに笑った。

「子役からと言っても、道内のローカル番組ばかりでさ、レンジャーのお陰で全国区になって、僕もマネージャーも浮かれまくってるんだよね。あっ、はじめましてホームズさん、秋人君にはよく君のことを聞いているよ」

　清貴は、はじめまして、と会釈をする。

「で、彼女がパープルの紫苑。すっげぇ美人だけど、気さくで姉御肌。このレンジャーでデビューしたにもかかわらず、早くも芸能界に友達がたくさんいるんだ」

　秋人の紹介に、パープルの紫苑が、うふふ、と微笑む。

「ホームズさんは、マネージャーにはもったいないイケメンさんですね。はじめまして、パープルの紫苑です。よく二十代後半に見られますけど、実はまだ二十歳の女の子です」

　にっこり笑ってポーズを取る紫苑に続き、秋人もポーズを決める。

「俺はよく二十歳に見られるけど、実はもう二十代後半の男の子です」

「……知っていますよ。そして『男の子』じゃないでしょう」

　清貴はそんな秋人に、冷ややかな一瞥をくれる。

「相変わらず冷てぇな。そういう意味では、緑沢も似たようなもんだけど。いっつも冷たい目で見られてるし。彼がグリーンの緑沢。東北大学の現役インテリ大学生で、真面目で無口なんだよ。レンジャーの東北オーディションからのデビューなんだけど、友達が勝手に応募したんだってよ」

　秋人は、緑沢の肩に手を置いた。

「はじめまして、緑沢です」

　役柄通り言葉少なめに言い、ぺこりと頭を下げる。

　白川はほわんと可愛らしく、紫苑は華やかで快活、グリーンは基本無口で冷静。

　ご当地レンジャーの役者たちは『演じている』というよりも、個性をそのまま活かしているようだ。

　また彼らのマネージャーたちも、役者の雰囲気と似ているように思えた。

　秋人のマネージャーの田町は例外だが。

「はじめまして、家頭清貴です。どうぞよろしくお願いします」

　清貴はあらためてそう言って、深く頭を下げた。





５






　骨董品店『蔵』の柱時計が、ぼーん、と七回音を立てて、午後七時を伝えた。

　冬で日も短く、ホームズさんもいないことから、『蔵』はこの時期、夜七時で閉店する。

「もうこんな時間……」

　客足もすっかり途絶えており、美術書を開いて勉強していた私は時計の音で我に返り、ぱたんと本を閉じて、閉店準備を始める。

　夕方まで店長もいたのだが、編集者と思われる女性と近くの喫茶店に行ってしまった。

　このまま、お店を閉めてしまって良いのだろうか？

　店内に残された店長の荷物を見ながら、とりあえず扉に『ＣＬＯＳＥＤ』の札をかける。

　その時、店長とさっきの女性が、外で話しているのが見えた。

　店長は『うんうん』と頷きながら、女性の言葉に耳を傾けている。

　女性の方は、どうやら泣いているようだ。

「…………」

　意味深な雰囲気に、どきりとした。

　もしかしたら、あの女性は、編集者じゃなかったのかもしれない。

　私は慌てて店に入ろうとするも、店長と目が合ってしまった。

　店長は彼女に会釈をして、こちらに戻ってくる。

「もう閉店時間ですね」

「は、はい」

　私と店長は店内に入り、片付けや掃除を始めた。

　さっきの女性がなぜ泣いていたのか気になったものの、訊いてはいけないことだろうと無言でいると、店長は弱ったように頭を掻いて口を開いた。

「葵さん、誤解しないでくださいね。彼女は知り合いの作家で、相談に乗っていたんですよ」

「あ、そうだったんですね」

「小説家からフリーの放送作家に転身された方なんですが、テレビ業界はいろいろ大変なようなんです」

　店長は苦い表情でそう告げた。

「店長はとても優しくて温かい方だから、相談もしやすいんでしょうね」

「いえいえ、そういうわけでは。たまたま、彼女が関わっている人間を知っていたというだけで……それにしても、アイディアを盗まれるというのは、本当に許せないですね」

　最後は独り言のようにつぶやいた店長に、私は眉間に皺を寄せる。

「アイディアを盗む？」

「……彼女は自分の企画を持ち込んだところ、ボツにされたそうなんです。ですが、その企画を勝手に使われていたと」

「ええ？　そんなの泥棒と一緒じゃないですか」

「そうです。とはいえ、相手の存在が大きすぎるのと、証拠が不十分なため、泣き寝入りするしかないかもしれないと仰っていましてね。わたしも力になれたらと思うのですが、ものを書くこと以外、特に何もできない愚鈍な男ですし」

　ため息をつく店長に、私は「そ、そんな」と首を振る。

「ですから、清貴に相談しようと思っていまして」

　私は「そうですか」と笑みを返した。

「でも、驚きました。てっきり、店長の彼女さんかと思いました」

「まさか、あんなお若い女性が、わたしなんて眼中にないですよ」

「そんなことないと思いますよ。店長は素敵ですし、モテそうだと密かに思っていまして。先月のバレンタインもチョコをたくさんもらってましたよね？」

「いえいえ、出版関係者からの義理チョコだけです。出版関係者以外でいただけたのは、葵さんと香織さんからだけですし。ですので、とても嬉しかったですよ」

　そう言った店長に、私はぱちりと目を瞬かせた。

「香織が店長に？」

　香織から、店長にチョコレートを渡した、という話は聞いていなかったため、少し驚いた。

「たまたま店の近くに来たので、出町柳のイベントのお礼にと。香織さんは優しく気配りのできる方ですよね」

　私は、「はい」と頷きながら、香織は本当に律りち儀ぎだなぁ、と感心する。

「ところで清貴は、東京での塾のお仕事は終わったんですよね？　次はどこに？」

「次は春休みまでの短期間、京都精華大学の臨時講師をされるとか。その傍ら、秋人さんの一日だけマネージャーも引き受けたそうで」

　これは昨夜、ホームズさんから電話で聞いたことだ。

「それはそれは、本当に大忙しですね。清貴はもう京都に戻って来ているんですか？」

「今日帰って来るそうです」

　南青山の骨董品店に助っ人に行き、その後に、秋人さんのところに顔を出してから帰ると言っていた。だから───、

「きっと遅い時間だと思います……」

　私は店のカーテンを閉めながら、そっと肩をすくめる。

「葵さん、もし寂しいのでしたら、ちゃんと清貴に言った方が良いですよ？　あの子は飛び抜けて鋭いところがあるのに、色恋に関すると、駄目なようですし」

　心の機微に敏さとい店長だ。

　私が寂しさを募らせ、限界が近いのに気付いたのだろう。

　そして、さすが父親、ホームズさんのことをよく知っている。

　ホームズさん自身、恋愛となると勘が鈍ると以前、話していた。

　店長の言う通りなのかもしれない。

　けれど、『寂しい』と言ったところで、どうなるというんだろう？

　ホームズさんが無理するだけだ。

「大丈夫です。これから少しの間、ホームズさんの修業先は市内の大学ですし、今までより会えると思ってまして……」

　笑顔を見せたその時、カランとドアベルが鳴った。

「──ああ、葵さん、まだいてくれて良かった」

　背中に届いたのは、聞き慣れた声。安堵の響きを持ったその声に弾かれたように振り返ると、そこにはホームズさんの姿があった。

　キャリーバッグを手に嬉しそうに微笑んでいる。

「……ホームズさん」

　すると店長は、良かったですね、と微笑む。

「お帰りなさい、清貴」

「ただいま戻りました」

「次は市内の大学だそうですが、どこに滞在するんですか？」

「オーナーには、家に戻るなと言われていますが、今度は市内ですし、部屋を借りるのはもったいないので八坂のマンションに戻っても良いでしょうか？　この前、マンションに戻ったら惨憺たる有様でしたし」

「そうしてもらえると助かります。オーナーには内緒にしておきましょう。今日はせめて片付けておこうと思いますので、先に帰らせてもらいますね。清貴は、わたしの代わりに葵さんと店仕舞いを頼みますよ」

　それじゃあ、と軽やかに店を出て行く店長に、ホームズさんは、「分かりました、よろしくお願いいたします」と会釈をしながら、ふふっと微笑んだ。

「なんだか、気を遣ってくれたようですね」

　店長を見送っていたホームズさんが、そう言って振り向く。

　その瞬間、気が付くと私は駆け出していた。

　ホームズさんが、驚いたように目を見開いたのが分かる。

　その胸に突進するように飛び込んで、シャツをぎゅっと握った。

「葵さんっ？」

　ホームズさんは明らかに困惑した声を上げていたけれど、何も答えられなかった。

　彼の胸に額がつくなり、何かが決壊したように涙が溢れ出たためだ。

　何も言えない中、私の嗚お咽えつだけが、静かな店内に響いている。

「葵さん……」

　しがみつくようにして泣く私に、ホームズさんは戸惑った様子ながらも、大きな手で頭を撫でてくれた。

「すみません、葵さん」

　謝るホームズさんに、私は俯いたまま首を振った。

「とても寂しがらせてしまっていたんですね……僕はあなたがいつも明るく元気なので、つい、僕が側にいなくても平気なのかもしれないと思っていました。洞察力には少しばかり自信があったというのに、あなた相手には何の役にも立たない」

　心底申し訳なさそうに告げる彼に、私はまた首を振る。

「謝らないでください……」

　ホームズさんが言うように私は明るく元気に過ごしていたし、自分自身平気だと思っていたのだ。

「会えて、嬉しいだけなんです」

　ぎゅっとシャツをつかんでそう言う。

　するとその刹せつ那な、ホームズさんが強く私の体を抱き締める。

「──葵っ」

　同時に重なる唇。

　私も彼の背中に手を回して、ぎゅっとしがみつく。

　交わし合ったのは、今までとは違う、大人のキス。

　そっと唇を離し、今度は恥ずかしくて顔を上げられず、彼の胸に頬を寄せる。

　互いに甘えるように抱き締め合った。

　彼のぬくもりが心地よくて、嬉しさが募る。

　その後、ホームズさんは久しぶりに美味しいコーヒーを淹れてくれて、私たちは時間が許す限りカウンターで積もる話をした。
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　──三月某日・金曜日、夕方。

　私は、香織とともに枚ひら方かた市のテーマパーク『ひらかたパーク』、通称『ひらパー』を訪れていた。

　出町柳駅から京阪電車に乗って『枚方公園駅』で下車し、徒歩五分ほどで着く。

「アクセスの良い遊園地なんだねぇ」

【ＨＩＲＡＫＡＴＡＰＡＲＫ】という大きなロゴを掲げた入口のゲートを眺めて、しみじみと洩らすと、香織が驚いたように私を見た。

「えっ、もしかして葵、『ひらパー』に来たことあらへんの？」

「うん、名前だけは知ってるけど。香織は来たことあるの？」

「そら、もちろん。近隣の関西人のほとんどは、子どもの頃に一度は『ひらパー』に遊びに来たことがあるて思う」

「えっ、そんなに慣れ親しんでる遊園地なんだ？」

「そうやで。心のふるさと的な遊園地や」

「心のふるさとかぁ……さすが、西日本最古の遊園地。地元に根付いているんだね」

　私が感心して言うと、香織は「えっ」と目を丸くする。

「『ひらパー』て西日本最古なん？」

「うん、ホームズさんが言ってた。現在営業している遊園地の中で、日本最古の遊園地は浅あさ草くさの『花やしき』で、次に『ひらパー』なんだって。でも、『花やしき』には休業期間があるから、ずっと営業しているのは『ひらパー』だってことも言ってた」

「さすがホームズさんは、よう知ったはる」

　葵は、本当に、と頷き、周囲を見回した。

「それにしても、すごい人……」

　入口ゲート前は、黒山の人だかりだ。

　今日のイベントは遊園地閉園後に行われるため、十七時半からの入場となっている。

　まだ開門していないため、イベントの前売りチケットを持っている人が長蛇の列をなしていた。

　レンジャーということで、親子連れはもちろん、若い女性や男性の姿も多い。

『ブルー秋人ＬＯＶＥ』『緑沢様』『待ってましたイエロー！』『ホワイトくん可愛い』と書かれた団扇を手にしている。

【ご当地レンジャー・ひらパー降臨！　～イエロー旅役者として最後の舞台・オリジナル道どう成じょう寺じ～】という大きな看板の下には『本日のイベントチケットは完売しました。前売りチケットをお持ちの方のみの入場です』という説明書きもある。

「すみません、十七時半の開門まであと少しお待ちください。本日開催される『ご当地レンジャー』のイベントの前売りチケットは、すべて完売しております。当日券はございません。前売りチケットをお持ちの方は、各入口に二列になってお並びください。入場後は走らないようにしてください。閉園後ということで、園内の乗り物には乗れませんが観覧車だけは別ですので、もし良かったら……」

　スタッフが必死に声を上げている。

「……ほんま、さすが『ご当地レンジャー』や」

　心から感心しながら、私たちは列の最後尾に並ぶ。

「ここまでの人気だとは思わなかった。それにしても、走るなってどういうこと？　走ったからといって、レンジャーと一緒に写真を撮れるわけではないだろうし」

　そもそも閉園後ということで、乗り物はライトアップされて動いてはいるが、乗れないそうだ。

「何言うてるの、みんな野外ステージの席の確保や」

「あっ、そっか」

「これまで旅芸人だったイエローが、今後はレンジャーとしての活動をすべく、役者業を離れることになるんや。ほんでイエローは、『ひらパー』の野外ステージで最後の舞台をする。それも他のレンジャーとともにやで。歌あり踊りありて話やし、ほんまに楽しみや。ホームズさんがいなかったら、チケットなんて手に入らなかったとこやし、感謝やね」

　香織は胸の前で手を組んで、うっとりと目を細める。

　ホームズさんにチケットをもらった時は、『レンジャーのイベントなんて香織、付き合ってくれるかな？』と心配したのだが、まさかこんなに乗り気だったとは思わなかった。

「香織は、誰が好きなの？」

「うーん、やっぱり、身内感覚で秋人さんを応援してるんやけど、ホワイトも可愛いし、新たな仲間になったイエローもええよね。裏表がない感じが。葵は？」

「普段はクールなのに、時々ぽろっと東北弁が出て、その時に少し気恥ずかしそうにするグリーンとか、ちょっといいなと思ったり」

「ああ、やっぱり。そういうんが好きなんや」

　香織は冷やかすような横目を見せる。

「そ、そういうわけでは。あと、すごい美人なのに気さくで男前なパープルさんも好き」

「あ、私も。パープルさんとグリーンって、このレンジャーのオーディションでデビューしたんやって」

「そうだったんだ、パープルさん、つい最近まで素人だったとは思えない存在感だよね。グリーンがリアル東北大の学生なのは私も知ってる」

「東北地方でオーディションがあった時に、友達が勝手に応募したて話やね。二期からは、中国地方のレッド、四国のオレンジ、九州のピンクが登場するらしいし、これからも楽しみや」

「うんうん」

　私と香織は他の客同様、きゃあきゃあ言いながら、開門を待っていた。
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　既に開演前の朝九時に『ひらかたパーク』に入っていた関係者たちは、一日かけてイベントホールを借りてリハーサルを行い、営業が終了したところで野外ステージに移動し、最終チェックを行っていた。

「はい、ダンスが終了して、そこで司会者が出てくる。その後にレンジャーたちが観客たちに呼びかけます」

　ステージ前に立ち、演出家は声を張り上げて指導する。

　ざっと流れを確認したところで、ぱんっ、と手を打った。

「それじゃあ、もうすぐ本番だから、レンジャーたちは待機。メイクさん、チェックお願いします」

　はーい、と皆が声を上げて、ステージ裏の控室に戻っていく。

　秋人はステージに残り、夕暮れ空を仰いで両手を伸ばした。

「秋人さん、お疲れさまでした」

　清貴は、そんな秋人にタオルを差し出す。

「サンキュー。それにしても、晴れて良かったよな」

「ええ、本当に」

　雨だった場合は、今までリハーサルを行っていた屋内のホールでイベントを開催する予定となっていた。

　そこでも良いパフォーマンスができたとは思うが、屋外の解放感には敵かなわない。

　ステージからは巨大な観覧車が見えて、わくわくした気持ちにさせられる。

　清貴も、観覧車とその向こうに広がる日暮れの空を見上げて、微笑んでいると、

「……なんか、お前、今日は機嫌いいな？」

　秋人が腕を組みながら、一瞥をくれた。

「そうですか？　僕は割といつも機嫌の良い男ですが」

「まぁ、たしかにいつも一見機嫌良さげだけど、そういう上っ面の機嫌の良さじゃなくて、心から機嫌が良さそうつーか」

　そう言う秋人に、清貴はふふっと口許を緩ませる。

「そうですね。最近の僕はすこぶる機嫌が良いというか、幸せなんです」

「なんでだよ……と訊きたいとこだけど、あれか？　今は京都市内で葵ちゃんの側にいられるからだろ？」

　少しうんざりした顔で尋ねる秋人に、清貴は「そうです」と頷く。

「何より、先日、再会した時の葵さんがもう……」

「へーへー、可愛かったんだな」

　秋人は、面倒くさそうに肩をすくめて相槌をうつ。

「もちろんそうなのですが、そんな言葉では片付けられません」

「…………」

「可愛くて愛しくて、なんて言うんでしょうか。そう、あの時、僕は『尊い』という言葉の意味を心から理解したんです。ああ、これが『尊い』ということなのだと」

　清貴は、胸に手を当ててしみじみと言う。

「……俺は、お前が何言ってんのか、マジで心から理解できねぇ」

「理解していただかなくても結構ですよ。あなたも早く、『尊い』という言葉の意味を心から実感できる時が来るといいですね」

「どうしていきなり上からだよ。イラッとくるな」

「それより、そろそろ準備をしましょう」

「おう」

　控室に入ると、ホワイト、グリーンが緊張の面持ちで座っている。

　イエローは、ふんふん鼻歌を歌いながら鏡の前で短い金髪を整えていた。

　パープルと司会者を務める『導く者』は、「緊張しますね」と顔を見合わせていた。

　本日一日だけのマネージャーである清貴は、今日はじめてイエローの黄島と『導く者』に会った。

　イエローの彼はその役柄通り、元々大衆芸能一座の人間であり、舞台慣れしているようだ。

　レンジャーたちを導く謎の美少女役『導く者』は、透とう子こという芸名の十六歳の少女だ。

　元々芸能界で活躍していたため、清貴もテレビで観たことがある。

　子役上がりということだが、擦すれた感じはなく初うい々ういしさがある。

「……司会なんて、初めて。上手くできるかな」

「透子ちゃんなら大丈夫だよ」とパープルが微笑んでいる。

　なかなか和やかな様子であり、パープルが姉御肌というのが分かる気がした。

　一方、グリーンとホワイトはがちがちで、まるでお葬式のような顔でガタガタと震えている。

　つい最近まで素人だったグリーンはさておき、ホワイトの芸歴は長いというのに、そんなに緊張するなんて、と清貴は苦笑した。

「みんな、お疲れぇ」

　その時、中年男性が控室に入ってきた。

「お疲れさまです」と皆が揃って頭を下げる。

　テレビでもお馴染みの、有名プロデューサー、清水だ。

　台本にはないが、自分も舞台に出る気なのだろう。

『導く者』と同じシルバーの衣装を纏っている。

　彼は清貴を見て、「うん？」と目を見開く。

「男前だなぁ、君は誰だっけ？」

「僕は……」

　清貴が答えようとすると、秋人が前に出た。

「俺の親友で、今日は一日マネージャーを務めてくれるホームズです」

「どっかで見た気がしたけど、俳優じゃなかったんだな」

　清水はそう言うと、皆を見回した。

「今、開門したよ。いやぁ、ものすごい人だった。今日はある意味、二回目のオーディションのようなものだし、みんながんばってくれよ」

　彼は笑いながらそう言う。

　そう、今日は舞台のあとに『レンジャー総選挙』なるちょっとした催しがある。

『二回目のオーディション』ということは、その結果次第では、メンバーの入れ替えもあるということなのだろう。

　ホワイトの尋常ならない緊張した様子は、そこから来ているのかもしれない。

「もちちんです。俺はいつでも、全力でやるまでっす」

　そう言って拳を握る秋人に、

「いいね、全力少年」

　清水は頷きながら、イエローに視線を移した。

「ああ、イエローは新参者だし、総選挙の結果はちゃんと汲くむからね」

「そんなんいりまへん。俺のお披露目に相応しいやん。レンジャーの中心が、ブルーからイエローに変わる日かもしれへんのやろ」

「はぁ、負けねぇし」

　額を突き合わせる秋人とイエローに、「ふ、二人とも……」と田町はオロオロと目を泳がせ、清水は「まあまあ、面白いじゃないか」と微笑み、皆を見た。

「俺がプロデューサーになった以上、二期はこれまでのような田舎臭さはすべて排除したいと思っている。各都市の洗練されたところを紹介して、がっつりスポンサー料をもらう予定だ。そのためには、中途半端な役者はいらないからな。今回の人気投票で下位だった者は、それなりに覚悟しておくように」

　その言葉に、その場にいた者たちは顔を見合わせる。

　皆、思うことがあるようだが、言えずにいるようだ。

　そんな中、秋人が口を開いた。

「さーせん、清水Ｐ。そもそも、ご当地レンジャーはローカルなノリがウケてたんじゃないっすか？　『ご当地もの』なのに、洗練された雰囲気ってどうかと思うんっすよね」

　すると他の者たちも、「うんうん」と頷き合う。

「これまではそうかもしれない。でも、これまで通りだったら人気のピークはここまでだ。さらにお洒落にファッショナブルにしていくことで、これまで観てなかった層を取り込むことができるんだよ。ああ、ちなみに、秋人君には、まだまだ期待してるんだから頼むよ」

　清水はそう言って、秋人の肩に手を乗せる。

　その様子から、清水は近々、秋人以外のご当地レンジャーの役者を一新するつもりであることを感じ、清貴は肩をすくめて腕を組んだ。
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　十七時半。予定通り『ひらかたパーク』の入場ゲートが開かれた。

　スタッフに『走らないように』と注意を受けていたにもかかわらず、来場者はゲートをくぐるなり、全速力で野外ステージへと走って行った。

　私と香織はその様子に圧倒され、「この勢いなら無理だね」と良い席を取るのを諦めて、せっかくなので散歩するように園内を歩いた。

　年中薔薇を楽しめるという『ローズガーデン』や、メリーゴーランド、ティーカップ、ジェットコースーターという定番の遊具から、新しいタイプの遊具もある。

　わくわくする雰囲気と、どこか懐かしいアットホームさを兼ね備えているこのパークは、まさに『心のふるさと』という表現が当てはまる気がした。

　子どもの頃、親にここに連れて来てもらい、その子が親になった時、我が子を連れて来るのだろう。

　その時、自分が幼かった頃を思い出して、感慨深さを感じるのかもしれない。

「素敵な遊園地だね」

「そうやろ」と香織は少し嬉しそうに頷く。

　野外ステージは結構な高台にあり、そのさらに山の上に観覧車があった。

「あの観覧車、見晴らし良さそうだね」

「そうやで。この辺りの街を一望やし、晴れて空気が澄んだ日やったら京都タワーも見えるんやで」

　私は、へぇ、と観覧車を見上げる。

　観覧車は今もゆっくりと回っている。

　この時間、観覧車だけは乗っても良いということだが、こうしたイベントに来ている時に、乗る時間なんてあるのだろうか？

　今度は、普通に遊びに来たいなと思う。

　そんなことを思いながら園内を歩いていると、ちょうど遊園地の中心あたりだろうか、等身大のスーツ姿の男性の人形が置かれていて、私と香織はぎょっとした。

【ご当地レンジャー☆プロデューサー清水】と足元に書かれている。

　足元といっても、ビックリ箱から飛び出したようなデザインになっているため、足首から下はカラフルな箱になっていた。

「ああ、清水プロデューサー」

　私は驚きながら相槌をうつ。

「テレビを観るたびに思うてたんやけど、この人、前より太ったんちゃう？」

「本当に」

　そんなことを言い合いながら、のんびり歩く。そんな私たちが、野外ステージに辿たどり着く頃には、やはり席はなくなっていた。

　空いているスペースで立ち見をすることにしたのだが、それが意外にもステージがよく見える場所であり、悪くないね、と香織と二人で頷き合った。

　そうして、十八時。

　陽が落ちる頃、ステージから音楽が流れ出した。

　それは、『ご当地レンジャー』のオープニング曲で、皆は「わああ」と歓声を上げた。

　ステージにシルバーのマントを纏った『導く者』役の美女・透子と清水プロデューサーが現われたことで、歓声はさらに大きくなる。

『皆さん、こんばんは。「導く者」と──』

『プロデューサー清水です！』

　シルバーの衣装を着た透子と清水が、ステージの中央に出てきた。

『今日は、皆さん、レンジャーのために集まってくれてありがとう。こんなにたくさんの人に来てもらって、感激してます』

　どういたしまして、とか、導く者さーん、という声があちこちから上がっている。

『皆さんはもうご存じだと思うけれど、いよいよ、関西を護るレンジャー・イエローが目覚めてくれました。レンジャーになるということは、これまでやってきた旅芸人をやめなくてはならないということ。イエローは自分の最後の舞台に、この「ひらかたパーク」の野外ステージを選びました。今宵、レンジャーたちとともに最初で最後の舞台です。ぜひ、見守ってくださいね』

　はーい、という声が揃う。

『演目は〝道成寺〟ご当地レンジャー・オリジナルバージョンです。ぜひ、お楽しみください！』

　わあああ、と大きな歓声が沸き、舞台がスタートする。

　私は、入口で配られた『巻物』と書かれたリーフレットに目を向けた。
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　清貴は、舞台袖でステージを見守っていた。

　透子と清水が舞台袖に捌はけて、深緑の袈け裟さを身に着け僧の姿になったグリーンがステージに出る。

『道成寺』とは、元々、歌舞伎舞踊の演目のひとつ。

『紀州道成寺』に伝えられ、能、浄じょう瑠る璃りの演目として名高い、『安あん珍ちん・清きよ姫ひめ伝説』が基になっている。

『安珍・清姫伝説』というのは、こんな物語だ。

　時は、平安時代。

　奥おう州しゅう白しら河かわ（東北地方）から熊くま野のに参さん詣けいに来たのは、安珍（グリーン）という名の僧。

　この僧は大変な美形であり、紀伊国（和歌山県）の良家の娘・清姫（パープル）は宿を借りた安珍を見て一目惚れをし、女だてらに夜よ這ばいをかけて迫る。

　安珍は『自分は参拝中の身。そのように迫られては困る。帰りにはきっと立ち寄るから』と口先だけの約束をし、参拝後は立ち寄ることなくさっさと行ってしまった。

　騙されたことを知った清姫は怒り、裸足はだしで彼を追い、道成寺までの道の途中で追い付く。

　安珍は再会を喜ぶどころか、姫に『自分は安珍ではない。別人だ』と、またしても嘘をつき、さらには人（他のレンジャー）に助けを求め、清姫を金かな縛しばりにした隙に逃げ出そうとする始末。ここに至り清姫の怒りは天を衝き、遂に蛇身に化け安珍を追う。

　安珍は、道成寺に逃げ込み、寺の坊主たち（他のレンジャー）に梵ぼん鐘しょうを下ろしてもらい、その中に逃げ込む。

　しかし大蛇になった清姫は安珍を許さず、鐘に巻き付き、口から火を吹く。

　そうして、安珍は鐘の中で焼き殺されてしまい、愛した男・安珍を滅ぼしたあと、清姫は蛇の姿のまま入じゅ水すいする。

　──これが『安珍・清姫伝説』だ。

　そして、『娘道成寺』の物語は、それから時を経てのこと。

　道成寺では、毎年、春になると鐘の供養をしていた。

　そこに白拍子（パープル）が現われて、『ぜひ、鐘を拝ませてください』とお願いする。

　寺は女人禁制だが、小坊主（ホワイト）は白拍子が珍しく、舞を見せてもらうことを条件に、寺に入れてしまう。

　白拍子は美しい舞を舞うが、そのうちに本性を現わし始める。

　そう、彼女は清姫の化身だったのだ。

　安珍への執着が残る彼女は、鐘に飛び込んで取り憑いてしまう──。

　──ここまでが、『娘道成寺』の話。

　ここから、レンジャーオリジナルバージョンとなる。

　清貴は田町とともに、舞台袖でステージを見守っていた。
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　私と香織は、他の観客同様にレンジャーたちが演じる舞台を食い入るように観ていた。

　舞台は、元々ある古典演目をうんと華やかで現代的にしたものであり、歌も踊りも見応えがある。

　グリーンが演じる安珍、パープルが演じる清姫と、物語だけみれば二人がメインなのだが、他のレンジャーは、坊主になったり精霊になったり、歌ったり踊ったりと、艶やかな和風ミュージカルを繰り広げる。

　後ろのスクリーンに映し出されるプロジェクションマッピングも見事なものであり、観客たちは飽きることなく舞台に釘付けとなっていた。

　そうしていよいよ、レンジャーオリジナルバージョンに入った。

　鐘に取り憑いてしまった清姫の霊を鎮めたいと考えた道成寺の小坊主（ホワイト）は、有名な二人の除霊師を呼びよせる。

　関東の鹿か島しま神じん宮ぐうからやってきた陰陽師（ブルー）と、熊野の山で修行をしたという山伏（イエロー）。

　登場してすぐに、ブルーとイエローが競うように歌と踊りを披露し、客席から熱い息が洩れた。

　二人の除霊師は、鐘に憑いた霊を鎮めようとするが、清姫の怨念が強く、思うようにいかない。

　その時、銀色の着物を纏った透子演じる山の精霊（導く者）が現われる。

　見守っていた小坊主たちが、

『やあやあ、誰だ、怪しいやつ』と騒ぎだす。

『やめろ、この方は山の精霊だ』と、声を揃えるブルーとイエロー。

『はい、仰る通り、私はこの〝ひらパー山〟の精霊です』

　彼女の台詞に、ステージからドッと笑い声が響いた。

『かつて、道成寺の住職は十六枚の強い護ご符ふを寺に保管していました。ですが清姫は寺の小坊主を惑わし、その護符を寺の外に出すよう命じたのです。今、その護符は風に飛び、山のいたるところにあります』

　透子はステージから、ぐるりと四方を見渡す。

『それらをすべて回収しなさい。その上で除霊と供養を行ったならば、彼女の魂は鎮まることでしょう。ですが、護符には謎が仕掛けられていますので、簡単には手に入りません。心してかかるように──』

　その言葉を聞き、ブルーは観客席の方を向いた。

『みんな、今の言葉を聞いただろう。清姫を封じる護符が、この山のあちこちに隠されている。みんな、持っている巻物を見てくれ』

　ブルーの呼びかけに、観客たちはすぐさまリーフレットに目を向ける。

　裏側が解答欄になっていて、一番上に十六マスの空欄があった。

　続いてイエローが声を上げる。

『その謎を解いて巻物に頭文字を書き込むんやで。ほんで、ステージ前の回収箱に入れてほしいんや』

　ステージ前には、青、緑、白、黄色、紫の回収箱があった。

　これまで清姫を演じていたパープルがレンジャーの顔に戻り、ステージ前に躍り出る。

『みんなは、応援するレンジャーの色の回収箱に巻物を入れてほしいの。これが私たちの人気投票──つまりは総選挙になります』

『なんと、早く正解した上位三十名様は、好きなレンジャーとハグができるんだよ』と、屈託ない笑顔で言うホワイト。

　最後にグリーンが『それ以外にも、上位者には景品もあります。よろしく』と言葉少なに頭を下げる。

　好きなレンジャーとハグができると聞いて、観客たちは「きゃあああ」と声を上げた。

　ステージでは『──その前にもう一つ』と清水が前に出ていた。

『実は、護符の謎以外に、この園内にはレンジャーの秘密も隠されています』

　その言葉に、レンジャーたちが『えっ？』と固まった。

　そのリアクションから、『もしかして、リハーサルにはなかったことなのかな？』と、私と香織は視線を交わし合う。

　清水は愉しそうに、にやにやと笑みを見せて口を開いた。

『そう、みんなを護る正義のヒーローなのに、人々を欺あざむいている者もいるかもしれない。たとえば、サバサバして気さくで嘘が嫌いという、とびきり美人な女性パープル。だけど、実はとっても化粧が上手いだけで、その素顔はまるで別人だったり』

『やめてっ！』

　パープルはぎゅっと目を瞑り、強張った声を上げた。同時にステージ後方のスクリーンに、腫はれぼったい瞼まぶたの素朴な顔立ちの女性が映し出される。

【パープルのすっぴん】という字幕に観客たちは仰天し、いやあ、とパープルはその場にしゃがみこんだ。

　清水は半笑いでスクリーンを振り返り、パープルの素顔を確認して露骨に顔をしかめた。

　続いて、司会の透子が口を開く。

『あとはね、すっごく可愛い顔で純朴そうな道産子を売りにしているのに、実は昔、地元では「極悪最凶」なんて言われた元ヤンキーで、そのくせに本番に弱い、小心者のホワイトとか』

　スクリーンには、時代錯誤なヤンキースタイルをしているホワイトの昔の写真が、映し出された。

【やんちゃしてました】という字幕もついている。

『ちょっ、なんで、そんな写真っ！』

　ホワイトが、目を剥いて前のめりになる。

『この山には、他のレンジャーたちの秘密も隠されていますよ』と清水は愉しげに言う。

　透子は清水の方をちらりと見ると、笑顔で言った。

『秘密が隠されているのは、レンジャーだけじゃなく、清水プロデューサーもです。とびきり大きな爆弾をしかけていますので、ぜひ、そちらも見付けてくださいね』

　透子の言葉に、清水はギョッとし、

『そ、それじゃあ、レンジャーたちから注意事項を』

　清水はそう言うと透子の腕をつかんで、ステージ裏に入っていった。




「お前、一体、何を言い出すんだ！　どうして俺まで対象なんだよ」

「で、でも、私……シナリオ通りにやったまででして」

　透子は驚いたように、台本を差し出す。

　清水は台本を奪い取ると、中を確認して目を剥いた。

「なんだこれ、最初のシナリオと違うだろ。これは誰がやったんだ！」

「分かりません、いつの間にかこうなっていて」

　透子は肩を震わせながら、身を小さくさせる。

　岡崎がそんな透子をかばうように前に出た。

「清水さん、レンジャーの秘密を公開なんて私たちは聞いてませんし、これまでのリハーサルでもやっていなかったですよね！？」

「そうですよ。うちの梶原には一体どんな秘密を？」と、続いて田町が詰め寄る。

「楽しいエンタメの仕掛けだよ、決まってるだろ！」

「仕掛けって、そんな……」

　と、マネージャーたちは困惑の色を見せる。

　その様子から、レンジャーの秘密を公開するというイベントは、清水と透子しか知らないことであり、二人だけは他の者たちとは違う台本を持っていたことが分かった。

「だけど、俺のことは関係ないだろう。ったく、俺の台本はどうなってんだ？」

　清水は自分の台本をまったく見ていなかったようで、手に取るなり乱暴にページをめくる。




【清水プロデューサー。

　あなたがこれまでにしてきた非人道的なことのすべては、今日皆に暴かれます。

　エンターテインメントにすべてを捧げたあなたは、エンターテインメントの中で消滅してください】




　レンジャーの秘密を公開するくだりのページに、真っ赤な文字でそう書かれていた。

「な、なんだ、これ！　暴かれるって、どういうことだ」

　目を剥く清水に、皆は「えっ」と戸惑い、どうして良いか分からない、という様子で目を泳がせる。

　そんな中、壁際で様子を見ていた清貴がそっと口を開いた。

「『皆に暴かれる』ということはおそらく、『護符』のクイズを解くと、あなたの秘密に行きつくようになっているのでは、ないでしょうか？」

「クイズを解くと？」

　後ろめたいことがたくさんあるのだろう。

　清水は、顔色を変えてすがるように皆を見た。

「た、頼む、皆で観客よりも先に俺の『秘密』を回収してきてくれないか！　回収できないような状態になっていたら、見せないようにしてほしい」

　皆は突然のことに、どうして良いのか分からずに、ただ、おろおろとしている。

　清貴は、壁際に立ち、傍観していた。

　クイズを解くことで、清水の醜い悪行が露見される。

　これは、清水を嫌う者による単なる『嫌がらせ』ではない。

　おそらく、『復讐』だろう。

　清貴が動かなかったのは、清水を助ける気にはならなかったからだ。

　何者かが仕掛けた『復讐のショー』を、楽しませてもらおう。

　そう思っていると、観客に『注意事項』の説明を終えた秋人がステージ裏に現われて、声を上げた。

「ホームズ、俺からも頼む！」

「秋人さん……」

　清貴は少し意外に思い、目を瞬かせる。

「勘違いするなよ、清水Ｐを助けたいわけじゃない。そんなのは、ハッキリ言ってどうでもいいんだ」

　そう言い切った秋人に、清水は「えっ」と振り返る。

「けど、このイベントには子どももたくさん来てる。何より、せっかく来てくれたお客さんを不快にさせたくない、楽しんで帰ってもらいたいんだよ。この舞台を成功させたいんだ。なんとかなんねーか！」

　秋人の訴えに、マネージャーたちは弱ったように顔を見合わせる。

「秋人君、もう遅いかもしれないです。観客たち、もう駆け出してしまっていますよ」

　そう言った田町に、

「駆け出す？」

　秋人がステージを確認すると、まだグリーンが話している途中だったが、話など聞いてられない、とばかりに観客たちはステージを出て行っていた。
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　皆が野外ステージから出て行くので、それに押されるように私と香織も外に出て、護符を探し始めた。

　ピンポンパンポン、というアナウンス音が園内に響く。

『皆様、レンジャーたちが自分の秘密を暴かれたくないとステージから飛び出し、園内を駆け回っております。レンジャーにタッチできた人は、握手ができます。どうか、レンジャーにタッチをして、足止めをし、秘密を奪われないようにしてください』

　観客たちは「うおおお」と声を上げ、護符よりも先にレンジャーを追いかけようと、目を剥いて走り出す。

「葵、うちもイエローと握手したいし、追いかけるの手伝って！」

　香織が勢いよく駆け出す。

　私はぎょっとして、その後を追った。

　私たちがレンジャーを追いかけるのに一生懸命になっている間、スタッフらしき人も駆け回っていた。

　スタッフたちが何をしているのか気になったけれど、とりあえずイエローにタッチをしなければならない。

　新メンバーであるイエローの注目度は高く、多くの人に追いかけられて握手の行列ができていていた。おかげでタッチも簡単であり、列の後方に並んで、私たちはイエローと握手することができた。

「おおきに、応援ありがと。せやけど、秘密は奪われへんようにするで」

　にっと笑うと八重歯が見えて、やんちゃで可愛い印象だ。

　秋人さんもたくさんの人に追いかけられていたが、彼はなかなかすばしっこく、皆は苦戦しているようだ。

　ややあって、再び園内にアナウンスが流れる。

『疲れ切ったレンジャーたちは秘密の回収を諦めて、ステージに戻りました。皆様、護符の回収をがんばってくださいね。制限時間は今から一時間です』

　私たちは気持ちを入れ替えて、護符を探すことにした。

「イエローと握手できて良かった」

　香織は歩きながら、ほくほくした表情を見せている。

　その後、園内を駆け回り、護符の看板を見付けていった。




【護符　十三】

　３８＝ゆ　２５＝に　４９＝れ　１１０＝わ　５１０＝（　）

（　）に当てはまる文字を書きなさい。




【護符　十六】

　ＨＨＬＢＢＣＮＯＦＮＮＭＡＳ（　）ＳＣＡＫＣ

（　）に当てはまる文字を解答欄に書いてください。




【護符　十一】

　次の言葉を解読しなさい。『ｔ＠ｙｆ＠￥４』
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　これらの護符は、番号部分にカラーテープが貼られていて、そこに漢数字が書かれていた。まるで元の番号が間違いで、即席で修正したように見える。

　私と香織は、問題を見て「うーん」と唸る。

「『参』のは分かった」

「カタカナの『ノ』で土だから『喉のど』やね。小学生も多いし、単純なクイズもあるんや」

「でも、十六と十一は全然分からない。香織は分かる？」

「全然や。とりあえず、問題を書き写して次行こ」

「うん」

　いつまでもそこにいても仕方がないと、その場を離れて次の護符看板を探しに走る。

【護符】の問題は、クイズだったり、クロスワードだったりと多様だが、『ご当地レンジャー』を意識してか、ご当地問題も多かった。

　・ひらかたパークは元々、とあるものを展示することからスタートした。そのとあるものとは何か。

　・仁にん和な寺じ・龍りょう安あん寺じ・金きん閣かく寺じを結ぶ観光道路は、何と呼ばれているか？

　・京都の年越しといえば『にしん蕎そ麦ば』。その発祥である店名は？

　・御お室むろ桜で知られる桜の名所の寺院の名は？

　・八や咫た烏がらすが帰る地は？

　ご当地問題だったら、私たちにも解けそうだった。

「これなら分かる。『ひらかたパーク』の発祥は『菊人形』で、観光道路は『きぬかけの路』。『にしん蕎麦』の発祥って？」

「南座にある『松まつ葉ば』て店や」

「ああ、あのお店が発祥なんだ。そして『御室桜』は仁和寺だよね」

「ほんで、八咫烏が帰る地は、『熊野』やね」

　私たちはリーフレットに解答を書き、マスには解答の頭文字をひらがなで一文字入れる。

「よし、次行こ」

「うん。護符を探してこうして謎を解くのは面白いけど、レンジャーの秘密とか、なんだかすごいことになってたね」

　園内を小走りで駆けながら言うと、香織が顔をしかめた。

「プロデューサーは笑ってたけど、パープルのすっぴんをさらすとか、なんや、ちょっと笑えない演出やったね」

　その場にしゃがみ込んだパープルの姿が脳裏を過り、苦い気持ちになる。

「本当に……」

「ホワイトの元ヤンは笑ったけど」

「でも、犯罪でもないのに本人が知られたくないことを暴くって、なんだか好きじゃないな」

「ほんまやね」

　パームウォークというところに、『グリーンの秘密』という張り紙があった。

『無口なグリーンは、実はこんなにガチなコスプレイヤーだった。レンジャーのオーディションも好きが高じてのもので、友達が勝手に応募したというのは嘘。本当は自分で応募していた』

　一緒に、戦隊ヒーローのコスプレをしているグリーンの写真が張り出されている。

　なかなか完成度の高いコスプレに感心させられたが、きっと彼は知られたくなかっただろうことを思うと、また嫌な気持ちになる。

　また別の場所に、『ブルーの秘密』は、『小学校までおねしょをしていた』、『イエローの秘密』は『二股で刃にん傷しょう沙ざ汰たになりかけたことがあった』と書かれており、私と香織は苦笑して肩をすくめた。

「秋人さんが小学生までおねしょ……私はなんとも思わないけど、本人は知られたくないんだろうね」

「ほんまやね。私はそれより、イエローの二股で刃傷沙汰に軽く引いてしもた」

「イエロー、モテそうだもんね」

　私は苦笑しつつ、『モテそう』という言葉から店長のことを思い出した。

「そういえば香織、店長にバレンタインチョコを渡したんだ？」

　そう問うと、香織は弾かれたようにこちらを向く。

「あー、うん、ついでに」

「ついで？」

「映画を観に行ったついでにお礼をて。ほら、出町柳でやったサークルのイベントに来てくれはったし」

「うん、店長もそう言ってた。とても嬉しそうな顔してたよ」

　そう言うと香織は、「ほんま？」と、ほんのり頬を赤らめる。

　その時、私のスマホが鳴動した。着信を確認するとホームズさんだった。まさか仕事中に電話をくれるとは思わず、私は驚いて電話に出る。

「は、はい」

『葵さん、僕です。今日は〝ひらパー〟のイベントに来てくださって、ありがとうございます』

「ええ、もちろん」

　それにしても、『来てくださって、ありがとうございます』と確認もせずにお礼を言うなんて、彼は私がイベントに来ていると疑いもしていないようだ。実際に来ているのだけど。

『ステージ裏から、あなたと香織さんの姿を確認しましたよ。ずっと立ち見で、お疲れではないですか？』

　実は私たちの姿を見付けていたようだ。相変わらず目が良い。

「大丈夫です。園内を駆け回るのに少し疲れましたが。そうだ、ホームズさんに訊いても良いですか？　分からない問題があって」

『ええ、もちろん』

「ＨＨＬＢＢＣＮＯＦＮＮＭＡＳ（　）ＳＣＡＫＣで（　）に入る文字は？　という問題なんですが……」

『Ｐですね』

　即答するホームズさんに、私は驚きながら「ぴー」と洩らす。

『それは元素記号の順なんですよ。Ｈの水素、Ｈｅのヘリウムときまして、（　）の前のＳはＳｉ・ケイ素、（　）の中にＰのリン、そしてＳの硫黄……』

　電話の向こうですらすらと答えるホームズさん。

　はああ、という間の抜けた声が、私の口から漏れる。

「それじゃあ、十三問目の５１０＝（　）は？」

『それは「ん」です』

「ん？」

『はい、「ん」です。碁盤の目にあいうえおを入れて、縦と横に番号をつけ、番号が重なった文字を指しているんですよ』
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「十一問目の『ｔ＠ｙｆ＠￥４』というのは？」

『「がんばろう」です。ローマ字設定で、キーボードをかな打ちしたものですね』

　はあああ、と私は気の抜けた息を吐く。

　これで、十六問すべてが埋まった。

『葵さんにお願いがあったんです』

　その言葉に、私は「あ、はい」と顔を上げた。

　それはそうだろう。わざわざ、こんな時に電話をかけてきたくらいだ。

『観覧車に乗っていただけませんか？』

　そう言ったホームズさんに、「えっ？」と私は目を瞬かせて、観覧車を見上げた。





＊






　──今から四十分前。

【清水プロデューサー。

　あなたがこれまでにしてきた非人道的なことのすべては、今日　皆に暴かれます。

　エンターテインメントにすべてを捧げたあなたは、エンターテインメントの中で消滅してください】

　台本に書かれた真っ赤な文字に清水が慌てふためき、スタッフたちはおろおろと立ち回る。

　元々手助けする気持ちなどなく、傍観していた清貴だったが、秋人に頼まれたため、壁際から離れ、皆の中央に立った。

「すみません、『護符』のクイズの問題と解答を見せていただけますか？」

　清貴が呼びかけると、すぐにスタッフが「問題はこちらです」と差し出し、「解答は……どこだ？　ちょっと待ってください。おい解答はどこやった」と、声を上げる。

「ああ、見付からなければ大丈夫ですよ。誰かが隠しているのかもしれませんね」

　清貴は胸ポケットからペンを取り出して、書き込んでいく。

「出た答えの頭文字を、ひらがなでマスに埋めていくんですね」

　清貴は、さらさらと答えを埋めていき、

「できました、こちらになります」

　リーフレットをかざすように持って、皆に解答欄を見せた。




【Ｐきさまのくつにらくがきかんせい】




　ひらがなだらけなため、皆は「んん？」と目を凝こらして、答えを確認している。

「『Ｐ』は言わずもがな、プロデューサーのことですね。答えは『貴様の靴に落書き完成』です。パークの中心に清水さんの人形が置かれていましたので、そこに何か決定的なことが書かれているか、証拠となるものが隠されているのでしょう」

　清貴がそう言うなり、「すぐに回収しろ！」と清水が声を上げる。

「ここまでしているのですから、おそらく、他の場所にも隠している気がします」

　なっ、と清水は振り返った。

「それは秋人さんの仰る通り、子どもには見せたくない物のような気がしますので、とりあえず文字の順番を組み替えておきましょう」

「組み替える？」

　と皆が目を瞬かせた。

「レンジャーの皆さん、時間を稼いでください。パーク内を走り回って観客の気を惹き付けるんです。そしてスタッフの皆さん……」

　清貴は、カラーテープとマジックをテーブルの上に置いた。

「今から僕の言うことをメモしてください。看板の数字を変更します。数字にカラーテープを貼って、新たな数字をその上に書いてください。いいですか？　一を十六に変更、二を一に、三を八に変え、四を十二、五を三、六を九、七を六、八を七、九を十に、十を二、十一はそのまま、十二を四に、十三と十四を入れ替えて、十五を五、十六を十五に変更してください。できるだけ急いで。田町さんたちは人形を確認してください」

　清貴の指示に従い、マネージャーからスタッフ、清水本人もパーク内を駆け回って看板の数字の変更を行った。

　その間、レンジャーたちは走り回ってファンを惹き付け、数字の組み換えが完了した段階で引き上げる。

　そして、あらためてファンに向けて、こちらのミスで番号を変更しているので確認するよう、アナウンスも流す。

　一方、田町たちマネージャー陣は、すぐにパーク中心に置いてあった清水人形の足元の箱を確認した。

　そこには、『枕営業を強いるセクハラプロデューサーを断固許さない』という落書きとともに、封筒が隠されていた。

　封筒を受け取った清貴は中を確認し、顔をしかめて肩を下げた。

「写真とメモ……いやはや、これは先に確保しておいて良かったです」

「それはなんだよ!?」

　勢いよく詰め寄る清水に、清貴は手をかざす。

「あなたの犯罪の証拠です」

　そう言った清貴に、清水は目を見開き、俯いていたレンジャーたちが顔を上げた。

「犯罪だと？　どうせそこにはベッドでの写真が入っているんだろう？　俺はバツイチで独身だ。女優と関係を持ったら犯罪なのか？」と清水の声が上ずる。

「合意の上なら問題ないと思います。ここにある写真はあなたの姿だけを切り取ったもので、相手の姿はほとんど写っていません。ですが、『セクハラ被害を受けました』と書かれた手紙も同封されています。あなたが自らの立場を利用して、複数の芸能関係者と性的関係を持った、その証拠です」

「そんなのが証拠になるのかよ!?」

「この写真はあくまで警告ですよ。ちゃんとした写真は本人が持っているでしょう。またメモには、こうも書かれています」と、清貴は紙を見せる。

　その紙には、『他のところにも隠しています』と書かれている。

　清水は「ったく、誰がこんなことを」と額に手を当てる。

「あなたのやり方を許せない者の仕業でしょうね。僕もずっと、あなたのやり方はどうかと思ってきましたし」

　そう言った清貴に、清水は「んん？」と眉根を寄せる。

「僕も、ってお前は、秋人の一日マネージャーだろ？　俺と仕事したことないだろ？」

「仕事をしたことはありませんが、お会いしたことはあります。覚えておられませんか？」

　清貴は胸に手を当てて小首を傾げる。

「会ったこと？　見たことある気がするとは思っていたけど、俺は日々、男前に会ってるからな……」

「僕よりも、祖父がお世話になっていましたね」

「祖父？」

「はい。祖父の名は家頭誠司。『家宝☆探訪』という番組で、あなたのお世話になりました。祖父の喜寿の誕生日パーティに、出席してくださったではないですか」

　清水は「あっ」と目を見開いて、口に手を当て、秋人も「そういえば」と頷く。

「あなたはかつて、番組のために贋作を真作と言うように、祖父に頼んだそうですね。頼んだというと生なま易やさしいですが、『俺を敵に回したら、もう二度とテレビに出られなくなりますよ』と、半ば脅しのようなことを囁いたとか。もちろん、そんな脅しに屈する祖父ではありません。祖父はテレビの世界を見限りました。そんな状態にもかかわらず、あなたは番組のために、また祖父に会いに来た。きちんとした謝罪もなく、『またテレビに出てもらいたいと思ってるんですよ』と言ったとか。まったく信じられません。あなたは本当にエンターテインメントのためなら、なんでもされる方です」

　微笑んで言う清貴に、清水は言葉を詰まらせ、他の者たちも顔色を失していた。

　秋人だけは、「出た、笑顔で怒るあの迫力、怖─い」と小声で言い口に手を当てる。

「そんなあなたは、これまでレンジャーに目もくれていなかったというのに、人気番組になった途端、権力を駆使して前プロデューサーを追い出し、自分の番組にした上で目先の利益の為にこれまでのすべてを壊そうとしている。あとこれは別件で知ったのですが、今回のイベントであなたは、フリーの放送作家が持ち込んだ企画をボツにした上で、その企画を盗んでスタッフに作らせた。今回のクイズも、外注せずにマネージャーを含む関係者に作らせ、その予算を着服。これじゃあ恨まれても仕方ありません」

　手を広げて肩をすくめる清貴に、清水は顔を引きつらせる。

「本来ならこの復讐劇を止めるつもりもなかったんですが、秋人さんに頼まれましたので。たしかに彼の言う通り、観客を不快にさせるのは良くないと思いました」

　そう言った清貴に、秋人が前のめりになる。

「数字をバラバラにして、意味の分からない文章にしたんだろ？」

「意味の分からない文章にするのも怪しいので、別の文章に変えました。このように」

　清貴は紙に書いて、かざして見せる。

　その文章を見て、皆は絶句した。

「──い、いいかげん、誰がやったって言うんだ！　お前には分かっているんだろ？」

　胸倉をつかむ勢いで叫ぶ清水に、清貴は肩をすくめる。

「それよりも、他の証拠も園内に隠しているそうですよ。探してきた方が良いのでは？」

　清貴が心配そうな目で言うと、清水は「くそっ」と言って走って行った。

　清水の背中を見送りながら、清貴はスマホを手に取る。

「うちの師匠を侮ぶ辱じょくしただけじゃなく、こんなセクハラ行為までしていたなんて、本当に許せませんね。さて、葵さんにお願いしようと思います」

「何をだ？」と秋人が尋ねる。

「観覧車に乗ってもらうんですよ。わざわざあれを動かしているくらいですから、何かあるのでしょう」

　そう言って、清貴は葵に電話をかけた。





＊






　ホームズさんに観覧車に乗るよう頼まれた私と香織は、野外ステージよりもさらに高台の観覧車乗り場へと急いだ。

　皆、『護符』を探すのに一生懸命であり、観覧車に乗ろうとする者は他に一人もいなかった。

　観覧車に乗るのにチケットはいらないようで、私たちはスタッフに会釈をして乗り込む。

　ゆっくりと円を描きながら上昇していくゴンドラの中で、私と香織は窓に張り付くようにして外を見ていた。

　陽が落ちたものの、空はまだ薄明るい。

　町は明かりを灯し、園内はライトアップしていて、とても幻想的だった。

　さすがにこの時間では京都タワーは見えないが、見晴らしは最高だ。

「ホームズさん、『気付いたことがあれば教えて』て言うたんやろ？」

「そう。でも、気付くことなんてあるのかな」

「それにしても、解答はよく分からない感じやったな」

「うん」と私はリーフレットを確認する。

【きくのきせつにさくらがまんかいＰ】

　これが、十六文字を埋めた解答だった。

　菊の季節に桜が満開……は、さておき、最後の『Ｐ』ってなんだろう？

　プロデューサーからの言葉ということなんだろうか？

「菊人形のひらパーやし、もうすぐ桜の季節だからってことやろか」

「そうかもしれないね」

　そう話しながら、目を皿のようにして園内を見下ろしていた私たちは、同時に「あーっ！」と声を上げた。

　チケット売り場の屋根に、大きな紙が敷かれている。

　そこに『５』という大きな数字。

「あれだ！」

　私はすぐにスマホで写真に撮って、ホームズさんに送った。





＊






「しかし、ホームズはすげぇな」

　秋人は、清貴がかざしていた紙を手にしみじみと言う。




【きさまのくつにらくがきかんせい（貴様の靴に落書き完成）】


↓



【きくのきせつにさくらがまんかい（菊の季節に桜が満開）】




「すごいだなんて……それは、僕が考えたアナグラムではないですよ」

「でも、あの短時間で文字の組み換え指定だぞ？」

「それは別にたいしたことでは……」

　その時ポケットのスマホが鳴動し、葵からメッセージが届いた。

「ありがとうございます、葵さん」

　清貴は返信しながらそっと微笑み、振り返ってスタッフを見る。

「すみません、アトラクションの５番の『レジェンドオブルクソール』、もしくは園内のすべてのコインロッカーの５番を調べてください」

「はいっ！」とスタッフは駆け出す。

　ステージ裏には、レンジャーとそのマネージャーだけが残った。

　素顔をさらされたパープルは、今も壁にもたれて座り込んでいた。

　そんな彼女に誰も声を掛けられずにいる。

　彼女のマネージャーの岡崎は、舞台袖からステージを見守っている。

　清貴は、パープルの許に歩み寄り、そっと声を掛けた。

「大丈夫ですか？」

　パープルはびくんと肩を震わせて、ほんの少し顔を上げる。

「……ええ。ちょっとショックだっただけ」

　彼女は、そう言って力なく笑った。

「マネージャーの岡崎さんは、そんなにショックを受けているあなたをずっと放ったらかしなんですね」

　清貴の言葉に、パープルは慌てたように顔を上げる。

「そんなことはないんです。私が一人にさせてって言ったから気を遣ってくれていて……」

「だとしても、彼女はちっとも、あなたを心配している素振りを見せない」

「何が言いたいの？」

　パープルは、怪訝そうに眉根を寄せる。

　清貴は「失礼しました」と一礼をした上で、話を続ける。

「今回の計画の首謀者は、あなたですね？」

　清貴の言葉に、パープルは顔を強張らせ、岡崎が驚いたように振り返った。

「ど、どうして？」

「ステージで清水さんがあなたの写真を公開する直前に、あなたは『やめて』と声を上げた。あの流れでは、素顔を晒さらされることを察することはできるでしょうが、本当に『知らない状態』であれば、予想はしても、『まさか』と思いながら、写真を確認するはずです。ですが、あなたは写真も見ずに叫んでいた。あそこで自分の素顔がさらされることを、事前に知っていたんです。つまり、用意されたリアクションだった。そのことはあなただけではなくマネージャーの岡崎さんも知っていたんですね。だから、岡崎さんは落ち込んでいるあなたを特に慰めず、心配している素振りも見せなかった。それは、本当はあなたが落ち込んでいないことを岡崎さんは知っていたからです……その辺の細かい演技ができない点は、役者さんとそうでない方の違いですね」

　ふふっと笑う清貴に、隣にいた岡崎は決まり悪そうに目をそらす。

「清水さんはあの時、あなたの素顔の写真を見て、動きを止めていました。もしかしたら、見覚えがあったのかもしれないと思ったんですよ」

　そう続ける清貴に、パープルは何も言わずに唇を噛む。

「あなたはレンジャーでデビューしたはずです。ですが、素人目にも随分と舞台慣れされていて、演技も素晴らしい。そして芸能界でも友達が多く姉御肌だとか。もしかしたら、あなたは以前、芸能界にいたのではないでしょうか？」

　すると、彼女は自嘲的な笑みを見せた。

「……舞台のあれが演技だと分かっちゃったんでしょう？　私の演技なんて大したことないわよ」

「いえ、叫ぶタイミングがあと数秒遅ければ、僕も気付かなかったかもしれません。あなたは以前、清水さんに酷い目に遭わされて芸能界を離れ、もう一度戻って来たのではないですか？　姿はほとんど写っていませんが、この写真はあなたなんですよね？」

　パープルは、参った、という様子で肩をすくめる。

「そう、その通り。私は十代の頃、芸能界に憧れてある事務所に入ったの。けど、清水にセクハラを強いられたあげく、役をもらえなくてね。『お前は馬鹿か、枕営業っていうのは、あくまで営業なんだよ。オーディションの話を振ってやる程度なんだ。お前みたいに特別美人でもなければ個性のない奴は、体を使うしかねぇんだよ』って言われたわ。それで、もう芸能界が嫌になってね。やめる前に復讐してやろうと思って、写真をこっそり撮ったのよ。だけど結局怖くて実行に移せなかった。完全な負け犬の私は地元に戻って美容学校に通ったわ。ヘアセットやメイクの勉強もした。化粧の仕方やアイプチで、女の子はうんと変身できることが分かって、『こんなに綺麗になれるのだったら、自分は芸能界でもっとやれたかもしれなかったな』と思ってしまった。結局、諦め切れていなかったのね。そんな時にレンジャーの中部オーディションがあって、飛びついたのよ」

　パープルはそう言って、大きく息を吐く。

「新しい事務所は素敵なところで、マネージャーの岡崎さんも素敵な人だった。『芸能界も悪いところじゃないんだ、たまたまあの男が最悪だったんだ』って思うようになったの。レンジャーの人気も上がってとても嬉しくて。そんな時に、あいつがやって来たのよ……」

　パープルは、強く拳を握り締める。

「今回の計画のきっかけは透子ちゃんに泣きつかれたこと。あいつ、まだ十代の透子ちゃんを、自分のマンションに連れ込んだんだって。『断ったら、役を下ろす』って言って。透子ちゃんはストレスでその場で嘔吐してしまって、帰してもらえたみたいなんだけど、もう許せないと思った。そして私は、あいつの被害者を探すことにしたの。私の芸能界での友達は、あいつの被害者ばかりよ。復讐を誓った私は、あいつを晒し者にした上で、裁いてやろうと思ったのよ」

「……ですが今回の復讐劇は、あなた一人では無理なことも多い。透子さんの協力を仰ぎ、そしてマネージャーの岡崎さんを説得して、仲間に引き入れたわけですね」

　清貴はそう言ったあと、岡崎の方を向く。

「岡崎さん、この問題を作ったのは、あなたですね？」

　岡崎は頷き、パープルの肩をそっと抱いて、清貴を見た。

「ええ、私は彼女たちからすべてを聞いて、清水に対する怒りから、つい『協力する』と言ってしまったんです。でも、躊躇う気持ちもありまして……」

「それでアナグラムの問題にした。あなたは彼の動向を見ていたんですね？　改善の兆しがあるようなら、『菊の季節に～』という解答にしようと思った。ですが、清水はまったく変わっていなかった。そのため、結局、実行へ移した……あなたも彼に何かされましたか？」

「酒の席で誘われたくらいよ。でも、立場の弱い若い女の子なら断り切れないだろうなと思いました。それに、私自身、彼に思うことがありまして」

「前プロデューサーが、あなたの恋人なんですね？」

　そう尋ねた清貴に、岡崎は弾かれたように顔を上げる。

「どうしてそれを？」

「あなたが、前のプロデューサーのことを語る姿を見て。これは、本当になんとなくですが……」

「本当に『ホームズ』なのね」と、岡崎は肩をすくめた。

「今回、あなた方は、このイベントで彼を晒し者にしたかったのでしょうが、秋人さんがそれを望まなかったので、阻止させてもらいました。僕は秋人さんのマネージャーですし、彼の気持ちもよく分かります。どうかレンジャーを愛する者たちのために、復讐はイベント終了後に行っていただけると。多くの女の子たちは、あなたに憧れているんですよ」

　清貴はそう言って、封筒をパープルに渡す。

　パープルは震える手で封筒を受け取り、「はい……」と頷いた。




　──この後、彼女は清水プロデュサーを告訴し、それに伴い、彼の不正や悪事が芋ずる式に公になって大きな話題となる。ご当地レンジャーには、前プロデューサーが復帰し、さらに人気が高まるのだが、それは少し先の話だ。
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　私と香織が、制限時間ぎりぎりに野外ステージに戻ると、すでに多くの人が解答用紙を投票箱に入れていた。

「握手してくれたイエローには悪いけど、やっぱり秋人さんに投票しよ」

　香織は、青色の投票箱に解答用紙を入れる。

「私は悩んだけど、やっぱりパープルさんかな。がんばってほしい。秋人さんごめんね」

　と、私は用紙を紫の箱に入れた。

　上位三十名はレンジャーとハグをして記念品を受け取り、とても嬉しそうな顔を見せている。

　会場の皆は、素顔を晒されてショックを受けたパープルに同情したようで、人気投票はパープルが一位。

　二位はブルー秋人、三位はイエロー、四位と五位はグリーンとホワイトの同票だった。

　一位になったパープルは晴れやかな顔で、ステージ中央に立った。

『みんな、本当にありがとう。ここで晒してしまったように私の素顔はとっても地味です。けどね、私の変身を見て、少しでも夢を持ってくれたら嬉しいな。女の子はメイクでいくらでも綺麗になれるの。あっ、男の子はゾッとしたかもしれないけどね』

　明るく言うパープルに、ドッと笑い声が沸き起こる。

『でも、私自身はメイクをした自分も、素顔の自分も大好きです。すべての女の子はシンデレラになれるから、どうか自信を持ってくださいね。私の場合はシンデレラじゃなくて、レンジャーだけど。本当にありがとう！』

　パープルはレンジャーのポーズを取り、皆はまた笑いながら拍手をした。

　続いて秋人が前に出る。

『そうそう、小学校までおねしょをしていた俺も、レンジャーになれたしな』

　そう言う秋人にも笑いが起こった。

『──俺は京都育ちで、両親が関東と九州出身。そんな俺が関東のレンジャーをやってることに不満がある人がいるのは知ってる。実際、俺は雑種だし、それは仕方ないか、って気持ちもある。だけど、俺としては、そもそも東京の人間ってそんなもんじゃないかな、とも思うんだ。全国からいろんな奴が集まってくるのが、首都圏だ。不満に思う人たちに納得しろとは思わないけど、俺は俺が関東のレンジャーなのもアリだと思ってる。そして同じように思ってもらえる人がいたら、嬉しい。これからもよろしくな！』

　そう言って諸手を上げた秋人に、会場から大きな歓声が沸き起こった。

　私と香織も、うんうん、と頷きながら、惜しみない拍手を送る。

　そうして『ひらかたパーク』で開催された『ご当地レンジャー』のイベントは終了した。

　とても楽しかったという印象しかなかったため、後ほどホームズさんから舞台の裏側を聞いて、私は心の底から驚いたのだけど──。
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　一方、ステージ裏では──。

　イベントが終わる頃には、清水プロデューサーの姿はなくなっていた。

「……逃げたな、あいつ」

　着替えを終えた秋人は、帰り支度をしながら呆れたように肩をすくめる。

「でしょうね。逃げたところで罪から逃れられるわけではないでしょうが、ここにはいられないでしょう。ところで、秋人さん」

　うん？　と秋人が振り返った。

「あなたは最近、落ち込んでいたようですが、もしかして今回のことに気付いていたんですか？」

　そう尋ねた清貴に、秋人は苦笑して頭を掻く。

「まぁな。パープルの復讐計画に気付いてた、ってわけじゃないけど、前プロデューサーが追い出されたことで、楽しい現場が嫌な雰囲気になってきてたし、次の『ひらパー』でのイベントが大きな鍵になると思ったんだ。絶対に成功させないと、何もかも駄目になるような気がしたっつーか」

　清貴は、やっぱり、と納得する。

「それで、僕を助っ人にと考えたわけですか？」

「おう。想定外のことが起こっても、お前ならなんとかしてくれるだろうと思って」

　すると、側で話を聞いていた田町が、「ええ？」と勢いよく身を乗り出した。

「そうだったんですか？　それでは、アンチのことは？」

「アンチ？」

　秋人はきょとんとした様子を見せる。

「私は、秋人君がアンチの存在を気にして、落ち込まれているのかと……」

「んなもん、稼いだら税金取られるし、夏になったら蚊かが出る、有名になったらアンチも沸くってくらい、いて当たり前なものだろ。気にしてどうするんだよ」

　くだらない、と肩をすくめる秋人に、清貴はぷっと噴き出す。

「だと思いました。『あなたがそんなことを気にするだろうか？』と、僕は不思議に思ってまして」

「まぁ、正直、悪く言われるのは面白くはないけど、そこまで気にしねぇよ。俺もお前と一緒で誰にどう思われようと、俺は俺でいるまでだ。それに、人は生きている以上、多かれ少なかれ悪く言われるものだろ？　だけど、手放しで応援してもらえるなんて、滅多にあることじゃない。幸運にも俺はそれをしてもらえてるんだ、悪く言われることなんて、気にならねぇくらい、マジで感謝っつーか」

　そんな秋人に、清貴は微笑んで頷く。

「本当にそうですね。やはりあなたは、僕が思っている以上に大器なのかもしれません」

「前にもそれ、言われたな」

　秋人はいたずらっぽく笑う。

　二人の会話を聞いていた他のレンジャーたちは、秋人の言葉が胸に染みたように、目に涙を浮かべながら、うんうん、と頷いていた。

「それじゃあ、みんなで飯でも行こうぜ、俺の奢おごりだ！」

　秋人が振り返って声を上げると、皆はわっと明るい顔で沸いた。

「なぁ、ホームズ、美味い酒が飲めるとこ、教えてくれよ」

「それでしたら、僕がお世話になった、伏見の日本酒ＢＡＲはおすすめですよ」

　話を聞いていたパープルが、「素敵」と手を叩く。

「日本酒大好きよ。伏見で飲めるなんて最高。ねぇ、透子ちゃんも大丈夫かしら」

　秋人は「もちろん」と頷く。

「本当に私もいいんですか？　ソフトドリンクはありますか？」

　おずおずと尋ねる透子に、清貴は「もちろん、ありますよ」と微笑む。

「それなら、葵ちゃんたちも呼んだらどうだ？」

　秋人の提案に、清貴は「えっ、いいんですか？」と目を輝かせる。

「ああ、葵ちゃんたちも協力してくれたみてーだし」

「ありがとうございます」

　清貴はそう言うと、ポケットからスマホを取り出し、素早く連絡を取って満足げに顔を上げた。

「──葵さんたちも行けるそうです。そして店の予約も取れました。一時間後から貸し切りにしてくれるそうです」

「相変わらず、仕事早ぇな」と秋人は笑う。

「それでは行きましょうか」

「おう」

　皆は野外ステージを出て、ゲートへと向かい、散歩をするように歩く。

　丘の上の観覧車は今もライトアップされ、まるでレンジャーたちを見送るようにきらきらと輝いていた。








エピローグ









『カラン』と響くドアベルに、私は「いらっしゃいませ」と振り返る。

　桜の季節を迎えたことで、京都の町は賑やかだ。

　いつもはのんびりしているこの骨董品店『蔵』にも、客の出入りが多くなる。

　今も観光客の女性が、カップ＆ソーサーを買って行ってくれたところだ。

『前に京都旅行でここに来た時、店の前を通って気になっていたの。思い切って入って良かった』と微笑んでいた。

　やはり、この店は入りにくいようだ。

　次に入って来たのは、着流しに帽子をかぶった体格の良い男性──。

　彼を目にするなり、私は「ああ」と微笑む。

「──円生さん」

「こんにちは、葵はん」

「今、ホームズはん、京都に帰って来てるんやって？」

「ええ、市内の大学で臨時講師をしていました。それももう終わりまして」

「めっちゃ早いやん」

「短期でしたし、もう春休みですしね」

　オーナーに最低十か所に修業に行くように言われたホームズさんは、松花堂庭園・美術館、上田さんの会社、ニューヨーク、伏見の酒蔵、東京の塾、秋人さんのマネージャー、京都精華大学と回り、今は短期の仕事をこなしている。

「ホームズさんにご用でしたか？　土日は、たまに店に入っていることがありますよ」

「ちゃうねん、近くまで来たから、あんたに報告しとこ思うて」

　邪魔するで、とカウンター前の椅子に腰を下ろす。

「私に報告ですか？」

　ぽかんと自分を指差すと、円生は「せや」と頷く。

「前に持ち込んだ茶碗、柳原先生に識てもろたんや。『藤原雄』で間違いないて」

「そうでしたか」

　良かった、と私は顔の前で手を合わせた。

　本物と信じて疑わなかったが、やはりそう聞くとホッとする。

「ほんまに、たいしたもんやな」

　円生は頬杖をつき、息を吐くように言った。

「いえ、そんな」と私は肩をすくませる。

　円生はそんな私を見て、愉しげに口角を上げた。

「どうして笑ってるんですか？」

「ほんま、スルメと思て」

「また、スルメですか」

　私は、うんざりと肩を下げた。

「せや、スルメや。噛むほど味が出るんやから、ええやん」

　それは喜んで良いことなのだろうか、と私は複雑な気持ちでコーヒーの準備を始める。

「ほんで、あんたはきっと、人の毒気を抜く何かを持ってるんやろな」

　円生が独り言のように零した言葉を、コーヒーを淹れていた私はちゃんと聞き取ることができなかった。

「柳原先生のとこでの修業はどうですか？」

　コーヒーカップを置きながら尋ねると、円生は苦い表情を浮かべる。

「大変なんですか？」

「大変ていうか、しょうもない使いっ走りばかりやな。もっと具体的なことがあるとええんやけど」

　ホームズさんも、オーナーの使いっ走りをずっと続けていた。

　数多くの場に出て本物に触れることで、真贋を見抜く目を鍛え、そして古美術界に顔を売っていく。それは『修業』というには、一見地味かもしれないが、その一つ一つの積み重ねが、実を結ぶものなのだろう。だが、三十を過ぎて弟子になった円生は、もどかしさと焦りを感じているのかもしれない。

　私も、ホームズさんに置いて行かれるような気がして焦ることがあるから、気持ちは分かる。

　だけど、それとは少し違うように思えた。

　円生の場合は、もっと根本的なことだ。

「古美術や鑑定士の仕事は、本当に好きなんですか？」

　そう問うた私に、円生は少し驚いたように顔を上げる。

「まぁ、嫌いやない」

　この言葉、そのまま本心なのだろう。

　古美術は『嫌いじゃない』。

　ホームズさんに触発されて『自分もできるかもしれない』と、この世界に入った。

　もしかしたら、ホームズさんのように夢中になれるかもしれないという期待もあった。

　だが、思ったより引き込まれなかったのかもしれない。

　その言葉通り、古美術に関わる仕事は、『嫌いじゃない』程度だったのだろう。

「……円生さんは、他に好きなことがあるんじゃないですか？」

「そうは言うても、好きなことだけで飯は食えへんやろ」

　円生は、やれやれ、と呆れた目を向ける。

「まだ学生の私が言うのもなんですけど、仕事ってきっと、好きでも好きじゃなくても、やっぱり苦労もすると思うんです。それなら、好きなことで苦労する方が、ずっといいと思うんですよ」

　私はまだ社会には出ていないけれど、分かることがある。学校の勉強は苦痛だというのに、古美術の勉強は楽しくて仕方がない。時間を忘れるほどだ。

　その好きなことに費やした時間を、決してもったいないと思ったりはしない。

　ホームズさんは修業に出る前、あんなに忙しそうにしながらも、本人は涼しい顔をしていた。それは、すべて『好きな仕事』だったからだ。

　今は行く先々でそれなりに楽しく仕事をし、役には立っていても、『本当に好きな仕事』ではないから、その時間を惜しく感じる。

　それは、早く自分の好きな仕事に戻りたいからなのかもしれない。

　円生も、ホームズさんに早く追いつきたいという焦りはたしかにあると思うのだけど、根っこの部分で『早く自分の好きな仕事に就きたい』と感じており、それが募ってモヤモヤしているように感じた。

　とはいえ、それが贋作づくりならば、困るのだけど……。

「すみません、何も知らないのに勝手なことを言ってしまいました」

　苛立って怒り出すかと思ったけれど、円生は微かに口角を上げただけで、それについては何も言わなかった。

「せや、ゴールデンウィークに、柳原先生とこでまた『真贋展』をやることになったんや。興味あったら招待状渡すし」

　話題を変えるためか、ややあって思い出したように言う円生に、私は慌てて首を振る。

「面白そうですが、ゴールデンウィークは、旅行の予定があって……」

　そう言うと、円生はぱちりと目を見開く。

「旅行て、ホームズはんと？」

　あらためて問われて、瞬時に私の顔が熱くなった。

　きっと、真っ赤になっているだろう。

　円生は、へぇ、と洩らして、腕を組む。

「どこ行くん？」

「それは、ホームズさんにお任せしていまして」

　私はそう言って肩をすくめ、ホームズさんと旅行の打ち合わせをした時のことを思い出した。
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　ホームズさんは大学で臨時講師をしている時、土日は『蔵』に戻って店で働いていた。

　再び『蔵』で一緒に働けるのは、とても嬉しく、古美術レクチャーを再開してくれたのも感激だった。

　だけど──。

『ホームズさん、働きすぎじゃないですか？』

　心配する私に、ホームズさんは『いえいえ』と首を振る。

『のんびりやっていますし、ここでの仕事はあまり疲れを感じないんですよ』

　そう言う彼の手許には帳簿……ではなく、雑誌が開かれている。

『ホームズさん、何の雑誌を見ているんですか？』

　ハタキを手に、そっと覗くと、彼は眩しいほどの笑みを返す。

『旅行雑誌を見ていました。葵さん、誕生日の旅行はどこに行きたいですか？　僕としては、あの美しいエーゲ海と白亜の建物を、あなたと一緒に見たいんですよね』

『エーゲ……』

　思いもしない提案に、私の口から間抜けな声が出た。

『ええ、真っ青な海に、真っ白な建物。夕暮れも本当に素晴らしく、どんな絵画にもあの美しさは表現できません。ああ、でも、フィレンツェも良いですね。街全体が芸術です』

『フィレンツェ……』

『ああ、でも、一番はヴァチカンのピエタ像でしょうか。ぜひ一緒に見たいです。これは外せませんね。いっそ、全部行ってしまいたいところですが、思えばゴールデンウィークって、とても短いんですよね』

　ホームズさんは雑誌に目を落としながら、はぁ、と頬杖をつく。

『わ、私にはそんなお金は……』

『何を言うんですか、そんなご心配はなさらないでください。あなたは着替えとパスポートだけ持ってきてくれれば、むしろ財布は持ってこなくても良いです』

　はい？　と私の声が裏返る。

『僕はあなたとの旅行に、これまでの修業で貯めたお金をすべて使うつもりでいるんです』

　胸に手を当てて嬉しそうに言うホームズさんに、私の頬が引きつる。

『……いえ、ちゃんと財布は持って行きます。あの……これまでの、修業期間に貯めたお金を全部使うなんて、もったいなくないですか？』

『葵さん、お金はすべて自分にとって「最高」だと思える経験に使ってこそです。そうして経済は回り、心は潤い、活力を得た自分は働き、そして再びお金が入る。良い連鎖反応が起きるんです』

　極論ですね、と私は相槌をうつ。

『ああ、その前に、ちゃんと葵さんのご両親のところにご挨あい拶さつに行って、旅行の許可をいただかないと。あとは、葵さんのパスポートの用意ですね』

　独り言のようにブツブツ言うホームズさんに、『あの』と私は声を上げた。

　はい、と、ホームズさんは顔を上げて視線を合わせる。

『親には、ゴールデンウィークにホームズさんと旅行に行きたいと思ってることと、そのためにホームズさんが挨拶に来たいと思っていることは、伝えたんです』

　事前に伝えておいた方がショックも少ないと思い、恥ずかしかったけれど、思い切って行動に出た。

　もし反対されても、じんわり説得できるかもしれないという気持ちもあったのだけど。

『そうしたら「あなたたちが、ちゃんとしたお付き合いをしているのは十分に分かっているし、もう二十歳の大人になるんだから、許すも許さないもない。行きたいなら行っておいで」って。そして、「そのために挨拶に来られても、どんな顔をしていいか分からないし、場に困るから、お願いだから来ないでほしい」と言っていました』

　そう言った私に、ホームズさんは、少しホッとしたように胸に手を当てる。

　両親がホームズさんを試しているとかではなくて、場に困るから心から挨拶に来てほしくないことを、感じ取ったのだろう。

『正直、肩の荷が下りましたね。決して拭いきれない邪よこしまな気持ちを胸に抱きながら、その下心を微塵も感じさせない笑顔で、「お嬢さんと旅行に行かせてください」とお願いするのは、さすがの僕も少し気が引けていましたので』

『……できれば、わざわざ、そういうことを口にしないでほしいです』

　どんな顔をして良いのか分からない。

『すみません、あなたには偽れず、つい』

　相変わらず〝安定のホームズさん〟だ。

『それでは、パスポートですが』

　再び、海外旅行の話を進めようとするホームズさんに、『ですが、条件を出されたんです』と手をかざして遮った。

『条件、ですか？』

　ホームズさんは、ぱちりと目を見開く。

『はい。こんなご時世ですし、旅行は国内でって』

　そう言ったお母さんの気持ちは、分かる気がした。

　ホームズさんにとって海外は身近かもしれないが、私たち家族にとっては果てしなく遠い地であり、初めての旅行にいきなり海外は心配なのだろう。

『……そう、ですか』

　ホームズさんは静かに洩らしたかと思えば、バタンとカウンターに突っ伏した。

『ホームズさん？』

『──すみません、ショックが大きくて。しくしく泣きたいです』

『し、しくしくって！　そんなに海外に行きたかったんですか？』

『……それもそうですが、葵さんがヨーロッパのどんな国を選んでも素敵なプランを提供できるよう、いくつも脳内でシミュレーションしていたんです。それが全部白紙になった衝撃ですね』

　彼はカウンターに突っ伏したまま、力なく言う。

『ご、ごめんなさい』

『いえ、いいんですよ。ご両親の仰ることはもっともです。僕の配慮が足りなかっただけですから。エーゲ海が見える部屋で、あなたと乾杯することを思って胸を熱くさせていた自分が、少し悲しいだけです』

『ホームズさん』

　なんだか申し訳ない。

　きっと本当に素敵なプランを、たくさん用意してくれていたのだろう。

　しかし次の瞬間、ホームズさんはムクリと起き上がった。

『さて、切り替えました。あなたと旅行に行けることが許されたなら、僕はもうそれだけで、幸せです』

　ホームズさんは、胸に手を当ててにこりと微笑む。

『……あんなにがっかりしておいて、あまり説得力がないですよ？』

『いえ、あなたと旅行に行けるだけで幸せなのは、本当の気持ちです。それでは、気を取り直しまして、葵さん、国内で行きたいところとかありますか？』

　パタンと海外旅行雑誌を閉じて、柔らかく目を細める。

『……そうですね』

　どこだろう？　と考えて、うーん、と腕を組む。

『思い付かないので、お任せしても良いですか？』

　そう言うと、ホームズさんは『え？』と目を開いた。

『葵さんは、今度の旅行は楽しみではないんですか？　もしかして、浮かれているのは僕一人だったりしますか？』

　少し慌てたように尋ねるホームズさんに、私は首を振った。

『とても楽しみですよ』

　そう、ホームズさんと初めての旅行。

　最初は実感が湧かなかったけれど、日が近付くにつれ、気持ちが高揚してくるのを感じていた。

　恥ずかしいし、正直、得体の知れない怖さのようなものはあるけれど、自分も二十歳になる。

　二人の関係をもう少し進めてもいいのかもしれない、という静かな覚悟が胸の内に生まれつつあった。

　そして、自分なりにダイエットもがんばっていた。食事を腹八分目にして、間食をやめ、腹筋をし、なるべく歩くようにするという地道なやり方なので、体重は一キロくらいしか減っていないのだけど。

　とはいえ、『旅行が楽しみで、ダイエットしている』なんて言ったら、ものすごく張り切っているように思われそうで恥ずかしいから、口にはしないでおこう……。

『私は、旅先がどこでも楽しめる気がするんです』

『……そうですか。僕は旅行に行くのと同じくらい、計画を立てるのも好きでして』

『ホームズさんっぽいですね。私は行き当たりばったりでも全然構わないタイプなんです。なんなら、京都府内の宿や隣の奈良でもいいな、と思うくらいで』

　思えば鞍くら馬まのハイキングや城きの崎さきの旅行もすごく楽しかったし、近場でも全然構わない。

『……僕も京都や奈良を愛していますが、わざわざ今回の旅じゃなくても良いです。そこはいつでも行けますし』

　不服そうに口を尖らせて言うホームズさんに、思わず笑ってしまった。

　ホームズさんは今度の旅行を本当に楽しみに、そして特別に思ってくれているんだ。

『私はホームズさんと一緒にお出掛けできるなら、それで幸せなんです。どこでも楽しいし嬉しいので、全部お任せします』

　本当に、楽しみで仕方ない。早くゴールデンウィークにならないかな。

　するとホームズさんは、頭を抱えるようにした。

『ホームズさん!?』

『あかん』

『えっ？　やっぱり、私も行き先をちゃんと考えた方がいいですか？』

『ちゃう。可愛すぎて打ち貫かれてるだけや。キュン死寸前、虫の息やし』

『な、何を言ってるんですか！？』

　頬が熱くなるのを感じて、おろおろしていると、ホームズさんは顔を上げて微笑んだ。

『それでは、旅行の計画は僕が引き受けることにしますね。基本的に自分勝手な人間なので、任せてくれるのは、ありがたいです』

　彼のこういう言い回しにも慣れて、今や楽しく思えるくらいだ。

『ほんまに楽しみや──葵』

　私の頬に手を触れてそう言う。

　ホームズさんの熱っぽい眼差しに、息苦しくて何も言えない。

　それでも、私もしっかりと見詰め返すと、彼は弱ったように目をそらし、頬からそっと手を離す。

　それは照れや気恥ずかしさとは違っているようで、戸惑いを感じた。

『そうだ、せっかくなので、どこに行くかは、直前までナイショにしても良いですか？』

　ホームズさんはいたずらを思い付いたような笑顔で、口の前に人差し指を立てる。

　そんな彼を前に少しホッとしながら、『はい、よろしくお願いします』と私は頭を下げた。





＊






　──そんなわけで、二人の旅行先は、まだ分からない状態だ。

「それにしても、ついに葵はんも、あの男の毒どく牙がにかかるんやな」

　円生は頬杖をついて、しみじみと言う。

　私は恥ずかしさを押し殺して、眉根を寄せた。

「……変な言い方をしないでください」

「余計なお世話やけど、このまま仲良しでいたいんやったら、行かん方がええて思うで。ほんでも行くんやったら、覚悟しといた方がええ」

　その言葉から、ひやかしは一切感じられなかった。

「えっ？」と聞き返すと同時に、円生は「ほな」と立ち上がる。

「あの、今のどういう意味ですか？」

　私が声を上げた時には、円生は店を出ていた。

「覚悟って……？」

『カラン』というドアベルの音が響く中、私は首を捻りつつ、カウンターに残されたカップを片付ける。

　それは、私が二十歳の誕生日を迎える、一か月前の出来事。

　もしかしたら今の円生の言葉は、これから起こることを暗示しているのかもしれない。




　甘くて楽しい二人の旅行になるはずが、私とホームズさんはある人物と再会し、妙なことに巻き込まれてしまうのだけど──、それは少し先の話だ。
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　いつもご愛読賜たまわりまして、ありがとうございます。

　シリーズも九巻目。六・五巻なるものもあるので、十冊目です。

　前回、清貴の修業先をメインに書いてしまったことで、葵の十九歳の誕生日の様子をお伝えすることができず、『ちゃんと誕生日を祝ったのでしょうか？』という質問をたくさんいただきましたので、今回、振り返るかたちでエピソードを紹介させていただきました。

　また、シリーズもここまで長くなると、各々のキャラクターのドラマがあり、それをいつもの短編連作に組み込むことが難しくなってきました。

　悩んだ結果、前回同様、『掌編』と分けてお届けすることにしました。

　清貴と円生のやりとり、香織の恋の行方など、『掌編』も小さな楽しみにしていただけると嬉しいです。

　今回は、ひらかたパークを舞台にしたいと思い、京阪ホールディングス様にその旨を伝えてお願いしたところ、快諾してくださった上に、取材に同行までしてくださいました。

　お陰で普通の人は見られない野外ステージのバックヤードまで覗かせていただき、しっかりとイメージを固めることができました。

　ひらかたパーク、心がホッとするような懐かしさと温かさ、そして楽しさと遊び心に溢れた、素敵なテーマパークでした。

　ありがとうございました。




　そして、今巻もこの場をお借りして、お礼を伝えさせてください。

　双葉社様、エブリスタ様、校正様、取次様、書店様、カバーデザイナー様。

　今回も素晴らしい扉絵を手掛けてくださったイラストレーター・ヤマウチシズ様。

　そして──この本をお手に取ってくださった、読者様。

　私と本作品を取り巻くすべてのご縁に、心より感謝とお礼を申し上げます。

　本当に、ありがとうございました。
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